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御曹司といきなり同居!?










花束と、甘い誘い




　シンデレラストーリーなんてまず信じないし、そういう、主人公に都合よく運ぶ話を鼻で笑ってさえいた。

　万が一、そんなことが自分の身に起こったら、まず、裏があるはずだと疑ってかかると思う。そしてもちろん、裏があるのに、罠わなだと知りながら飛び込むようなバカな真似は絶対にしない。

　だけどそれは、きっとこれまでの二十年間、悲惨な状況になったことも、そんな時、これでもかってほど魅惑的な手を差し伸べられたことも……そして、恋をしたこともなかったからだろう。

　恋心なんて私には縁がないと思っていたのに。湊みなとさんの笑顔に、優しい声色に、柔らかい眼まな差ざしに……静かに呼び起こされるとは、この時の私はまだ知らない。




「森もり野の紗さ希きさん？」

　指定された駅のポストのそばに立っていると、不意に横から名前を呼ばれる。

　七月十八日。梅雨も明け、堂々と夏と言えるこの時期の空は、十七時でもまだまだ明るさを保っていた。

　太陽自体は沈んでいるのに空が明るいのはなんでなんだろうと、子供の頃、不思議に思っていたことを思い出す。空には太陽のなごりの明るさが、そして地上には昼のなごりの暑さが残っていた。

　声がしたほうを見上げると、予想していたよりも高い位置に顔があって少し驚く。遅れて、顔立ちのよさに目を見張った。

　圧倒されるようなオーラがあるから、それも手伝っているのかもしれないけれど、それにしたって美形だ。奥おく二ぶた重えの瞳も、スッと通った鼻筋も、形のいい唇くちびるも、全部のパーツがキレイで思わず見とれてしまう。

　一八〇センチ近くある彼は、耳の上辺りまで伸びた黒い髪を、自然な感じで後ろに流していた。さわやかで清潔感があるから、整った顔立ちが余計に目立つのかもしれない。

　普通の社会人は、まだ働いている時間帯だから、仕事を抜け出してきているんだろう。ダークグレーのスーツも、きちんと締めているストライプのネクタイも、よく似合っていた。

　普段、芸能人だとかモデルだとかには興味がないからよくわからないけれど、多分、そういうレベルの人だ。彼に誘われると、うっかり流されてしまいそうなオーラがあるのも、美形で長身だからだろうか。

　今まで、自分の周りにはいなかったタイプだけに、つい圧倒されてぼんやりと眺めていると「森野さん？」ともう一度聞かれ、ハッとする。

　それから、さっき電話で聞いた名前を、記憶の中から引っ張り出した。

　この人の名前は……。

「湊さん、ですか？」

　確か、そう言っていたはずだ。『〝湊〟って名字なんだろうか』と、少しの引っかかりを感じたから、一度聞いただけでも覚えている。

　彼はニコリと微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「そう。ここ、迷わずに来られた？」

　正直に「少しだけ迷いました」と答えた私に、湊さんが申し訳なさそうに眉を下げる。

　オーラはあるけれど、雰囲気自体は柔らかい。不思議な人だと思った。

「ああ、そうなんだ。迷わせてごめん」

「いえ。私のほうこそ、わざわざ出てきていただいてしまって、すみません」

　ふと、湊さんの後ろに、スーツ姿の男の人が立っていることに気づく。

　一七〇センチ半ばくらいの身長で、歳は、二十代後半くらいに見える。湊さんとは違い、冷たい雰囲気がこちらまで伝わってくる。

　湊さんと少し距離を取りながらも、立ち止まってこちらに目を向けているということは、彼と一緒に来たのかもしれない。黒い短髪の男の人は私を探るようにじっと見ていて、仕事の邪魔をしちゃったのかもしれないと申し訳なく思った。

　私だって有給を取っていなければ、職場である銀行で、一日の締めの作業をしている頃だ。

　データ上の金額と実際の現金が、一円でも合わなければ、たとえ日をまたいでも帰れないところだけど……今日は無事終えられただろうか。

　仕事のことを考えていると、「普段はこの辺に来たりしない？」と聞かれたから、「いつもは電車で通過するだけなので」と答える。

「それに、スマホで地図を調べられなかったので。普段、そこまでスマホに依存しているつもりはなかったんですけど……結構、頼ってたんだなって実感しました」

『大切なものはなくなってから気づく』……みたいな言葉は、本当だったらしい。

　すると、「ハハッ」と明るく笑われる。

「確かにそうかもね。でも、森野さんは自分の電話番号を覚えてただけ、いいと思うよ。俺なんかいまだに曖あい昧まいだし。……ああ、で、これね。森野さんの落としたスマホと、一緒に落ちてたポーチ」

　湊さんが差し出したのは、見覚えのある私の小物だ。

　二時間前。なんだか疲れてしまって人混みの中に入っていく気持ちになれず、駅前のベンチで休憩していた。その時に置き忘れてしまったらしい。

　それに気づいたのが一時間前で、苦労して探し出した公衆電話から、自分のスマホに電話をかけ……その電話に出たのが湊さんだったというわけだ。

　そして、スマホとポーチを拾ってくれていた湊さんと、ここで待ち合わせをして、今に至る。

「あ、これ……一応」

　運転免許証を差し出すと、湊さんが「へー。免許持ってるんだ」と意外そうに言うから、「ペーパードライバーです」と答える。

　就職に有利だからと一応取ってはみたけれど、電車通勤だし車も持っていないしで、もう数年運転していない。

　落としたポーチの中身は、保険証や頭痛止めなどの常備薬に絆ばん創そう膏こうだ。薬なんかは市販薬だからどうでもいいとしても、拾った保険証を、本人と確認しないでポンと渡すのは逆の立場だったら怖い。

　そう思い、免許証を取り出し手に持ったまま見せると、湊さんはサッと目で確認したあと、「確かに。じゃあ、これ」とスマホとポーチを渡してくれた。

　いくら日本の治安がいいとはいえ、今は何かと物騒な世の中だ。もしも物をなくしてしまったら、いろいろな手続きだって面倒だし、スマホに至っては新しい物を買うのにお金だってかかってしまう。

　こうして落とした物が手元に無事に戻ってきたことに、ホッと胸を撫なで下ろしてから、湊さんを見上げた。

　この人がいい人でよかった。

「ありがとうございました。どうしようかと思ってたので……本当に助かりました」

　頭を下げると、湊さんは「いいよ。たいしたことしてないから」と笑う。

「あの、よければ連絡先を教えていただけないでしょうか」

　できればお礼がしたい。そう思って言うと、湊さんはそんな私の気持ちに気づいたようで、「いいって」とまた笑った。

「でも、拾っていただいて何もしないなんて、私の気持ち的にも納得いきませんから」

　ハッキリ言った私に、湊さんはふっと口元を緩める。そして、わずかに腰を折って私に顔を近づけた。

「もしかして、誘ってくれてる？」

　ただ、お礼をしたいって言っただけなのに。

　どこをどう取ったらナンパだなんて誤解できるんだろうと呆あきれていると、視線の先で湊さんが「ふはっ」と笑う。

「冗談だって。そんな顔しないでよ」

「……すみません。誘ってるつもりなんて少しもなかったので、つい」

　ぷっと噴き出したのは、後ろに立っている男の人だ。それを湊さんが振り返り「藤ふじ、黙ってろ」と機嫌悪そうな声で注意すると、すぐに「笑っただけで、何も言ってませんけど」と藤さんが返す。

　藤さんだけ敬語なところを見ると、後輩ってとこだろうか。

　じっと見ていると、藤さんは私を見てニヤリと笑みを浮かべた。人を見下すような、なんとなく嫌な感じだ。

「あの、連絡先を教えていただくのが難しいようなら、今ここで少し待っていていただくことはできませんか？」

　もしかしたら警戒されているのかなと思い、そう提案する。

　だって湊さんはこの外見だ。『連絡先を教えてほしい』なんて申し出は、今までたくさん受けているだろうし。私の今の言葉だって、本当に誘いと取られていても不思議じゃない。

　それは正直、不本意だな……と思いながらも、口には出さずに湊さんを見上げた。

「待っててください。十分でいいですから」

　失礼は承知でお願いする。この駅は普段使わないけれど、さっき通ったら中にちょっとしたお土産みやげになりそうなバームクーヘンやチョコの店が入っていた。

　そこで何かを買って渡せれば……そう思った私に、湊さんは瞬まばたきを二回ほどしてから、ふっと力の抜けた笑顔を見せた。

「そんな必死に言ってくれなくても」

　おかしそうにクックと笑われ、またハッとする。私が必死になればなるほど、湊さんに好意があると思われてしまいそうだ。違うのに。

　でも、〝好意はない〟なんてわざわざ言うのも失礼だし……。

　ジレンマと葛藤していると、湊さんが笑顔のままで言う。

「いや、ごめん、ごめん。森野さんは、ただお礼をしたいだけだってわかってるよ。ただ、俺に誤解されてたら……とか、そういう感情が見て取れたから面白くて」

「え……感情が見て取れたって、顔に出てましたか？」

　いつも、『ポーカーフェイス』だとか『無表情』って言われることが多い。

　それだけに信じられず聞き返すと、湊さんが頷く。

「顔っていうか、瞳にね。俺、人の目をよく見るクセがあるから」

「瞳で感情がわかるって……ずいぶん、優れた目ですね」

『目は口ほどにものを言う』なんてことわざは知っているけれど、私は誰かの気持ちを瞳から読み取ったことなんてないし、読み取ろうとも思わない。

　色を変えるわけでもない、ただまん丸いだけのそこから心を汲くみ取るなんて、不可能に思えるし、何より面倒臭い。

　でも、他人の気持ちを感じ取ることに長たけた人は確かにいるから、湊さんもそういう類いの人なんだろう。

　そう片づけて見上げていると、湊さんが「平気でつかれる嘘うその言葉よりも、よっぽどわかりやすいから」と笑った。

　少し冷めたような、わずかに嫌悪感が滲にじんでいるような、そんな笑みだ。今までの楽しそうなものとは違う。

『平気でつかれる嘘の言葉』だなんて、過去にひどい嘘でもつかれたんだろうか。

「たとえ嘘でも、言葉にできたほうがいい時もあるんじゃないですか？」

　引っかかりを感じてボソッと呟つぶやいた私を、湊さんが驚いた顔をして見るから、じっと見上げながら続ける。

「それで誰かが安心できるなら、嘘も必要な時があるのかなって。誰かを、傷つけないための嘘なら……ああでも、結局そこに気持ちが伴っていなければ、あとで傷つけるだけなんですかね」

　高校時代のことが頭をよぎり、目を伏せながら言う。それから、もう一度湊さんを見上げた。

「それより、たとえうっかりでもそんなことを言ってると、話を聞いてほしいみたいに聞こえるから、気をつけたほうがいいですよ。湊さんはそういうつもりはなくても、相手の女性が勘かん違いして、おかしなことになっても困るでしょ？　男性の弱い部分にキュンとくる女性、多いって言いますし」

　徐々に薄暗くなってきた空に、駅周辺の街灯が一斉に点灯する。オレンジ色の柔らかい明かりが、道の上にポツポツと浮いていた。

　帰宅途中のたくさんの人々が、駅の中に吸い込まれるように入っていく。私も早く帰って明日に備えたいのが本音だ。

　今日だって歩き回って疲れたし、帰ったらコインランドリーだって行かないと。それに、明日も部屋探しをしないとマズい。そうだ。こんなことしている場合じゃない。

「湊さん、すみません。お願いですから大人しく十分待って、それからお礼のバームクーヘンを受け取ってください」

　さっさとお礼を済すませて帰りたい……と思い、少し強引に話を進めた私に、湊さんは弾かれたような顔をしたあと、「ハハッ」と笑みをこぼした。

　よく笑う人だな、と思う。

「そんな強引なお礼、初めてなんだけど。強制なの？」

「すみません。私の気持ち的に落ち着かないので、強制でお願いしたいんです。本当に申し訳ないんですけど、ちょっと十分だけ待っててください。今すぐ――」

　そこまで言いかけた私を、湊さんが片手を挙げて止める。それから、笑顔のまま言った。

「さっきの話、森野さんには通用しないの？」

「え？」

「弱い部分を見せられたら、聞いてあげたくなるって言ってたやつ」

「ああ、そういう女性が多いらしいって話で、私は別に……」

「お礼ってさ、お菓子じゃなくてもいいんでしょ？」

　柔らかい声で聞かれて、「それはもちろん……」と頷く。もちろん、湊さんが望むものがあるなら、可能な範囲内で用意するけれど……でも、一体何が欲しいんだろう。

　正直、あまり高級な物をねだられても困る……そう思って湊さんを眺めていると。

「だったら俺、このあとの森野さんの時間がいいかな」

　湊さんが笑顔でそんなことを言うから、呆あっ気けに取られて何も言えなくなる。

　だって、私の時間って……。

「都合悪い？」

　微笑んで聞いてくる湊さんに「湊さん、仕事残してきてるでしょ」と言ったのは、藤さんだった。

　見れば、真顔の藤さんがこちらを見ていて……そんな彼に、湊さんは顔半分振り向いて目元を歪ゆがめた。

「最低限のことはしてきただろ。おまえが『至急だ』って言うから、今日だって有給返上して出社したんだし、文句は言わせないからな」

　嫌そうな声で言った湊さんに、藤さんは呆れたような顔でため息を落とし「じゃあ、俺はその辺で時間潰つぶしてるんで、終わったら連絡ください」と背中を向ける。

　私抜きで進められる話をぼんやりと聞いていると、こちらを振り返った湊さんが「ってことだから。夕飯、俺に付き合ってよ」とニコリと笑った。




　湊さんお勧めのイタリアンレストランは、待ち合わせた駅のポストから歩いて二十分ほどのところにあった。

　レンガ造りのオシャレな外観。店内は落ち着いた大人の雰囲気で、初めて来たのに、居心地のよさを感じた。その理由は、客層や店内の造りのせいかもしれない。

　ボックスタイプのテーブル席は、たっぷりとした広さがあり、二十席ほど設けられているようだった。ひとつひとつの席の間には、二メートルほどの高さの壁が、そして通路との境にはレースのカーテンのような仕切りがあるため、半個室状態だ。

　おのおのの席で静かに交わされる会話はＢＧＭと交ざり、うるさく感じない程度の雑音が心地いい。

　天てん蓋がいのようなレースをくぐると、ステンドグラスのような色合いのペンダントライトが、ぽわんとした優しい明かりを白いテーブルの上に届けている。

　飛び込みのような状態で入ったのに、どうして名前を知っていたのか。店員さんは「一いち之の瀬せ様、いらっしゃいませ」と湊さんに頭を下げ、一番奥のテーブルに案内してくれた。

　どうやら、湊さんの名字は『一之瀬』というらしい。電話をした時、なんで名字を教えてくれなかったんだろうと一瞬疑問に思ったものの、確かに得体の知れない相手にフルネームは名乗らないかもしれない、とすぐに自己解決した。

　テーブルの上には、湊さんが適当に頼んでくれたコース料理が載っていたけれど、そのほとんどはもうお腹の中だ。

　サラダに帆ほ立たてのカルパッチョに、モッツァレラチーズとベーコンのトマトパスタ、そしてマルゲリータピザ。どれも、その辺のファミレスで食べる物よりも格段においしくて、〝ほっぺが落ちる〟ってこういうことかと思った。

　メニューを見ながら頼んでくれたのは湊さんだから、その金額は知らない。お酒は私が断ったからか、湊さんも飲んではいないけれど、財布の中が心配になる。だって、今置かれている立場を考えれば、どう考えたって私はこんな高そうなイタリアンを食べている場合じゃない。

　やっぱり、強引にでもバームクーヘンを押しつけていればよかった、と後悔しつつ、運ばれてきたデザートにフォークを伸ばす。

　コースの最後に出てきたドルチェの盛り合わせは、ホイップクリームの載ったガトーショコラ、ベリー系のタルト、そしてマンゴーのジェラートという豪華な一品だった。

　タルトを口に運び、無意識に「……おいしい」と独り言を漏もらしてから、ハッとして顔を上げると、湊さんがニッコリと微笑んでいて恥ずかしくなる。

「甘い物好きなの？」

「女性で嫌いっていう人は、あまりいないんじゃないですか」

　恥ずかしさをごまかすように少し強い口調になりながら言うと、「違うよ。紗希ちゃんが、好きかどうか聞いてるだけ」と言われ……パチパチと目をしばたたいてから、顔を背そむけた。

「……好きです」

「だよね。今までの料理に対する反応と明らかに違うし、そうだと思った」

　穏やかな表情で言われる。もしかしたら、今まで失礼な反応をしてしまっていたんだろうかと思い、口を開こうとすると、その前に「ああ、今までがどうとかそういう話じゃなくて」と告げられてしまった。

　正直、人の気持ちを察するのがうますぎて、なんとなく心地悪く感じる。

　私は普段、あまり素直な態度を取らない。そのせいで他人に気持ちを悟られることなんて少ないから、余計そう感じるのかもしれないけど……全部を見透かされているようで、落ち着かない。

　呼び方が〝森野さん〟から〝紗希ちゃん〟に変わったのは、この店に入ってすぐだった。

　本来なら、会ったばかりの人に名前で呼ばれるのは好きじゃない。でも、この人とはどうせ今日限りだから、注意するのも面倒で放っている。

　人当たりがよくなくて、他人との距離を取りたがる私にとっては、こんなふうに名前で呼ばれることなんて高校の時以来だ。

　そう考え……小さくため息を落とした。

　なんで今日はこんなに思い出してしまうんだろう。いつもは心の奥にしまっている高校時代の記憶が、じわじわと漏れ出てきて落ち着かない。

『――俺のこと、好き？』

　そう問いかけてくる彼に、嘘でも〝好き〟の言葉が言えていたら、彼はあんなに傷ついた顔をしなかったのだろうか。

　そんな何百回目かわからない、今さらすぎる思いを頭の中から振り落とし、ジェラートに口をつける。

　口内に広がる冷たさと甘み。

　それを噛かみしめていると、湊さんからの視線に気づいた。

「なんですか？」と聞くと、湊さんは頬ほお杖づえをつきながらニコリと笑う。

「いや、紗希ちゃん、本当に可愛い顔立ちしてるなーと思って。待ち合わせする前に、電話で言ってくれたらもっと早く見つけられたのに。『大きい二重の瞳に、形のいい鼻と口で、人形みたいに可愛い』って」

　自分をそんなふうに説明する人なんて、相当なナルシストだ。イタすぎるし、あり得ない。

　呆れながら適当に「そうですか」と相あい槌づちを打つと、湊さんは「冗談じゃなくて」と笑って続ける。

「よく言われない？」

「言われません。……そんなナンパの常じょう套とう句く、よく知ってますね。そんな外見してたら、使う機会なんてないでしょ」

「いや、思ったことを言っただけだよ。その前に紗希ちゃん、俺のことカッコいいと思ってくれてたの？」

　驚いたように言われ、眉をひそめた。

「……それこそ、よく言われるんじゃないですか」

「んー、まぁ、言われないこともないけど、まさか紗希ちゃんがそう思ってくれてるなんて思わなかったから、嬉しくて。会ってから今までずっと、俺に興味なさそうだったし」

　弧を描いた口で言われ、素直な返事に少し好感を持つ。

『いや、全然言われないよ』なんて謙けん遜そんされるよりも、よっぽどいいなと思った。

「興味ないっていうよりも、もともと表情に出にくいので、なんに対してもこんな感じなだけです。なので……その、不快な思いをさせてたらすみません。デザートだけじゃなくて、料理も、すごくおいしいと思ってました」

　さっき言われたことが気になって、もごもご言うと、湊さんは少し目を見開いてから、「ハハッ」と笑った。整っている顔が、一気にくしゃっと笑みに変わり、あどけなさが覗のぞく。

　私自身の表情が乏しいからか、こんなふうにくったくなく笑える様子に、目を奪われてしまった。

「いいよ、そんなの全然。もしかしてずっと気にしてたの？」

　笑みをこぼしながら言われ、「だって」と目を逸そらしながらボソボソと言う。

「こんな素敵な雰囲気の、料理もおいしいお店に連れてきてもらったのに、満足そうな顔ができなくて申し訳ないなって……」

「いや、強引に連れてきたのは俺だし。ただ、デザートを前にした時の紗希ちゃんがすごく嬉しそうに見えたから、それを言いたかっただけだったんだけど……ごめん。言葉が軽率だった」

　申し訳なさそうにそう言った湊さんが「不快な思いなんて少しもしてない」と微笑むから、「……そうですか」とだけ答える。それから、デザートと一緒に運ばれてきていた、カフェラテに手を伸ばした。

　ラテアート……というのだろうか。クマの顔が描いてあって可愛い。湊さんのは、葉っぱが描いてあるから、いろんな種類があるのかもしれない。

「その髪は地毛？　キレイな色してるけど」

　聞かれて、「ああ、はい」と、鎖骨の辺りまで伸びた栗色の髪を指で触った。ストレートとは言いにくい猫っ毛も、生まれつきだ。

「もともと色素が薄いんです。高校の頃とかは、よく風紀検査で引っかかりました。あと、先輩に生意気だって言われたり」

「へぇ……そういうこと、実際にあるんだ。ドラマの中だけのことだと思ってた」

　感心したように言われて、そんなに珍しいことでもないのに、と不思議に思う。

「柔らかそうな髪質だよね」

「そうですね。猫っ毛なので、寝グセとかつきやすいし、よく跳ねちゃうんですけど」

「でも、ふんわりしててよく似合ってる。紗希ちゃん、モテるでしょ」

　口元に笑みを浮かべたまま、じっと見つめてくる湊さんに、そういえばさっきもそんなことを言われたなと思い出し、ため息を落とした。

「モテませんよ。正直、見た目だけで近づいてくる人はいなくもないですけど、みんな、中身を知ったら離れていきますから」

「中身って、性格？」

「私、全然素直じゃないんです。生意気だし憎まれ口とかすぐ叩たたいちゃうし……それなのに、変なところで嘘がつけないから。気づいたら相手を傷つけちゃっていることが、よくあるんです」

　ふーっとカフェラテに息を吹きかけてから、白いカップを口に運ぶと、クセのない苦みが口内に広がった。

　泡に描かれているクマが崩れないようにと、そっと飲んでから、先にスプーンでかき混ぜるべきだっただろうかと疑問に思う。

　コーヒーの飲み方にも作法のようなものがあるのだろうか。

　無作法な飲み方をしてしまっていたらどうしようと不安になっていると、湊さんが「嘘ってどういう嘘？」と聞いてきた。

　穏やかな表情とトーンで、湊さんが続ける。

「さっき、駅前で話してた時、誰かのためになる嘘ならついたほうがいい、みたいなこと言ってたけど、その話？」

　まさか覚えていたなんて思わなかったから、聞かれてびっくりした。でも……聞かれたところで、わざわざ人にする話でもないし……。

　そう思い、答えられないでいる私に、湊さんは「教えてよ。行きずりの俺相手なら紗希ちゃんが困るようなことはないんだし」と微笑む。

　言われてみれば、確かにその通りだけど……と、少し考えてから、諦あきらめて口を開いた。そういえば、この話を誰かにするのは初めてだ。

「高校三年生の時、違うクラスの男子に告白されたんです。顔を見たことがあるってくらいの人だったし、断るつもりでした。でも、その人は私の性格が好きだって言ってくれて……嬉しくなりました。自分でも単純だなって思いますけど、それまで見た目を褒ほめられることはあっても、性格を褒められたことはなかったから」

『真面目で、でも本当は優しいところが好き。厳しいことも言うけれど、それは周りを思ってのことだし、そういうまっすぐなところに惹ひかれた』

〝ごめんなさい〟と言おうとした矢先、照れながら告げられたのは、そんな言葉だった。それだけで認められた気持ちになって、感激のあまり頷いてしまったのだから、本当に単純だと思う。

　でも、自分でさえ、『性格悪いな』とか、『今の言葉はキツすぎたな』って思うことばかりなのに、そういう部分を好きだって言われたことは、私にとっては救いだった。

　小さい頃から、素直な思いを口にしたり、人に甘えたりすることが苦手だった。両親がドライな人たちで、必要最低限しか私と関わろうとしなかったっていうのも、影響しているかもしれない。

　人との接し方がよくわからなくて……極端な話、自分から人に話しかけるのは、今でも少しためらってしまう。

　両親に話しかけても、『忙しいから』とすぐに背中を向けられた子供の頃の思い出が、いちいち頭をよぎって言葉を出にくくさせるから。

　通知表には、人間関係がうまく築けない……というようなことが必ず書かれていて、毎年繰り返されるその報告に、ああそうなんだって自分でも思うようになっていった。

　両親のことだけが原因じゃなくて、もとの性格もそうなのかもしれない。

　とにかく、『素直じゃない』とか『天あまの邪じゃ鬼く』とか。そんな言葉を詰め合わせたような性格で、優しい言葉をかけようと頑張ろうとしてみても、うまくできない。

　私の言葉も行動も、いつだって一歩遅くて届かない。世の中を全くもってうまく渡れていないと感じるのは、気のせいじゃないと思う。

「私の性格まで好きになってくれる人ならと思って、頷きました。時間をかけたら、私も好きになれるかもしれないって感じて。もともと恋愛に興味が薄かったから、のめり込んだりはしなかったけど、でも、普通に好きにはなりました。一緒にいるのも楽しかったですし」

　ひとつひとつを思い起こすようにゆっくり話すのを、湊さんはたまに相槌を打ちながら温和な表情で聞いていた。

「でも、付き合いだして二ヶ月が経った頃、彼に聞かれたんです。『俺のこと、男としてちゃんと好きか？』って。……私、頷けませんでした」

　口元だけなんとか微笑んで見せた私に、湊さんは少し黙ってから口を開く。穏やかで真面目な顔だった。

「想いの種類が違うって感じたから？」

　的確な答えに驚きながらも頷いた。

「好きは好きだけど、それが特別な感情かって考えたら、そうだとは思えなくて。『ちゃんと好きか？』って聞いた彼は多分、そういう私の気持ちに気づいていて……。だから、嘘もつけなかった」

「それでさっき、『誰かのためになるなら』って言ったんだ」

「はい」と頷いてから、カップの中のクマに視線を落とした。

「黙ったままの私に、彼は傷ついたように顔をしかめていて……『終わりにしよう。好きだったけど、ごめん』って、言われました」

　その時の彼の顔は、今でも鮮明に覚えている。

「好きだって言ってくれたのに、私は何も返せなかった。嬉しかったのに、付き合っている間だって可愛くない態度ばかりで……彼を安心させてあげるための嘘さえつけなかった」

　そのあと、すぐに卒業式がきて、彼が今どうしているのかはわからないままだ。受験勉強を頑張っていたことは知っていたけど、その後の話は誰にも聞いていない。

　もう終わったことだし、無理に関係を延ばしたって、結局傷つけて終わっていたのだから仕方ない。そう割り切っても……彼の傷ついた顔だけが記憶に残り続け、思い出すたびに後悔していた。

「付き合っている間、彼、私に『好きだって言ってほしい』って何度も言ってたんです。でも、私はそういうことを口にするのは苦手だから、いつも嫌がってました。『別に、言葉にしなくてもいいでしょ』って……。その頃から多分、彼は私の気持ちが恋愛じゃないことに気づいてたんだと思います」

　ずっと、不安にさせていたんだと思うと、鉛でも埋うまったかのようにいまだに胸の中心がズシリと重たくなり、カフェラテよりもずっと苦い感傷に襲われた。

「それからも、付き合った人はいました。まっすぐな目で『好きだ』って言われると、高校の時の彼の傷ついた顔が頭をよぎるんです。相手が本気だって思うと、拒絶できなくて……そうこうしているうちに、押し切られるかたちで」

　傷つける……と思うと、断れなくなった。受け入れたって、きっといつか傷つけることには変わりないって、わかっていたのに。

　でも、幸い……と言っていいのか。私が心配していたような事態にはならなかった。別れを切り出したのは、いつだって相手だったから。

「そのあと三人と付き合いましたけど……気持ちに応えたいと思って付き合いだしたのに、どうしても恋愛感情は持てませんでした。私がそんなだったからか、三人とも、付き合って数ヶ月経った頃に『別れたい』って言ってきて」

「え、相手から？」と意外そうに言った湊さんを、苦笑いを浮かべながら見た。

「はい。三人とも『見た目は好きだけど、中身が可愛くない』っていう理由でした」

『可愛いだけじゃダメなんだなぁ。中身が伴わないと飽きるもんなんだ、って初めて知った』なんて言ったのは、最後に付き合った人だった。

　棘とげのある言い方に内心、ムッとしながらも、黙って別れを受け入れたことを思い出す。

　結局、付き合ってみても、ちゃんと恋愛できていなかったってことなんだろう。湊さんが「ひどい理由だな」と顔をしかめるから、小さく首を振った。

「事実ですし。自分でもわかってたから、ショックってほどでもなかったです。私だって押し切られて付き合ってただけですし。ただ……嫌な思いをさせたり、したりするだけなら、恋愛はもういいやって、思いました」

　いろいろ言われたりもしたけれど、今も後悔として残っているのは、高校の時の彼とのことだけだ。

『性格がキツい』とか、『可愛げがない』って言われるのなんてなんでもない。だけど、『可愛くない』って言われちゃうような性格まで好きになってくれたのに、想いを返してあげられなかった高校時代の彼のことだけは、忘れられない。

「傷つけるのも、傷つけられるのも嫌なのに……結局ダメで。何ひとつうまくできないんです」と、吐き出すように笑みをこぼした。

「私、多分、人として大事なものが欠けてるんです。そうじゃなきゃ、こんな……」

　そうじゃなかったら、あんなに彼を傷つけることだってなかったかもしれない。こんなに、世界を生きにくく感じることもなかったのかもしれない。こんなに――。

　ここ最近、やたらとうまくいかなかったせいなのか、考えがマイナス方向に走りだす。それに気づき、ハッとして顔を上げた。

　こんなの、さっき初めて会ったばかりの湊さんにする話じゃない。家族にだって弱音なんて吐いたことはなかったのに、なんで今、湊さん相手になんて……。気持ちが弱っていたからってどうかしてる。

「すみません、こんな話……」

　不快にさせていたらどうしようと思ったのに、視線を戻した先で、湊さんは優しい顔をしていた。穏やかで情に溢あふれているような……今の話全部を受け入れてくれているような顔。

　言葉を失うと、湊さんが言う。

「そんなに自分を責めることないんじゃない？　彼だって、紗希ちゃんが自分の気持ちに嘘をつけるような子じゃないってわかってて、好きだって言ってきたんだろうし。なのに、耐え切れなくなったのは……まぁ、まだふたりとも若かったってだけだよ」

　眉を寄せて微笑んだ湊さんに「誰が悪いって話じゃない」と言われ、思わず黙る。

　誰かにこの話をしたことはない。でも、話した時、どんな反応が返ってくるかなら考えたことがある。

『たいして好きでもないのに、流されて付き合うのが悪い』『気持ちを言葉にしないのが悪い』『彼がかわいそう』って。

　だって、私が相談された立場だったとしても、きっとそう考えると思うから。

　なのに、湊さんから言われた言葉は、全く違うもので……声を失ったままの私に、彼は優しく言う。

「もちろん俺はその彼じゃないから、わからないけど……ただ、俺だったらそうかなって。間違っても、紗希ちゃんを責めたりはしてないよ」

「それは……湊さんが、ただ人がいいだけでしょ」

　やっと出るようになった声で言うと、湊さんは、「ハハッ」と笑った。

「そんなことないよ。あんまり怒ったりしないから、温厚には見られるけど……実は結構、薄情だしね」

「薄情って……とてもそんなふうには見えませんけど。どうして、そう思うんですか？」

　まさか、という思いで言うと、湊さんは力なく微笑んだ。

　その表情が今までの笑顔とは違うように感じ、『あれっ？』と思う。なんとなく、影のようなものが見えた気がして。

「じゃあ、どういう男に見える？」

　笑みを作り直して聞いてくる湊さんは、私の問いに答える気はなさそうだった。

　そんなに答えにくい質問だったかなとは思うものの、無理やり聞き出すつもりもない。だから、湊さんの問いに答えようとして……言葉に詰まる。

　だって出会ってまだ数時間しか経っていないのに、どういう人かなんてわからない。

　でも、湊さんだってその辺は理解しているだろうし、真面目な意見を求めているわけではないんだろうと判断して、少し考えてから口を開いた。

「〝かまってちゃん〟ですかね」

　意外な答えだったのか、湊さんは弾かれたようにポカンとしたあと「かまってちゃん？」と聞いた。

「あ、〝かまってちゃん〟っていうのは、周りの人に『かまってほしい』っていう思いが強い人のことで……」

「いや、意味は知ってる。知ってるけど……え、俺、そんなふうに見えてた？　俺もう二十九なんだけど……」

　二十九歳なのか。だとしたら若く見えるなぁと思ってから、『本当に？』といった感じで聞いてくる湊さんに「まぁ」と頷いた。

「迷惑だとかそういう意味じゃないですけど。だって、『嘘の言葉より瞳のほうが信頼できる』だなんて、昔何かあったのかなって、気になるようなことを言うし。お礼だって、物よりも一緒に過ごす時間のほうがいいとか……かまってほしいのかなって。違いました？」

　一般的な〝かまってちゃん〟だって言いたいわけじゃない。湊さんは強烈にアピールしてくるわけじゃないし、甘えてくるわけでもない。むしろ、私の話を聞いて励ましてくれる。

　でも、話していると、表情とか言葉の中に、気にかけてほしいのかなって思うような部分が垣間見えた気がしたから。

　すると、湊さんは驚いた顔をして……それから、おかしそうに笑った。

「ごめん……そんなこと言われたの初めてだったから、意外で。でも俺は多分、かまってちゃんじゃないよ」

　まぁ、普通に考えて〝かまってちゃん〟なんて言われたら、いい気分はしないかもしれない。男性なら特に。

　だからちょっと失礼だったかな……と思い、表情をチラッと盗み見ると楽しそうな笑顔が映る。

　怒っているわけじゃなさそうだとホッと胸を撫で下ろしていると、笑顔のまま言われた。

「でも、気にかけてほしいっていうのは合ってる。もっとも、誰彼かまわずってわけじゃないけどね。紗希ちゃんが俺のことを気にしてくれてるのが嬉しくてつい」

「私じゃなくても周りにいくらでもいるでしょ。湊さんを気にかけてくれる人なんて」

「まぁ、いるけど」

　さっきと同じように、すんなりと自分がモテることを認めた湊さんが「でも」と続ける。

「どんな言葉も態度も、基本嘘だと思ってるから。紗希ちゃんと一緒だよ。外見とか、俺が持ってるものとか、そういうのに惹かれてるだけで俺自身に興味があるわけじゃない」

　口元に笑みを浮かべたまま、目を伏せて言われ、思わず眉をひそめた。

　だって、私と湊さんが同じだとは思えない。

「それは違うと思いますけど」

「なんで？」

「私はこんな性格だから、好きになってもらえる部分なんて、あってもせいぜい外見くらいって話ですけど、湊さんは違うでしょ」

　出会ってまだ数時間とはいえ、その間ずっとふたりで話していれば、性格の良し悪しくらいは多少わかる。

　野球好きという共通点から、話題のメインは、三月に行われたＷＢＣだった。

　私は正直、高校野球のほうが好きだから、プロ野球にはそこまで興味はない。でも、湊さんがしてくれる話は聞いていて面白かった。

『開催時期が、シーズンのための準備に大事な時期だからね。故障する危険性があるから、選手を出すべきじゃないって意見も多いんだよ。ほら、球団側からすれば高額な年俸を払ってる選手に、故障なんかされたらたまったもんじゃないしね』

『優勝国に与えられるトロフィーって、ティファニーが作ってるって知ってた？　俺、大学の時に知ってさ、その時友達と真剣に考えた。例えばＷＢＣに出場して優勝してトロフィーもらって〝この勝利を彼女に捧げます〟なんて言葉をプレゼントするのと、ティファニーに行けばすぐ買えるオープンハートのネックレスをプレゼントするのと、女の子はどっちを喜ぶんだろうって』

　それは、私が野球に興味があるから面白かったのかもしれない。でも、湊さんの話し方とか柔らかい雰囲気だとか、優しい表情だとか。そういうものが、面白さのひとつの要因になっていたんだと思う。

　そしてそこには、湊さんの人柄が表れているとも思う。湊さんが言った言葉の中に誰かの悪口だとか、汚いものはなかった。私が不快に思うようなことだってひとつもなかったし、明るい話題が多かった。

　若干の軽さは感じるけれど、それは悪い意味じゃない。言い方を変えれば、人当たりがいいとも言える。

　だから、「湊さんは外見だけじゃなくて、性格でも好かれる人でしょ」と言うと。

　湊さんはわずかに驚いたような顔をしてから、ふっと目を細めた。

　嬉しそうな微笑みを見てから、『しまった』と思い、つけ足す。

「私がそう感じたってだけだから、わかりませんけど」

　今、言った言葉は、湊さんを褒めたものだから、『しまった』なんて思う必要はないし、弁解する必要だってなかったのに……と、自己嫌悪する。

　たまに素直な言葉を言える時があるけど、それに気づいた途端、気まずさを覚えてすぐにそのセリフを取り消してしまう。今みたいに。

　そういうのを直そうと思っているけれど……二十年間で身についてしまったクセは、なかなか抜けてくれない。

　余計なひと言で、今度こそ嫌な思いをさせてしまっただろうか。

　恐る恐る表情を窺うかがうと、それに気づいた湊さんがニコリと微笑んだ。

「これも、俺がそう感じただけだから、わからないけど」

　そこで一度言葉を切った湊さんが、ゆっくりと言う。

「紗希ちゃんは、自分で言うほど性格悪くも生意気でもないよ。それに、女の子は生意気なくらいが可愛いと思う。いつも素直じゃない子が、自分にだけ心を開いてくれたら嬉しいし、素直になれなくて意地張ってる姿も可愛いし。まぁ、ただの俺の好みだけど」

　穏やかな瞳が、私をまっすぐに見つめる。

　お酒を飲んでいないのに、湊さんがあまりに色っぽい眼差しで見つめてくるせいで、なんだか頭がクラクラしてきた。

「俺の好みとかの話の前に紗希ちゃんは可愛いし、もう少し警戒心を持ったほうがいいよ。こんなふうに、ほいほい男についてくると、すぐに手をつけられちゃうから」

　さっきまでの明るい笑みとは違い、妖美に色を変えた瞳が私を捕らえる。身を乗り出し、距離を縮めた湊さんが手を伸ばす。

「俺みたいな男に」

　テーブルの上。カップを持っていた手に、湊さんの手が触れたのとどちらが早かっただろう。耳に毒なほど色気を含んだ声に言われ、胸がわずかに跳ねた。

　手の甲に触れた指先が、なぞるようにゆっくりとそこを這はうから、くすぐったさを感じた。

　私よりも大きくて厚みのある手。出会って間もない人にこんなふうに触れられているのに、不思議と不快感はなかった。

　湊さんが作る雰囲気に呑のまれてしまったからかもしれない。スルッと手首の辺りまで撫でられて、ビクッと肩が震ふるえた。

　じっと見つめている先で、湊さんが微笑みを浮かべながら言う。

「紗希ちゃん。このあとの予定は？　もしも、ないなら……俺にさらわれてくれない？」

「……ずいぶん、物騒な誘いですね」

　それだけ返すのがやっとだった。いつもだったら、いくらでも出てくる憎まれ口も拒絶の言葉も出てこない。

　迷う必要なんてないはずだ。ハッキリ言われたわけじゃないけど、状況からして、そういうことへの誘いなんだろうし。初対面の人とそんなこと、できない。

　なのに……きっぱりと断れずにいると。

「失礼します」

　いつの間にいたのか、店員さんが言った。

　テーブルの横で軽く頭を下げた店員さんは、風船ほどのサイズの花束を湊さんに渡す。その様子を、なんだろうと見ていると、店員さんはすぐに下がり……そして。

「急だったから、花くらいしか用意できなかったけど」

　テーブルの上から花束を渡される。まさか私にだとは思っていなかっただけに、パチパチと瞬きをしてから、戸と惑まどい、固まってしまった。

　だって、渡される理由が思いつかない。

　大きすぎないサイズの花束は、白と淡いピンクのバラを中心にまとめられている。花を包むのは、白いレースと透明なセロハン。そのまま花嫁がブーケトスできてしまいそうなほどキレイだった。キレイ……だけど。

「あの……これは？」

　どういう理由で渡されたのかがわからずに聞くと、湊さんが頬を緩める。

「今日、誕生日なんだろ？」

「え……」と声を漏らしたまま、数秒間、キョトンとしてしまった。

　今日は何日だったっけ？と考えて、少ししてからようやく七月十八日だと気づく。確かに、私の二十一回目の誕生日だった。

　……すっかり忘れていた。ここのところ疲れ切っていて、今日がなんの日かなんて、気にもとめていなかった。

「落とし物のポーチの中身を覗いた時、保険証を見て知って。紗希ちゃん、ピンクと白が合いそうだと思ったから、その二色でまとめてもらったんだ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま顔を上げると、湊さんが柔らかく目を細める。

「おめでとう、紗希ちゃん。できるなら、このあとも俺に誕生日を祝わせてほしいんだけど」

　シンデレラストーリーなんて、あるわけがない。そう思ってたのに……じわじわと温かい嬉しさが広がっていく胸に、案外、自分は単純なんだなと思い知る。

　弱り切っていたところに差し出された蜜が、こんなにも私を惑わせるものだなんて思いもしなかった。誕生日をおめでとうって祝ってもらえることが……こんなにも嬉しいものだなんて知らなかった。

　花束をもらったのも、目を合わせて『おめでとう』なんて言われたのも、初めてだった。唯一、親が用意してくれていたケーキも、小学校に上がった頃からなくなった。それからは誕生日だからって、特別な時間を過ごすことはなかった。

　だから、こんなふうにプレゼントを手渡しでもらうのなんて、初めてで……。

〝私のため〟が、こもっている花束に、冷え切っていた胸の奥から温かさが溢れだし、嬉しさに溺れそうだった。満たされ、震わされた心から、温もりが全身に染しみ渡る。

　目を伏せ、小さな声で「ありがとうございます……」と呟いた私に、湊さんは「そろそろ出ようか」と言って微笑んだ。










御曹司と、約束のキス




　流されるっていうのは、こういうことを言うんだなと思い知った、二十一歳の誕生日の翌日。見覚えのない濃紺色のカーテンを眺めながら、寝起きの頭でぼんやりと昔のことを思い返していた。

　もとから、貞操観念が強いわけではなかった。『本当に好きか？』っていう問いには答えられなかった元カレ相手でも、あまり抵抗はなかったし、付き合っているんだから当たり前みたいな意識があった。

　触れられること自体は好きではないから、多少のためらいや違和感を抱きながらも、身体を重ねる行為に夢を見ていたわけでもない。だから、初めて最後までした時の感想は『こんなものか』だった。

　とはいえ、出会ったばかりの人と平気でそんなことができてしまうタイプでもない。むしろ、付き合ってもいないのに身体を重ねる理由がわからないし、そんな関係を築くことは、不潔だとすら思っていた。

　にもかかわらず、出会ったばかりの湊さんの誘いに乗ったのは……舞い上がってしまって、というのが大きな理由だと思う。誕生日をあんなふうにお祝いしてもらって、たまらなく嬉しくなって、それで。

　湊さんの雰囲気に流された、というのもあるだろう。彼の作る穏やかで優しい雰囲気は、私にとってなんだか心地いいものだったから。

　湊さんから感じる包容力は、まるで私全部を受け入れてくれるようで、一緒にいて安心できる。私がうっかり漏らしてしまう憎まれ口も、冗談として笑顔で流してくれるから、そういう部分にも救われた。

　温和な表情も柔らかい話し方も好感が持てたし、それは今まで誰にも感じたことのないものだった。最初は、少し怖いと思っていた湊さんの洞察力のよさも、いつの間にか気にならなくなっていた。

「おはよう」

　カーテンをぼんやりと眺めていると、そんな声がかけられる。

　五メートルほど先にあるカーテンに合わせていた焦点を、もっと近くに合わせると、いつの間に起きたのか、微笑んだ湊さんが私に手を伸ばすところだった。

　くしゃりと髪を撫でられて、思わず目をつぶる。

　わずかに掠かすれて聞こえる声に色っぽさを感じる。昨日から思っていたけれど、この人の声は耳に心地いい。

　まだどこか夢心地なのか、湊さんの細められた瞳に胸が静かに鳴った。

「今、何時ですか？」

「んー、まだ五時ちょっと。紗希ちゃん、早起きだね。昨日、寝たの遅いのに」

　最後の言葉を言いながら、湊さんが含みのある笑みを浮かべる。確かに、寝たのは遅かった。昨日……というよりも、今日に入り込んでいた気がする。

　イタリアンを出たのが二十一時前。このホテルに着いたのが、二十一時半。それから、ルームサービスでお酒を少し頼んで、そのままいつの間にかベッドになだれ込んでしまったから、正確な時間はわからないものの……ずいぶん濃厚な時間を過ごした気がする。

　元カレとの経験で、『まぁ、こんなものか』なんて悟った気分でいた自分が恥ずかしい。

　昨日の夜、湊さんは唇で、指先で、優しく私に触れた。そこから広がる甘い感覚は今までに経験したことのないもので、記憶の中の行為とあまりに違っていた。

　だから、混乱して途中でストップをかけたのに、湊さんは行為をやめずに色気たっぷりに口の端を上げるだけだった。

　与えられる感覚に戸惑うことしかできなかった自分が、恥ずかしい。湊さんの目にどう映っていたんだろうとは、考えたくもなかった。

「よく眠れなかった？」

　ベッドの上。ふたりして横になったまま向かい合っての会話は、昨日あんなことをしていても恥ずかしさを感じた。

　今までの人とは、そんなことなかったのに……と不思議になる。湊さんにどう思われているのか、今どこを見られているのか、気になってしまう。……いたたまれない。

　クッションみたいに高さも弾力もある枕を背中にして軽く身体を起こすと、湊さんも同じようにする。

　視界に入ってきてしまう肩や胸板が、目に毒なくらい色っぽく見えた。

「いえ。そういうわけじゃないんですけど……最近、どこで寝ても眠りが浅くて」

　ボソボソと答えながら視線を合わせると、それに気づいた湊さんがニコリと微笑むから。あまりに柔らかい瞳の色に、すぐさま目を逸らした。

　こんなの、一夜限りの軽い関係のはずなのに、それだけじゃない想いが瞳に浮かんでいる気がして、顔にじわっと熱がこもるのを感じた。

「身体、大丈夫？　つらくない？」

　それなのに湊さんがそんなことを言うから、余計に熱は上がる一方で。きっと顔が赤くなっているだろうから、それを隠すようにうつむいた。

「大丈夫です。それより私、今日仕事なのでもう帰ります。一度戻って準備してから行かないといけないですし」

　考えてみればシャワーも浴びていない。本当に……なんていうか、あっという間に押し倒されてしまって、シャワーなんて言いだす隙すきはなかった。

　相当慣れているんだろうな、と思ってから、また昨日の情事に考えが行きつこうとしていることに気づき、頭を切り替える。

　昨日は、舞い上がってついつい誘われるまま、湊さんに気持ちを放り出してしまったけれど……それももうおしまいだ。現実を考えないと。

「あ、それと、お礼の件ですけど」

　昨日のイタリアンは、結局、湊さんが強引に会計してしまって、私に支払わせてくれなかった。

『紗希ちゃんの時間をもらったから』なんて言葉に甘えるわけにはいかない。

「後日になりますが、きちんとさせてくださ――」

「『一度戻って』って、ビジネスホテルに？」

「……え？」

　急にそんなことを言われて湊さんを見ると、視線がぶつかった。

「昨日、スマホを拾った時。紗希ちゃんからかかってくるより前に、着信があったんだ。俺はこのスマホの持ち主じゃないって相手に言っても、『じゃあ伝えてよ』って、一方的に話されて切られちゃったんだけど……清せい四し郎ろうさんっていうおじいさん」

『清四郎さん』という名前に、すべてを悟って「ああ……」と、力ない笑みがこぼれた。

「えっと……ちなみに内容はなんでした？」

「ちゃんとご飯食べてるかっていうことと、代わりに住める部屋を今探してるからってことだったかな。あと、ビジネスホテルなんて危ないところに泊まってて大丈夫なのかって、ものすごく心配してたみたいだけど……紗希ちゃんのおじいちゃん？」

「違います。借りている……じゃなくて、借りようとしていたアパートの大家さんなんです」

　二年前、就職して四ヶ月が経ったところで始めたひとり暮らし。運よく新築で入れたワンルームは即決だった。でも、次第に家賃に負担を感じ始めてしまって。二年が経って契約更新するかどうかを悩んだ末、しないことに決めた。

　新しく住む部屋を探し始めたのが先月。そして、何軒目かの見学で、気に入った部屋を見つけた。それが、清四郎さんの管理するアパートだ。

「『借りようとしていた』ってことは、実際には借りられなかったの？」

「はい。契約までしたんですけど……二重契約っていうか、そんな感じで」

　契約書を交わし、清四郎さんの案内で部屋の中を見ていた時、突然訪問者が現れた。私とそう歳の変わらなそうな男の人に、清四郎さんは見覚えがあるらしく、すぐに駆け寄っていき……そして、すぐに口論になった。

　どうやらその人は、この部屋を契約するつもりだったらしい。でも、ほかの部屋も見てから決めたいから、とりあえずこの部屋を押さえておいてほしいと言ったとかで。

　清四郎さんは、『それはできない』と、その時断ったって話なのに、『そんな話聞いてない』と言い張る男の人との口論は終わりを見せず……あまりの熱の入りように殴なぐり合いになるんじゃないかとハラハラした。

　清四郎さんがまた、お歳に似合わず強気にガンガン行くものだから余計に。

　正直、私も、あと数日で今まで住んでいたアパートから出なければならない状態だったから、譲るわけにはいかなかった。それに、清四郎さんが仮契約を断ったのなら、住む権利は、きちんと契約を交わしている私にあるはずだし。

　だけど……清四郎さんに強く怒鳴っている男の人を見ていたら、もしもここで部屋を渡さなかったら、この人はこの先、清四郎さんに何か危害を加えるんじゃないかって心配になってしまった。

　清四郎さん、いくら気が強いといっても、身体は老体だし。こんな、私でもどうにでもできそうなおじいちゃんと成人男性じゃ、話にならない。

　つい先日も、逆恨みからの暴力事件がニュースになったばかりなだけに、いろいろ心配になってしまい、私から引き下がった……というわけだ。

　ざっくりと説明すると、湊さんはじっと私を見つめたあと、瞳を細めた。

「優しいね。紗希ちゃんは」

「違います。ただ、何かあった時、罪悪感みたいなものを持つのも面倒ですし、いわくつきになった部屋に住む気も起きなかっただけです」

　ため息を落としながら言う。別に優しいわけじゃなくて、これ以上、面倒が起きないようにしたかっただけだ。

「だから、清四郎さんが部屋探しをしてくれてるの？」

「はい。いいって言ったんですけど……責任を感じてるみたいで、聞いてくれなくて。前のアパートの契約はもう切れちゃうから、家具とか置く場所もなくて……困ってたら、自分のところに置いておいていいとまで言ってくれて」

　あのアパートの契約がなくなった以上、私と清四郎さんにはなんの関係性もない。なのに、心配だからと引かない清四郎さんには戸惑ってしまったけれど……当面の荷物置き場を提供してくれたのは、正直助かった。

　次の部屋が決まるまでホテル生活をするにしたって、家具は持ち歩けないから。

「ずいぶん親切だね」と感心したように言う湊さんに頷く。

「昨日はお休みをもらって、前のアパートの荷物を清四郎さんの家に運んでたんです。それから、私も部屋を探すために不動産屋を巡ってたら、いつの間にかスマホを落とすしで……最悪でした」

　ため息をつきながら言うと、湊さんは「ああ、それでか」と納得したように少し笑う。

「会った時、紗希ちゃん疲れた顔してたから」

「ああ……すみません」

　正直、誰でも疲れ果てると思う。新しい部屋すら見つからないのに、今までの部屋を出なくちゃいけないんだから、パニックにならなかっただけ褒めてほしい。

　住む場所も探さなきゃいけないし、探している間も、ホテル代やら何やらで刻一刻とお金は減っていくわけだし。

　昨日だって、荷物を運ぶのを業者に頼んだからお金がかかった。これからアパートが見つかるまでのホテル代を考えると、頭が痛い。洗濯機は清四郎さんの家に預けたから、コインランドリーのお金だってかかってくるし。

「清四郎さんだっけ？　持ってるアパートはひとつだけなの？」

「いえ。いくつかあるらしいです。でも、私が希望する場所にはないらしくて」

「ああ、駅までの距離とかか。通勤時間は毎日のことだから、譲れないしね」

「はい。だから清四郎さん、知り合いの大家さんとかにもあたってくれてて……」

　そこまで言って黙ると、湊さんが「どうかした？」と声をかける。

「……いえ。ありがたい話だなぁとは思うんです。でも、荷物を置かせてもらってるだけでも助かってるのに、部屋探しまでしてもらって申し訳ないなって」

　それをしたからって、清四郎さんには一円も入らないのに。

　私と清四郎さんがこんな思いをしているのに、あの男がノウノウとあの部屋に住んでいるのかと思うと、奥歯がギリギリと鳴る。あの男が清四郎さんと口論になっていた時、『そんな必死にならなくても』と薄笑いしながら嫌味を言ってやったけど、もっと言ってやればよかった。

　トン、と眉間に軽く触れられ、視線を上げると、ふっと笑った湊さんが人差し指を当てていた。「シワが寄ってる」なんて言うから、その手を払う。

「シワも寄りますよ。最悪、実家に戻らなきゃいけないですし。気が重くて仕方ないんですから」

　実家までは、電車で六駅。通勤に不便なほどの距離じゃない。それでも憂ゆう鬱うつで、自然とため息が落ちていた。

「実家に戻るの？」

「もう、現実を考えるとその選択肢しか残ってないですから」

　自立したくてせっかく始めたひとり暮らしだから、戻りたいとは思わないけれど、ほかに道がないのだから仕方ない。

　もともと、こんな状況になってまで、もがくような性格ではない。諦めが早いというか、現実的に考えて無理だなと判断すればすっと引く。冷めていると言われれば、その通りだろう。

　だから、そういう私の性格からすれば、もっと早くに実家に戻っていてもよかった。でも、そうしなかったのは……ホテル代を払ってまで、その道を選ばなかったのは。

　実家の中に流れる冷え切った空気を思い出し、そこに入るのをためらったからだ。

　家を出るまでは、あれが当たり前だったのに、二年離れただけでそんなふうに思ってしまうのだから不思議だ。自分の家なのに……あそこにはいい思い出がない。

「家に戻るのが、不安なの？」

　隣を見ると、じっと見つめる瞳があって……目を逸らしてから「そうじゃないですけど」とボソッと答える。

「実家にいるのは両親だけ？」

「はい。ひとりっ子なので」

「じゃあ、過保護だから帰りたくないんだろ。紗希ちゃん可愛いから親とかすげー心配しそう」

　笑う湊さんに、首を振る。

「いえ。むしろその逆ですね。無関心っていうか……父も母も仕事が一番の人なので、そればかりだったんです。小さい頃から、私に興味はなさそうでしたし」

　小さい頃は、両親に何か話しかけようとしたこともあったけれど、耳を傾けようとしないふたりの態度に、いつからかそんな気はなくなっていた。そして、話しかけるよりも、ただ黙って静かにしていたほうが、両親が喜ぶことに気づいた。

「私も素直な気持ちを言葉にするのって苦手だったから。何か伝えようとしても、すぐに言葉が出てこなくて。私が声にする前に背中を向けられちゃうような、そんな感じでした」

　そう答えてから、同情を誘うような言い方だったかもしれないと思い、湊さんを見た。

「あ、それが嫌だったとかじゃないんです。私自身、干渉されるのとか苦手ですし。寂しいとか思ったのだって、小学校の頃までですし」

　中学も高校も上位の成績をキープして帰宅時間さえ守っていれば、両親は何も言わなかった。それは、楽って言えば、楽だった。

　学校でのことなんて、いちいち聞かれたって面倒臭いから。でも……成績表でしか私を見ようとしない両親に、私っていう存在がどんどん消されていくような感覚に陥った。

　ひとりぼっちでのご飯や、常に流れている冷たい雰囲気。事務的な会話。私が他人との付き合いが苦手なのは、そういう家庭環境も原因のひとつ……そう思い始めたのは、高校生の時の彼と付き合いだした頃だ。

　私の中身まで好きだって言ってくれた彼に、何か温かいものが胸の中に広がって、あれっ？と思ったのがきっかけだった。認められた気がして嬉しくて、そういえば誰かに認めてもらったのなんて、初めてだって思って……それで。

　両親に温かさやほかの何かを求めてはいないし、認めてほしいと望んでいたわけでもない。

　でも……彼に、私全部を受け入れられた時に湧き上がった感情が忘れられなくて。このままじゃ嫌だと思った。あんなふうに温かいものをもらったら、それをちゃんと返せるようになりたいと思った。

　だから、家を出ることにした。少しでも何かを変えたかったから。

「両親に不満はないんです。ただ……家にはない、違う感情を見つけたかっただけで」

「……それは、見つかった？」と静かに聞く湊さんに、目を伏せてわずかに微笑む。

「どうですかね。でも……まだ、優しい嘘のひとつもつけません」

　トゲトゲした気持ちはすぐに声になるのに、それ以外の気持ちは言葉にできない。だったらせめて、人を傷つけないための嘘くらい……と思うのに。それもできない。

　高校の頃の彼に、今また同じことを聞かれても、私は〝好き〟とは言えない。

「もしも、〝優しい嘘〟なんてものが本当にあったら」

　呟くようにそう言った湊さんを見ると、目を伏せ、寂しそうな笑みを浮かべた横顔が映った。

「そんな残ざん酷こくなものはないと思うけどね」

　湊さんはゆっくり私に視線を移すと、それまでの凍りついたような笑みを和らげる。

「高校の頃の彼が望んでいたのは、紗希ちゃんの嘘の言葉じゃない。紗希ちゃんの気持ちだろ。そんな彼に、本当に上辺だけの言葉で応えられると思ってるなら、それは彼にとって侮辱になるよ」

　優しく、諭さとすような声色に、思わず目を見開く。

「大丈夫。想いを返せなかったことを、そんなに悔やむ必要はないから。紗希ちゃんもそのうち、彼の気持ちがわかるよ。紗希ちゃんはちゃんと誰かを想うあったかい心を持ってるから。いつかわかる」

　中身まで好きだって言ってもらえて嬉しかった。だから、私も同じ言葉を返したかったのに……好きって気持ちが私の中にはなくて、あの時、愕がく然ぜんとした。特別な感情を抱けない自分に。

　私は、この先、恋愛感情を抱くことなんてできるんだろうか。

　自問自答するごとに静かに冷めていった心に、湊さんの言葉と眼差しが染み込むように沈んでいく。落ちた底からわずかに温かくなっているように感じ、その微かすかな熱にキュッと唇を噛んだ。

「……すみません。昨日から話しすぎですね」

　それまでの話を切るために、そう言い、目を伏せる。

　普段、誰かにこんな話をすることなんてまずない。友達相手でも家族相手でもなかっただけに、ペラペラと話してしまった自分が今になっておかしくなってくる。

　とりあえず、実家に電話だけはしておかないと……そんなふうに考え、憂鬱になっていると、黙っていた湊さんが真面目な顔で「さっきの、実家に戻るとかいう話だけど。ひとつ選択肢を増やしてもいい？」と聞いてきた。

「選択肢って……でも、もうひと通り考えましたし」

　諦めている私に、湊さんはニコリと微笑んだ。

「俺の家に来るっていうのはどう？」

　どういうことかわからず、「……え？」と、思わず声を漏らすと、笑顔のままで言われる。

「部屋ならあまってるし、不便なことはないと思うよ。もしも何か足りない物があったら、すぐに用意するし」

「『あまってる』って……」

「朝と夜は食事が出るし、昼が必要なら弁当でもなんでも用意させるから。紗希ちゃんの職場ってここから何駅くらい？」

　会話についていけないまま、「三駅です……」と答えると、「なら、俺の家からもそんなに離れてない」と、ニコッと目を細められる。

「俺の家はここからひと駅だから。もちろん、必要なら職場までは車で送り迎えするし……ほかは何かあるかな。ああ、清四郎さんの家やホテルから、俺の家に荷物を運ぶのも任せてくれればいいし」

『任せてくれればいい』って言われても、素直に頷けるわけがない。ポンポンと提示される好条件に、頭がついていかない。

　声も出せずに顔をしかめたままの私を見て勘違いしたのか、湊さんは安心させるような笑顔を浮かべる。

「ああ、もちろん、家賃だとか食費を取るつもりはないし、紗希ちゃんにとってマイナスになるようなことはないと思うけど……気に入らない？」

　眉間のシワを戻せない私を、湊さんが不安そうに見つめる。

「そうじゃなくて……あの、湊さんって、何者なんですか？」

　挙げられた条件は、どう考えても普通じゃない。

　家賃も食費もいらないとか、『用意させるから』って言い回しもおかしい。

　もしかしたら、すごいお金持ちということだろうか、と考えてからハッとする。そういえば、このホテルも高そうだったことを思い出して。

　てっきり、ラブホテルに行くんだと思っていたのに、湊さんが『ここでいい？』と示してきたのは、高そうなホテルだった。

　ガラスの向こうに見えた、広すぎるエントランスには噴水まであったし、一面に張り巡らされたベージュ色のタイルはピカピカで、その上を這う濃紺色のカーペットだって上品だった。

　どう見ても予約もしないで泊まるなんて、できそうもない立派な外観。こんなホテルの宿泊費なんて払えないと抵抗したけれど、『いいから』と強引に連れ込まれてしまった。

　考えてみれば昨日のイタリアンだって、知らないうちに湊さんが頼んでいたルームサービスだって、どれも高そうだったし、もしかして本当にお金持ちなんじゃ……。

　そう思いながら見つめる先で、湊さんが「何者って、別に普通だよ」と明るく言う。

「〝イチノセ〟って聞いたことある？　ホテル経営だとか不動産業……あと出版も最近手を出したりしてるんだけど」

「あ、はい。大きな会社ですよね」

　イチノセ株式会社っていったら、私でも知っているような一流企業だ。確か不動産業が中心ではあるものの、湊さんの言ったようにホテル経営しているっていうのも聞いたことがあるし、確か金融関係でも名前を見た気がする。

　最近ではＣＭでも見るようになったから覚えていたんだけど……会社名を出したってことは、湊さんはそこの社員ってことなんだろうか。

「そこに勤めているんですか？」と聞くと、湊さんが視線を宙に泳がせ「んー、まぁ、そうかな」となんだか曖昧な返事をしてから私を見た。

「そこの社長が俺の父親で、俺は副社長って肩書きはあるけど……ただの社長見習いってとこ」

　なんでもないような顔でさらっと言われた重大発言。

　理解できずにパチパチと瞬きしている間に、湊さんが続ける。

「去年までは子会社で働いてたんだ。金融関係の部署で、一般社員として。でも、今年になって父親に呼ばれて本部に来て、今はいろいろ経営の勉強をしてるとこ。父親も六十過ぎたし、あと数年の間に全部引き継がせるつもりなんだろうけど……それにしても気の早い話だとは思うよ」

　ため息をひとつついた湊さんが「俺、金融業務、結構気に入ってたのに」と、やれやれといった様子で笑う。

　それを聞いて『私も金融関係の仕事してるんです』なんてことを頭のどこかで思ったものの、言葉にはならなかった。

　親が社長だとか、副社長だとか、数年のうちに引き継ぐだとか……すぐに『そうなんですか』とは受け止められないワードが多すぎて、それを処理するのにいっぱいいっぱいだった。

「父親は今は、軽井沢に新しく建設中のホテルの立ち上げとかで、しばらくはそっちに泊まるみたいだし、家には使用人と俺と、あとひとりしか住んでない。だから、紗希ちゃんも気を遣わないで過ごせると思う」

　お母さんはいないのかな……と疑問に思ったけれど、ツッコんで聞くのは失礼な気がして、言葉に出すのはやめる。

「あとひとりって……？」

　使用人って単語に引っかかりを覚えつつも、そっちの疑問を口にすると、湊さんが明るい表情で教えてくれる。

「ああ、昨日紗希ちゃんに会った時、一緒にいたヤツ覚えてる？　藤っていう」

　名前を出されて、そういえば、と思い出し頷いた。じーっと見てきた一ひと重えの切れ長の瞳は印象的だったから、よく覚えている。

「あいつ、俺の付き人なんだよ。付き人として一緒にいるのは父親に本部に呼ばれた時からだけど、中学の後輩で、その頃から家族ぐるみの付き合いをしてるんだ。だから気心が知れてるし、楽だからいいんだけどね。ただ、仕事のサポート役だって話だったのに、プライベートまで首突つっ込んでくるから困る」

　うっとうしそうに説明する湊さんに、ああ、だからじろじろ見られたのか……と思う。湊さんに近づこうとしてると思われたんだろう。まぁ……結果的に今こうなっていることを考えると、文句も言えない。

「つかみどころがないけど、悪いヤツじゃないから。もちろん、襲うようなヤツでもないから、そういう心配もいらないし。紗希ちゃんも気を遣わなくていいよ。ホテル代わり、くらいに思ってくれればいいし」

　いっぱいいっぱいなのに、湊さんがどんどん新しい情報を言ってくるから、頭が追いつかない。

　普段、取り乱したりはしないし、冷静すぎると言われるほうだけど……正直、脳内はちょっとしたパニック状態だった。

　つまり、湊さんはイチノセの若社長だとか御曹司っていう立場で、付き人までいて、お父さんが社長で……家は使用人さんを雇うくらいに大きいから、私が泊まっても問題ないと、そういうことだろうか。

　そして、お世話になっている間、家賃も食費も入れなくていい……と、そこまで考えて、そんなのおかしい、と小さく首を振った。

　アパート騒動の時にも、こんなことが本当に起こるものなのかって夢かと疑ったけれど、今の湊さんの話も逆の意味でおかしい。私にとって都合がよすぎる。

　タダほど怖いものはないとはよく言ったもので、湊さんの提案に危なささえ覚え始めていた時、彼が私の髪に触れた。

　顔にかかっている髪を撫で上げるようにされて、片目をつぶる。温かくて優しい手がそのまま頬に触れるから目を開けると、不安そうな瞳と目が合った。

「俺の家じゃ、嫌？」

　何もそんな顔をしなくても……と思う。

　私がここで頷かなくたって、湊さんにはなんの問題もないはずだ。それなのに寂しそうな声で聞かれてしまい、なぜだか罪悪感みたいなものが生まれる。居心地が悪くなって、クッション代わりにしていた枕から上半身を起こした。

　膝ひざを立て、布ふ団とんを胸の場所でつかみながら、もごもごと口を動かす。

　不安そうな顔とか真面目な想いをぶつけられると、適当に流すことなんてできなくて困る。両親に背中を向けられたことが頭にあるせいで、『そうしちゃダメだ』と思うと……かわせない。

「嫌だとかそういう話じゃなくて……だって、おかしいじゃないですか。確かに今の自分を客観的に見たら結構悲惨な状況ですけど、それにしたって会って間もない私を家に泊めるなんて……。私が頼み込んだならまだしも、自ら招き入れるなんて警戒心がなさすぎます」

　私の人間性なんて昨日今日だけじゃわからない。もしかしたら泥棒を働く可能性だってある。

　なのにそんな提案をポンポンしてくる軽率さに釘を刺すと、それを聞いた湊さんはキョトンとしたあと、おかしそうに「ハハッ」と笑った。

　それから、私と同じように身体を起こす。腹筋の辺りまで露あらわになった裸の上半身とギシッと軋きしんだベッドに胸が跳ねるから、すぐにそこから視線を外した。

「……笑えるような話はしてませんけど」

「だって、紗希ちゃんだって全然警戒心とかなくて心配なくらいなのに、その紗希ちゃんに言われちゃったから」

　ムッとして「私は別に――」と言いかけたところを、湊さんに遮さえぎられる。

「初めて会ったその日に持ち帰られちゃうなんて、警戒心の欠かけ片らもないと思うけど？　俺が悪い男でこのまま監禁することだってあり得るのに」

　口元には笑みが浮かんでいたけれど、真面目な瞳で言われ、返す言葉が見つからない。

「いろいろあって大変だったみたいだし、投げやりになるのはわかるよ。でも、いろんな男がいるし、その中には趣向がおかしなヤツだっている。紗希ちゃんを見て、危ないことを考えたって何も不思議じゃない」

　そこで一度言葉を区切った湊さんが表情を和らげるから、胸の奥のほうがキュッと何かにつかまれたように苦しくなった。

「危ないから、もうこういうことはしないでほしい。じゃないと、心配で仕方ない」

　優しい眼差しと真剣な声をかけられ、目を伏せる。

　確かに会ったその日に……なんて、誰が見たって軽率な行動にしか映らないだろう。

「まぁ、ホテルに連れ込んだ俺が言うのもおかしな話だけどね」

「それは、本当にそう思います」

　半分は、湊さんのせいだ。

　素直に頷くと、「厳しいな」と片眉を下げておかしそうに言われた。

「でも、そんなわけだから。俺のために、俺のそばにいてくれない？」

　警戒心って話をしたばかりなのに……。まだそんなことを言うのかと呆れながら「慈善活動が趣味なんですか？」と聞くと「まさか」と返された。

　だけど、それ以外にこんな提案や心配をしてくる意味がわからない。お金持ちの道楽なのだろうか。

　しばらく混乱していると、湊さんの指が顎あごに触れ、私の顔を上向かせた。

「よく捨て猫を拾ってきて怒られてたけど」

「捨て猫……」

　家がない以上、否定できずに黙ると、湊さんが口の端を上げる。

「まぁ、そんなふうにいくら身がまえて考えたところで、紗希ちゃんに拒否権なんてないんだけどね」

　悪くも見える笑みに戸惑うと、湊さんが言う。

「昨日、俺は『さらわれてくれない？』って言ったんだし、紗希ちゃんがそれに頷いた時点で主導権は俺にあるから。まさか、約束したことを今さらなかったことになんてしないだろ？」

　そんなの、言葉のアヤみたいなもので、そこに言葉通りの意味があるなんて考えてもいなかった。湊さんだって、あの時はまだ私の事情を詳しくは知らなかったんだし、そういうつもりで言ったわけじゃないはずだ。

　なのに、挑発までされてしまい……バカバカしくなって、思わず笑みがこぼれた。

　私が湊さんの家にお世話になったところで、湊さんにプラスになることなんて何ひとつないのに、なんでこんなに食い下がってくるんだろうって。

「さっき言ってた〝趣向がおかしい男〟って、湊さんのことだったんですか？」

「んー、紗希ちゃんがそう思うなら、そうかもね」

「私が、悪い女だったらどうするんですか？」

「それはそれで興奮するけど……紗希ちゃんは、そんな子じゃないよ」

　出会って二日目でよくそんなふうに断言できるなとは思ったものの、気が抜けてしまって突っかかる気にもならなかった。実際、悪事を働く気もない。

「さっき湊さんが言ってたこと……私に都合のいい条件ばかりですけど、本当にいいんですか？　家に泊める代わりに、私に何かしてほしいとか、そういう条件みたいなのはありますか？」

　家賃だとか食費に関しては、落ち着いたらきちんと支払うとしても、ほかの条件だって私に譲りすぎている。

　だから、交換条件というか、湊さんにとってのメリットがあってもいい気がして確認すると、湊さんは「んー……そうだな」と視線を宙に向け……それから、私を見て瞳を細めた。

「じゃあ、昨日言ってた『恋愛はもういい』って言葉、取り消してよ」

「え？」

「これから、口説いていい？」

　浮かんでいた微笑みに、色気が混ざる。

　どこまでも柔らかく優しい声色と口調に、胸の奥でトクンと音が鳴った気がした。

　ポカンとしたまま固まった私に、湊さんが「俺と恋愛してくれない？」と聞く。

　もう、ここまで目まぐるしくいろんなことが起きたら、そうそう驚くことはないだろうと思っていたのに。

　またしても言葉を失った私を、湊さんが弧を描いた瞳でじっと見つめる。

　なんだか落ち着かない。普段、わりと何を言われても聞き流せるのに、湊さんの言葉だけは……耳に甘く残り、響いてしまう。

　ペースを乱されている自分に気づき、ハッとしたあと……冷静に考え、やれやれと息をつく。何、真面目に受け止めているんだろうって。

「イチノセの次期社長が、そんな軽率な発言をしていいんですか？　素性も知らない私なんかを相手に」

「知ってるよ、森野紗希さん。保険証も免許証も見たし」

「そういうことじゃなくて」

「普段はドライだけど、真面目な態度でこられると適当にかわせない。傷つけたらどうしようって考えが先に立って、むげに扱えない……本当は優しい子だって知ってる」

　頬を緩めたまま、湊さんが続ける。

「最初は可愛い顔してるなって思っただけだった。でも話しているうちに、気の強いところや素直になれない部分を知って、放っておきたくなくなった。そばにいて甘やかしたいと思った」

　言葉通り甘さを含んだ眼差しで言われ、顔をしかめる。だって、こんな可愛くない性格を気に入ってるような言い方……すんなり信じられない。

　からかわれているのだと思い、「何が目的ですか？」と湊さんを見て、ため息をつくように言った。

「私で遊んだところで、楽しくないと思いますけど。『セフレにでもなってくれ』って話ならまだわかりますけど、そんなふうに言うなんて理解できません。からかってるなら、やめてください」

　湊さんが悪い人だとは思わないけれど、イチノセなんて会社名を出されてしまった以上〝付き合って〟っていう言葉を素直に受け入れることはできなかった。だって、あまりに有名な会社で立場が違いすぎるから。

　私は、そういうお金持ちの世界を知らないから想像するしかできない。でも、御曹司の湊さんと、住む場所すらない私が不釣り合いなのはよくわかっているし……さらっと挨あい拶さつでもするみたいに告げられた言葉が、本気だとは思えなかった。

　自分でもモテるって言っていた湊さんが、わざわざ私を選ぶ理由がないし、現実味がなさすぎる。

「からかってるつもりも、遊ぶつもりもないよ」

　わずかに、傷ついたように聞こえた声に、胸の奥がドキッと音をたてる。視線を向けると、細められた瞳さえも悲しそうに見えてしまい、思わず目を逸らした。

　これじゃあまるで、私が傷つけたみたいだ。

　でも、急にそんなことを言われたって、どうやって信じればいいのかわからない。恋愛感情がどんなものかも知らないんだから。ずっと、からかうような軽い口調だったくせに、なんで突然傷ついたような声なんか……。

　キュッと唇を噛みしめると同時に、胸が鳴く。初めて感じるそれに困惑して……湊さんに、悲しい顔をしてほしくなくて、何か言わなきゃと口を開いた。

「あの……こういうことしましたけど、私は別に責任を取ってもらいたいとは思ってないですし、気を遣ってもらわなくても……」

「そんなつもりはないよ。……ああ、でもそうか。ごめん。順番を間違えた。昨日、あのまま別れたらもう会えない気がしたから急いだけど、軽い気持ちだったわけじゃない」

「軽い気持ちじゃないって、でも……」

　湊さんのまっすぐな瞳に、まだ落ち着かない胸がまた小さく跳ねるから、困ってしまう。

　会って一日も経たないのにそんなことを言われても、と素直な感情を口にしようとして……やめる。なんとなく傷つけてしまう気がしたから。

　そのまま黙った私に、湊さんが笑みを浮かべて「俺のこと、信じられない？」と聞いてくる。

　わざとそんな顔をしているのかはわからないけれど、微笑んでいるのに悲しみが透けて見えるから、頷けずに目を伏せた。

　……調子が狂う。昨日からずっと、狂いっぱなしだ。

　黙ったままの私を、湊さんが「紗希ちゃん」と呼ぶ。ゆっくりと顔を上げると、湊さんの優しい瞳が私を見ていた。どうしよう、と思い、再びうつむこうとして……頬に触れてきた手に止められた。

「『恋愛はもういい』って言うくらいだし、好きなヤツはいないんだろ？」

　柔らかいままの眼差しに問われ、少ししてから頷いた。

「だったら、俺を試してみてよ。その間は、セフレでもなんでもいい。その中で、俺の気持ちが本気かどうか紗希ちゃんが見極めて」

　ズルいと思う。私が、まっすぐに想いを告げられると断れないって知っていながら、こんなことを言うんだから。

　なんで、私相手にそこまで言うのかわからない。でも、否定したら、湊さんはまた、その優しさが溢れる瞳に悲しみを浮かべるかもしれない。……それは、見たくない。

　彼の思惑通りに進んでいる気がしながらも、渋々口を開いた。

「試すなんて言い方は好きじゃありませんけど。……ちゃんと、考えるくらいなら」

　湊さんが本気かどうかは、正直わからない。結局、同居をうまく言いくるめられただけのような気もする。

　でも……高校の時の彼みたいに、この人を傷つけたくはないと思った。

「それでいいですか？」と、チラッと見上げながら聞くと。

「いいよ」

　短い返事が聞こえた。見ると、湊さんの顔が至近距離にまで近づいていて、驚く。

　ギシッと軋んだベッド。濃紺色のカーテンの隙間から覗く、朝の光。

　目の前にある、湊さんの妖美な微笑み……。

　息を呑んだ私にキスする直前、湊さんが言った。

「でも、その間は俺以外とこういうことするの禁止ね」

　耳から溶かされるんじゃないかってほど色気を含んだ声に、ゾクリとしたものが背中を這う。そのまま塞ふさがれた唇に、しばらくしてから私も目を閉じた。










恋愛コンプレックス




　湊さんの家にお世話になるといっても、いつまでもダラダラと居座らせてもらうつもりはなかった。だから、とりあえず部屋が決まるまでということを話すと、『部屋探しは任せてほしい』と湊さんに言われた。

　イチノセ株式会社はいろいろな部門を持つ会社だけれど、主な事業はホテル業と不動産業らしい。だから、希望条件を伝えれば、湊さんが会社を通して探してくれるということだった。

　何から何までお世話になってしまって申し訳ないとは思ったものの、仕事が終わったあとでの不動産屋巡りは正直つらいし、素直に甘えることにした。

　清四郎さんにも当面の住まいは確保できたと連絡すると、じゃあゆっくり部屋探しを続けるという返事が来て……どうせ遠慮したところで聞かないだろうと思い、引き続き探してもらうことにした。

　その時に、家具や家電を引き取る話をすると、清四郎さんが『今、必要ないなら、このままうちに置いとけばいい。邪魔にはならないから』と言ってくれた。なので、ご厚意に甘えて、そのまま置かせてもらっている。

　とりあえず、湊さんか清四郎さん、どちらかが新しい部屋を探してくれるまでは湊さんの家にお世話になることになったのだけど……一時的だし、住民票を移したりする必要はないだろうと判断した。

　アパート宛に届いた郵便物を、湊さんの家に転送してもらえるよう、郵便局で手続きだけしておけば問題ない。一いっ時ときのことだし、会社側にだってバレないはずだ。

　いや……はず、だった。




「森野って、今どこに住んでるの？」

　私の勤める地方銀行の支店には、預金、融資、営業、合わせて二十人ちょっとの行員がいる。私が担当しているのは、預金関係の事務仕事だ。

　入金や出金、両替、通帳の紛失届など、窓口係や営業がお客様から受けつけた業務の処理を行ったり、ＡＴＭ内の現金を調整したり、各種支払いの引き落としができなかった口座を確認し、必要なら顧客にその旨を伝えたり……。

　細かい作業ばかりで、新人の時こそ滅入ったりもしたけれど、今はそれなりにやりがいを感じて過ごしている。

「……え？」

「だから、今、どこに住んでるの？」

　営業店が閉まり、二時間が経った十七時。

　締めの作業も無事終わり、オフィスの奥にある給湯室で、昼間接客に使ったカップやコーヒーメーカーの器なんかを洗っていた時、急に話しかけられ、肩が跳ねた。

　見れば、石いし田ださんが入口横の壁に背中を預けている。手元の煙草たばこに火をつけようとしているところを見ると、ひと息つきに来たようだった。

　石田さんは、女性の営業代理だ。支店内での役職を、上から順に並べると、支店長、次長、代理、係長となる。

　そのどれを取っても、女性が就ついているというのは珍しい。

　入行して間もなかった頃、代理という役職名に戸惑っていたら、普通の会社でいうところの課長と同じようなものだと先輩が教えてくれた。

　三十代後半で代理になるのはかなり優秀らしい。実際に石田さんは仕事がデキて、性格が明るいから部下からも慕われている。

『まだ結婚しないんですかー』なんていう、完全なセクハラ発言も笑ってかわせるおおらかさは、すごいなぁといつも思う。

　ハッキリとものを言いすぎるところや、酒グセが悪くて、飲み会で騒ぎだすところがあるのは困りものだけど、それを差し引いても、〝優秀〟っていう評価は揺るがない。そんな人だ。

　石田さんは、黒髪ストレートの髪を左の耳下でひとつに結んでいて、いつもピシッとしている。顔立ちも整っていて、美人だ。

　石田さんがふーっと白い煙を吐きながら、空あいているほうの手で、換気扇の電源を入れる。

「どこに住んでるって……何がですか？」

　無駄かな、と思いながらも一応とぼけてみると、石田さんは煙草をくわえながらポケットからスマホを取り出す。そしてメールでもチェックしているのか、スマホの画面に視線を落としたまま言った。

「おじいちゃんのアパート、変な男が言いがかりつけてきて入れなかったって話、私が知らないとでも思った？」

「……情報が早いですね」

　二重契約騒動から、まだ一週間しか経っていないのに。

　あまりの早さに驚いていると、石田さんは「まぁね」と少し笑う。

「おじいちゃん、ひとり暮らしだし、週一でぶらっと様子見に行ってるから。昨日、顔出した時に話聞いて、びっくりした。私がいたら、そんな男追い払ってやったのに」

　石田さんは、清四郎さんの孫だ。二ヶ月ほど前、新しい部屋を探しているって話をポロッと石田さんにしたら、だったら……と紹介されたのが清四郎さんってわけだ。

「私でも追い払うくらいはできましたけど、あとから清四郎さんに何かされても嫌だなと思って」

「まぁ確かにね。警察に相談したところで、パトロールするくらいだし、そんなんじゃ安心はできないしね。でも、おじいちゃん怒ってたわよー。あんな男に貸すくらいなら、アパート取り壊してやるとか言ってたわ。酔ってたからっていうのもあるけど」

　なんでもないことみたいに真顔で言われ、清四郎さんも酒グセ悪いのか……と石田家の遺伝に感心する。

「取り壊すって……」

「これでその男が家賃延滞とかになったら、本当に追い出しそうな勢いだったわよ。そしたら、もちろん率先して手伝うけど。腕っぷしには自信があるのよねー」

「先月の柔道大会、優勝してましたもんね」と言うと、石田さんは私を見て「森野も少し鍛えたほうがいいんじゃない？」と首を傾かしげる。

「森野、私よりひとつかふたつ階級下でしょ。その辺りの層の薄さをどうにかしたいのよね」

「入りませんよ。体力がない以前に、人と戯たわむれるの嫌いなので」

　石田さんは、行内の柔道部に所属している。年に一度、県内の銀行が集まって開催される小さな大会があるのだけど、石田さんは確か今年で四連覇だとか言っていた気がする。

　もっとも、昔は盛んだった部活動も、今は誰も入部していなかったり、幽霊部員だらけだったりと、だいぶ減ってしまったらしい。参加する銀行数も減少してしまったし、大会自体ももうなくなるんじゃないかって話なのに……石田さんのやる気はまだ盛り下がっていないようだった。

「出た。現代っ子発言。うちの末っ子はまったく困ったもんよねぇ」

　ニヤニヤしながら言う石田さんに、苦笑いを浮かべながら、残っている洗い物に手を伸ばす。

「末っ子って……ただ、支店で一番下っ端ってだけじゃないですか。それに、こんなの普通です」

「森野は本当、期待を裏切らずドライだからねー。建前とかで近寄ってこられるよりは、すがすがしいけど」

　煙草の灰を灰皿の上にトントンと落としながら、石田さんが「だからね」と言う。

「男と部屋の取り合いになった時、森野がおじいちゃんに何かされたら……って考えて、部屋を譲ったって言うから驚いたわー」

　石田さんがふーっと息を吐くと、白い煙が宙に浮き、空気に馴な染じんでいく。その様子を眺めながら、「別に普通ですよ」と答えた。

「何かあって自分のせいみたいになるのが面倒なだけで。率先して庇かばいにいったわけじゃないですし」

「だとしても、そんなの関係ないって考える人だっていると思うから。心配してくれてありがとね」

　煙草を吸いながら、口の端を上げた石田さんを眺めてから、ふっと小さく笑った。

「石田さんって清四郎さんのこと、本当に大事にしてますよね」

　週一で顔出してる、なんて平気で言うけれど、結構な頻度だ。それに今のお礼だって。すると、石田さんは苦笑いを浮かべた。

「まぁ、私は身内だし。でも、森野はそうじゃないでしょ？」

　急に話を振られて、洗い物をしていた手を止めると、石田さんがニヤッとして言う。

「現代っ子なのに、知らないおじいさんの世話焼きに付き合ったりして。部屋探しなんて自分でしたほうが早いし、むしろ知らないおじいさんの探してきた部屋なんか気持ち悪い、とか突っぱねそうなのに」

「……私のイメージ、そんななんですか」

　あまりの言われようにボソッとツッコんでから、スプーンやソーサーを泡のついたスポンジで洗っていく。

「あれ、はずれ？」

　まさか、とでも言いたそうに聞かれ、洗い物を続けながら首をひねった。

「当たらずとも遠からず、ですけど。お年寄り相手に、さすがにそんなことしませんよ。それに……清四郎さんがいい人だってわかってますし。やっぱりどことなく似てますよね、石田さんに」

　最初、『え、部屋探してるの？　じゃあ、うちのおじいちゃん紹介するから』って言われた時には、大丈夫だって断った。

　だって、知り合いを通しちゃうと面倒そうだから。

　それなのに聞く耳を持たない石田さんは、翌日私を清四郎さんのところまで無理やり連れていき、『敷金と礼金まけてやってよ』とか、いろいろ面倒を見てくれた。

　だから、世話焼きなところが似てる……と思い言うと、石田さんは片眉を上げて笑みを浮かべた。からかう時の顔だ。

「あれ、殺し文句？　口説いてる？」

「あいにく、女性を口説く趣味はないので」

「へー。男を口説く趣味ならあるんだ」

　パッと明るい表情になった石田さんに、「揚げ足取らないでくださいよ」と呆れながら言う。それから、最後のひとつになったカップを洗い、水切りカゴの上へと置いた。

「森野に口説かれたら、クラッときちゃう男も多いだろうにね」とケラケラと笑う石田さんに背中を向け、濡ぬれた手を拭ふく。そして、そのままフロアに戻ろうとしたところで呼び止められた。

「で、森野は今、どこに住んでるの？」

　うまく逸らせたと思っていた話題を持ち出されて、眉を寄せて石田さんを見た。

　やっぱりこの人はすんなりとは見逃してくれない。嘘をついてもすぐにバレてしまいそうな瞳に、ため息を落とした。

　アパートから追い出されてしまった時、会社への届けをどうしようかとかいろいろと考えた。とりあえず内緒にしておこうという結論には、すぐに至ったのだけど……その時から、石田さんだけがネックだなとは思っていた。

　きっと、清四郎さんから事情を聞くだろうし、どこに住んでいるのかって話にもなるだろうって……そして多分、変に勘のいいこの人が相手じゃ、ごまかそうとしても無駄だろうなって。

「言っても、住所変更しろとか面倒なこと言いませんか？」

　渋々言うと、石田さんは「住所変更？　何、してないの？」と、わずかに声を大きくする。

「一時的ですし、市役所行って住所移すのも面倒なので」

「まぁ、気持ちはわかるけど……郵便局に転送届は？」

「出してあります」

「うーん。なら、まぁ……問題はあるけど、そこまでじゃないか。タレ込みでもない限りはバレないし。黙っててあげる」

　石田さんは、ニッと口の端を上げ、煙草を持っていないほうの手の小指を上げる。〝約束〟ってことなんだろう。

　フロアとここは、扉一枚隔てただけだ。でも、鉄製の扉が厚いからか、フロア内の音はほとんど聞こえてこない。

　しん、とした給湯室。換気扇の音だけが静かに聞こえる。

「言ってもバカにしたり、からかったりしません？」

「それは聞いてみないとわからない」

　すでにワクワクして見える瞳に呆れてから、「あと」と続けた。

「絶対に誰にも言わない、って約束してください」

　じっと睨にらむようにして言った私に、石田さんは少し驚いた顔をしたあと、ニヤッと笑う。それから「秘密厳守、この通り約束するわ」とまた小指を立てた。




「恋愛に対して冷め切ってるようにしか見えない森野に、先越されるとはなー。しかも玉の輿こしルート。そんなルート、どういう選択肢選んだら辿り着けるの？」

　職場で説明なんかしたら、誰に聞かれるかわからない。だから、仕事後に会社の外で待ち合わせて、駅までの道のりを歩きながら、アパートを出てからの経緯を話した。

　支店から最寄りの駅までは徒歩で十五分ほど。そして、そこから電車に八分揺られれば、湊さんの家の最寄り駅に着く。

　前に住んでいたアパートよりも、通勤にかかる時間は減ったし、快適だった。

　時間は十八時四十分。夏の空にも、さすがに星が浮かび始めていた。

「ちょっと真剣に教えてくれない？」と真顔で言ってくる石田さんの横を、ゆっくりと歩く。

　女性行員には制服があるけれど、通勤時は着用しないのが規則だ。朝はまだいいとしても、仕事で疲れ切ったあと、更衣室でわざわざ着替えての帰り道は、正直、面倒臭い。

　通勤服は、オフィスでも着られるようなキレイ目なコーディネートをいくつか決め、それをローテーションしている人がほとんどで、私もそのひとりだ。

　ちなみに営業代理の石田さんは、通勤も仕事中も、ずっとスーツだ。

　駅までの道は片側二車線の大通りで、歩道と車道の境にはけやきの木が植えてある。

　歩道を歩きながら、湊さんの家に住まわせてもらっていること、湊さんの職業なんかをざっくりと話したあと、ため息交じりに言われた言葉がこれだ。

　別に、私の身を心配してほしいわけじゃないし、心配されたところで大きなお世話だとも思うけれど……それにしたって、と思う。

　他人に無関心な私でさえ、聞かされた側だったらまず一番に、湊さんは本当に危ない人じゃないのかと確認するだろうに。

「『玉の輿』って……湊さんとは、そういう関係じゃありません」

　呆れながら言うと、「え、でも、もうやることやってるんでしょ？」と当たり前のことのように言われ、顔が強張ってしまった。この人はなんでこうも直球なんだろう。

「だって森野って何事にも慎重じゃない。その森野が同居を決めたってことは、そういう関係になっちゃったからってことでしょ？　もう取られるものがないっていうか」

　突然始まった推理を黙って聞いていると、石田さんが続ける。

「御曹司だって話だし、お金はまず取られないでしょ？　ほかに取られるものって言ったら貞操くらいだけど、森野はその辺軽い女じゃないから、会って一日も経たない、信頼関係も結べてない男との同居なんてまずしない。それを、するって言うんだから」

　そこで言葉を一度切った石田さんが、私を見てニッと口の端を上げる。

「もう、ヤッちゃったってことで間違いない。反論は？」

　自信満々に言い切った石田さんから視線を逸らし、真顔を意識して「さっきからセクハラですから」とだけ答える。

　否定しなかった私に、推理が当たっていたと確信したらしい石田さんは、ニヤニヤした顔つきで私を見る。

「でも意外よねぇ。森野が会ってすぐとか。そういう、真剣さの伴わない行為とか、軽蔑してそうなのに。よっぽどいい男だったの？」

「……外見は、いいんじゃないですかね。人によって好みは違うから、一概には言えませんけど」

　淡々と答えていると、不意に石田さんの視線に気づく。見れば、探るような瞳が私を捕らえていた。

「なんですか？」

「いや、なんか沈んでるのかなーと思って」

　目ざといなと思う。態度に出したわけでもないのに、この人は無駄に勘がいい。人の感情を探るのがうまい……と考えて、そういえば湊さんもそうだなぁ、なんてことを思った。

「別に……。石田さんに説明するために言葉にしたら、改めて自分のしていることの軽率さに気づいて驚いただけです。ここまで私に都合のいい話、裏があるに決まってるのに」

　本当に何やってるんだろう、と自然と眉間にシワが寄る。それに気づくと同時に、ひと晩過ごした翌日、『シワが寄ってる』と微笑んだ湊さんの顔が浮かび、ますます顔をしかめた。

　あの日以降、ふとした瞬間に湊さんの顔が浮かんでくるけれど……それが、なんだか落ち着かなくて。

「なんで？　御曹司に見み初そめられて、同どう棲せい始めたってだけじゃない」

　不思議そうにする石田さんに、はぁ、と息をつく。

「からかわれてるに決まってるじゃないですか。それに、甘いだけの話なんてあるわけないでしょ。慈善活動が趣味じゃないのに、私を世話する意味がわかりませんし」

　ため息交じりに言うと、石田さんはキョトンとしたあと「いやいや、だからね」と言う。説得というか、教え諭すような口調だ。

「御曹司が森野に惚ほれたからってだけでしょ？　出会ってすぐとか、確かに急かもしれないけど、恋愛感情なんてそんなもんだし。そんな勘ぐる必要ある？」

　不思議そうに聞かれて、ぐっと押し黙る。〝恋愛〟に苦手意識しかない私にとって、それを理由にされてしまうと、なんて返せばいいのかわからなくなる。

　確かに、湊さんは私を気に入っている、みたいなことを言っていた。でもそんなの、本当かどうかも、軽いか重いかもわからない。

「石田さんは、出会って間もない人の言葉を、なんでそんなにあっさり信じられるんですか？」

　なんで疑うのかよりも、むしろそっちのほうが不思議だ。

　石田さんは「むしろなんで〝好き〟っていう言葉だけ信じないの？」と片眉を上げた。

「恋愛感情なんて、会った瞬間に生まれてもおかしくないし、本人がそう言うならそうだってことでしょ。そんなものより、御曹司だとかいうほうを私だったら疑うけどなぁ」

　首を傾げたあと「そっちは信じたんでしょ？」と聞かれ、歯切れ悪く「まぁ……」とだけ返す。

　言われてみれば確かにそうだ。

「御曹司だっていうのはすんなり信じられるのに、恋愛に絡むことだけ信じられないって、やっぱりまだ恋愛コンプレックス？」

　私が、初恋もまだだってことを、石田さんは知らない。

　以前、恋愛系の話になった時、言ったらバカにされて笑われそう……と思って黙っているうちに、石田さんが勝手に〝恋愛コンプレックス〟なんて言いだしたから、そういうことにしている。

　だから、否定はできずに視線を逸らすと、石田さんは「当てちゃった」と楽しそうに弾んだ声で言う。

「矢や沢ざわだっけ？　本店にいる、森野の元カレ。矢沢にも『中身が可愛くない』とかなんとか、ひどいこと言われてたもんね。そのうえ、付き合ってた時のことを面白おかしく言い触らされたら、誰だってトラウマになるわよ。森野、本当に男運なさすぎ。なんであんなのに引っかかるのよ」

　まったく、といった表情で言われ、押し黙る。

　私が最後に付き合った元カレである矢沢さんは、同じ銀行の三年先輩だ。本店と支店の合同で行われた、去年十月の飲み会で声をかけられて、それから何かと私の周りに現れるようになり、一ヶ月経った頃に告白された。

　そして二ヶ月も経たないうちに、ずいぶんなことを笑いながら言い、離れていった。半年ちょっと前のことだ。まだ記憶に新しい。

　最後にひどい暴言を吐かれたのを、なんで石田さんが知っているかといえば、どうやらほかでもない矢沢さん本人が言い触らしていたらしい。多分、矢沢さんは、自分がフラれたと周りに思われるのが嫌だったんだろう。プライドが無駄に高かったから。

　おかげで私は〝矢沢さんに捨てられた女〟として、行内でヒソヒソ噂うわさされている。他人に何かを言われてもそこまで気にはならないけれど……疲れている時とかにうっかり耳にしてしまうと、正直、少しヘコんだりはする。

　でも、好きでもないのに押し切られて付き合った私にも原因はあるから、そういうイライラをぶつける場所もなくて、自分に腹を立てることしかできない。

「矢沢、今度は事務課の新人を引っかけたらしいよ。知ってた？」

「いえ」と答えると、石田さんは、やれやれといったふうに息を吐き出す。

　知らなかったけれど、特に驚かなかった。そんな感じの人なんだろうって、付き合った二ヶ月間でわかったから。

「ずっと前から、見た目が好みなら誰彼かまわず、すぐ『付き合おう』って言い寄るような男だったじゃない。で、取っ替え引っ替え。結構有名な話だと思ってたんだけどな」

「らしいですね。あとから知りました」

　そう答えると、石田さんは眉間にシワを作り、笑みを漏らす。

「森野って可愛いから一見お高く止まってそうなのに、案外チョロいのよね。本当、そういうところ心配になるわ」

　思い当たることはあった。湊さんとのことだって……苦しい時に優しくされて、誕生日を祝われたからってだけで、その手を取ってしまったわけだし。

　だから『そんなことありません』と言い返したくなるのを、ぐっとこらえた。

「チョロいうえに、見る目もないし。矢沢なんか、クズ中のクズでしょ。目ぼしい女を見つけては近づいて、別れたあとは自分のプライドを守るために、自分から捨てたってことを過剰に言い触らして……。付き合った女のことをネタにするとか、普通ならしないわ」

　きっぱりと言い切った石田さんに、その通りだなと目を伏せる。

「……ですね」とポツリとこぼすと、石田さんがこっちを向いたのが視界の隅でわかった。それから、「そうなってくると、イチノセの御曹司も怪しいわねぇ」と天井を仰あおぐから、「湊さんは別に……っていうか、その前にどうせすぐ飽きられますよ」と吐き捨てるように言う。

　すると石田さんは、私の言葉に目をしばたたかせて「なんでそう思うの？」と聞いてきた。

「矢沢さんが言い触らしてる通りですよ。素直じゃないし、可愛くないし。少し一緒にいれば、私の性格に嫌気が差すでしょ」

　可愛いことを言おうとも、可愛く見てほしいとも思わないけれど、相手を不快にさせることだけは言いたくない。……そう思うのに、憎まれ口ばかりを叩いてしまうこの口はどうなっているんだろうと、目を伏せる。

『可愛いだけじゃダメなんだなぁ。中身が伴わないと飽きるもんなんだって初めて知った』

　そう言って笑った矢沢さんに、その時は腹を立てたけれど、本当にその通りだったのかもしれないなぁ……なんて考えていると、隣から視線を感じた。

　見ると、石田さんがじーっと怖いほど見つめてくるから、眉間にシワを寄せた。

「……なんですか」

「いや、別に森野、そこまで性格悪くないのになぁ、って思って。私からしたら生意気なのも口が達者なのも、可愛いもんだけどなぁ。そのくせチョロいっていうのも可愛い」

「……チョロいって言うのやめてもらっていいですか」

　石田さんが「だってチョロいんだもん」と言ったあと、「森野の性格も受け入れられないなんて器が小さいのよ」と笑う。

　その横顔を眺めていて、そういえば湊さんもそんなようなことを言っていたなぁ、と思う。

『紗希ちゃんは、自分で言うほど性格悪くも生意気でもないよ。それに、女の子は生意気なくらいが可愛いと思う。いつも素直じゃない子が、自分にだけ心を開いてくれたら嬉しいし、素直になれなくて意地張ってる姿も可愛いし。まぁ、ただの俺の好みだけど』

　湊さんも器が大きいってことだろうか。確かに心が狭いってことはなさそうだ。見ず知らずの私を家に泊めてくれているわけだし、話していても、いつもニコニコしているから。

　お金があるって、人の気持ちまで豊かにするものなのかなぁ、とぼんやり思う。

「で？　肝心のこと聞いてないけど、森野の気持ちはどうなの？」

　ギクッと心臓が音をたてたのは、私自身、疑問に思っていることだったから。正直、湊さんへの気持ちを自分の中でうまく整理できなくて困っているのに、言葉にするなんて……無理だ。

　そう判断し、答えを待つ石田さんとは目を合わせずに、ぴたりと足を止めた。

「私、こっちなんで。お疲れ様でした」

　分かれ道、石田さんは徒歩通勤だから、ここで別々になる。

　だから、ぺこりと頭を下げてから歩きだすと……後ろから「素直になったほうがいいわよー」と石田さんの声が追ってきた。

　数歩歩いたところで振り返ってから、立ち止まったまま、こちらを見ている石田さんを見つめた。

「森野って、自己評価低いけど、絶対にそんなことないから。いつまでも卑屈でいたら人生大損よ。大体、御曹司ゲットできるチャンスなんて、そうそうないんだから。わかってる？」

　声を張って言う石田さんを数秒見つめてから、口を開く。

「素直になるとか、一番苦手なんです」

　そこで一度言葉を切ってから、「それに私がどうこうするより、湊さんが飽きるほうが先だと思いますよ」と告げると。

　石田さんは「はい、また卑屈発言」と呆れたような笑みをこぼし、「お疲れ様」と背を向けた。










約束事と、突きつけられた言葉の牙きば




　一之瀬邸は、支店の最寄り駅からふた駅ほど離れた場所にあった。

　もともと住んでいたアパートがあったのが、そこからさらにふた駅先だったから、同じ路線を使うことができて助かった。電車は苦手だ。乗り換えなんてことになったら、通勤だけで疲れてしまう。

　それにしても。オフィス街からふた駅の場所に家を建てられるんだから、すごいなと改めて思いながら電車を降りる。

　まだまだ街中と言えるほど、賑にぎわいのある駅前の路地。しばらく歩いてから一本奥へと入ったところに、一之瀬邸はあった。

　路地を一本入ると高級住宅が並び、閑静な雰囲気へと変わる。

　湊さんの話では、この辺り一帯は昔は住宅地だったらしい。それが商業ビルやマンションの建設などで徐々に民家が減っていき、残ったのは今ある十数軒だけだそうだ。

　こんな一等地、立ち退のきのお願いなんていったら、相当な額が提示されただろう。

　それでも立ち退かなかったのは、土地や家への思い入れがあるからなのか……それとも、提示されたであろう高額なお金なんて別によかったのか。

　私でさえ二年しか住んでいないのに、前の部屋に親しみや愛着を持っていた。だから、住み慣れた土地にっていう気持ちはよくわかるけれど……立派な佇まいを眺める限り、後者かなと思ってしまう。どの家も、大きくて立派だ。

　中でも特に目を引くのが、十数軒並ぶ家の中心にある、湊さんの家だった。私の身長よりも一メートルほど高い塀は、ベージュやオフホワイトが交ざったレンガ調。門扉は黒く格子柄で、その向こうに続くのは、玄関までのアプローチ。

　黒と白の光沢のあるタイルが不規則に敷きつめられている通路を数メートル進むと、同じ材質の階段が五段あり、その先に玄関ドアがある。

　キューブ型の家は、まるで積み木を組み合わせたようなフラットな形でとてもシンプルだ。大きな長方形の一階部分の上に、ひと回り小さな二階とベランダが載っている。外壁は白。

　洗練されたデザインや形は、湊さんのお父さんが設計士さんと時間をかけて決めたらしい。

　湊さんから『親父の自慢の庭』と紹介された庭は、コンクリートやタイルが並んでいる玄関アプローチとは違い、芝生が敷かれていた。

　キレイに切りそろえられている芝生を囲うように木々が植えられ、端っこには花壇スペースもある。

　風に揺れる背の高い木が、緑色の葉でサワサワと心地いい音をたてていた。

　屋根もあり、広さもたっぷりの玄関前のスペースに足を踏み入れると、人感センサーが働き、自動でダウンライトがつく。

　インターホンを押すと、中から鍵かぎとドアが開けられ、ふたりいるお手伝いさんの主任である木き戸どさんが顔を出した。

　木戸さんは、五十代くらいで明るく温かい雰囲気を持つ女性だ。三日前、初めて会った時、その笑顔を見て〝昔ながらのお母さん〟のイメージを凝縮したような人だなぁと感じた。

「紗希ちゃん、おかえり。今日は遅かったのねぇ」

「ちょっと残業したので……ただいま戻りました」

「お客さんに嫌なこと言われたりしなかった？」

「接客業なんてしていれば、何かしら言われるのが普通ですから」

　湊さんの家に来てから毎日のように聞いてくるから言うと、木戸さんは「だって心配なのよ」とため息交じりに言ったあと、「それより」と話題を変える。

「もう、湊さんも帰ってくるところだから、夕飯は湊さんと藤さんと一緒でいいかしら。あと二十分くらいだけど、我が慢まんできる？」

　ニコニコしながら聞いてくる木戸さんが、あまりに子供扱いするから、呆れて少し笑ってしまう。

「はい。もう大人なので」

　玄関の中に進みながら答えると、木戸さんは「二十歳そこそこなんてまだ子供よ。何言ってるの」と笑いながら、背中をポンと叩いた。

　この家にいるお手伝いさんは、ふたり。基本的には木戸さんが朝から晩まで働いてくれて、木戸さんの都合に合わせ、もうひとりはそのサポートに入る……というかたちみたいだ。

　木戸さんも、もうひとりの方も、お料理や掃除、洗濯と、器用にこなせてしまう。

　ふたりとも私の親くらいの年齢で、私が自分の子供のように見えるのか、いろいろと話しかけてくれる。

『紗希ちゃんは銀行員さんなんでしょう？　今日は嫌なお客さん、いなかった？　どんな仕事内容なの？』なんて初日に聞かれた時には、なんて返せばいいのか、少し戸惑った。

　一日の報告だとか、そういう習慣は小さい頃からうちにはなかったから。

『嫌なことはなかった？』っていう問いには、一番困った。そんなふうに、私の気持ちを聞かれることなんて、数えるほどしか経験したことがなかったから……初日は悩んだ挙句、『別に』とぎこちなく答えるのが精いっぱいだった。

　湊さんとひと晩を過ごした翌日、使用人がいる、なんて話を聞いた時には、堅苦しさをイメージした。でも、そんなのはいらぬ心配だったと知ったのは、顔を合わせてすぐだ。

『好きな食べ物は？　今日の夕飯は、紗希ちゃんの好きな物にしましょうね』と微笑んでくれた木戸さんは、温かくて、世間で言う家庭的な雰囲気だったから。

　もっとも、〝家庭的〟なんてものはテレビや本の中でしか知らないし、よくわからないのだけど。きっと、こんな感じなんだろうなぁ、と思うだけで。

　両親に文句が言いたいわけじゃない。私自身、干渉されるのは苦手だし。

　……でも。

「紗希ちゃん、昨日の朝食で作ったベーグルサンドを『おいしい』って言ってたでしょう？　だから、今日買い出しに行った時に、ベーグルをたくさん仕入れてきたの」

　こんなふうに、私のために考えて動いてくれる人がいるのは、とても嬉しいことなんだなと、ここで数日過ごすうちに知った。

　見返りを求めない大きな包容力は、慣れていないからムズムズするし、反応にも困る。でも、心地いい。そして嬉しい。湊さんも木戸さんも、この家にいる人は、みんな温かいから。

「……ありがとうございます」

「紗希ちゃん、小食でしょう？　頭使う仕事してるんだから、もっと食べないと。こんな細くってどうするの、もう」

　まったく、といったように私の背中をポンポン叩いて笑う木戸さんに、苦笑いをこぼしながら「バッグ、部屋に置いてきます」と言い、階段を上がった。




　木戸さんが優しくしてくれるのは、私が湊さんの連れてきた〝お客様〟だっていう意識からだと思っていた。

　だから初日に、木戸さんに言った。

『あの、湊さんが連れてきたからって気を配っていただかなくても大丈夫ですから。丁寧に扱っていただけなかったからって、湊さんに告げ口する気もないですし』

　私の後ろに常に湊さんの存在を意識して、変に気を遣われているのも落ち着かない。

　でも、そう言った私に、木戸さんは絵に描いたようにキョトンとして……。それから首を傾げた。

『じゃあ、〝湊さんが連れてきた子だから〟ってわけじゃなかったら、気にかけてもいいのよね？』

『え……？』

『だって私は、〝湊さんの連れてきた子〟じゃなくて、〝紗希ちゃん〟として接してるから。それとも、もしかして迷惑だったかしら？』

　心配そうに表情を崩した木戸さんに、想像もしていなかったことを言われて『あの、いえ、別に迷惑とかじゃなくて……』と戸惑ってしまう。

『私は……ここに置いてもらえるだけでも充分なので。だから……その、あまり気を遣わないでください。……申し訳ないので』

　つっかえつっかえ言った私をじっと見たあと、木戸さんはニッコリと笑った。

『湊さんがね、言ってたのよ。素直な言葉はすぐに出ないけど、根はいい子だからって。確かにちょっとわかりにくいけど……言ってた意味がわかったわー』

『あの……』

『つんつんしてるけど、まっすぐな優しさは無視できない子だって。本当にその通りね』

　そう笑った木戸さんは、『ここに来たからには、かまわれるしかないって覚悟決めたほうがいいわよー』と続けた。

　満面の笑みに何かを言い返そうとは思えなくて。笑顔の中に見えた包容力のようなものに、なんだか胸がぽわんと温かくなったのを感じて、『……ありがとうございます』と小さな声で言うのがやっとだった。




　そんな初日に比べたら、与えられる優しさを、少しは素直に受け入れられるようになったかもしれない。やっぱり慣れなくてムズムズはするけれど。

　広い、吹き抜けの玄関の左側に階段があり、そこを上るとまっすぐに廊下が走っている。

　その右側に四つの部屋が並んでいて、私が借りているのは一番手前。一番奥が湊さんの部屋で、その手前が藤さんの部屋。残りは物置代わりに使われているらしい。

　お父さんの部屋は、一階にあるという話をされた時、『あれ？』とお母さんの存在を疑問に感じた。湊さんが話そうとしないから、聞いてはいないけれど。

　この家に住まわせてもらって三日間、いまだに顔を合わせていないから、今はこの家にいないってことだけは確かだと思う。

　私の部屋としてあてがわれたゲストルームは十畳ほどの洋室だ。大きなベッドに、小さなテーブルやソファがあったりと、ホテルと変わらない。というよりも、私が泊まっていたビジネスホテルよりも、よっぽどいい部屋だ。

　家具やクロス、クローゼットなんかを見て、かなり質がいいんだろうと思う。

　木製の丸テーブルの上にバッグを置き……そのそばにある花瓶を見て、息をつく。生けてあるのは、湊さんからもらった花束の花だ。毎日水を替えているからか、元気そうで安心する。

　正直、湊さんの家でお世話になっている間は、気が休むことなんてないだろうと覚悟していた。神経質な部分があるのは自覚していたし、誰かの家に泊まることに慣れていないから。

　だけどそんなのは杞き憂ゆうだったようで、昨日も一昨日おとといもよく眠れた。

　朝昼晩と規則正しく、きちんとご飯を食べているから、っていうのが大きいのだろう。ひとり暮らしの時には、疲れてるとまず手を抜くのはそこだったし、一食や二食くらい、食べなくても死なないし……という意識だったから。

　朝はパンを基本とした洋食を、お昼にはバランスのいいお弁当を、夜は洋食か和食、というのが最近の私の食生活だ。急にそんなバランスのいい食事をとるようになって、きっと内臓もパニックを起こしていると思う。

　部屋を出て一階に下り、洗面所で手を洗っている時に、玄関が開いた音がした。

　追って、「おかえりなさい、湊さん、藤さん」という木戸さんの声が聞こえてくる。時間は十九時四十分。この三日間の中では、一番早い帰宅だった。

　洗面所から玄関に向かっている最中に「ただいま。紗希ちゃんは？　部屋？」という湊さんの声が聞こえる。

　木戸さんが「湊さん、紗希ちゃんが来てからふた言目にはそれですねぇ」なんてケラケラ笑うものだから、会話を聞いていられなくなって玄関に急いだ。

「おかえりなさい」と顔を出すと、湊さんの瞳がこちらに向けられ、細められた。

　ただそれだけのことでトクンと反応した胸を感じ、うろたえそうになって目を逸らすと、湊さんの後ろにいる藤さんと目が合う。

　藤さんは私に視線を向けたあと、何を言うわけでもなくスタスタと階段に向かって歩いていった。

　……藤さんは三日間ずっとこんな感じだけど、私に何か言いたいことがありそうだなぁと思う。そういう空気を、藤さんはわざと出している気もする。

「ただいま、紗希ちゃん。今日は嫌な客いなかった？」

「それ、木戸さんにも聞かれたからもういいです」

　呆れた顔をすると、木戸さんが横から言う。

「『接客業なんだから、お客さんに嫌なことを言われるのなんて普通』って」

　それを聞いた湊さんが、私に視線を移した。なんだか怒っても見える表情に、ためらってしまう。

　湊さんのこういう表情は苦手だ。いつも常に笑っているような人だからか、こんなふうに、訴えかけるような目を向けられてしまうと、バツが悪くなる。

「……別に、本当にもうそれが普通になってるから、何か言われてもそこまで嫌な気持ちになったりしないだけです。本当に嫌だと思ったら、ちゃんと言います。……約束ですし」

　湊さんの表情に耐え切れなくなり、そう言ってからチラリと見上げると。

　湊さんが「うん。わかった」と満足そうに笑うから、こっそり胸を撫で下ろした。

〝約束〟というのは、ここに来た初日に、荷ほどきをしながら決めたものだ。




『これから、口説いていい？』

『だったら、俺を試してみてよ。その間は、セフレでもなんでもいい。その中で、紗希ちゃんが俺の気持ちが本気かどうか見極めて』

　そんなふうに言われて始まった同居だけど、どう考えたってこんなのは湊さんの厚意に甘えすぎている。

　だから、もっとほかにリクエストはないかと食い下がった私に、湊さんが提案したのが、この約束だった。

『じゃあ、この家にいる間、紗希ちゃんが思ったことをなるべく言葉にしてくれたら嬉しいかな。素直に口にするのが苦手なところも、俺はそのままでいいと思うけど、紗希ちゃん自身がそこに負い目を感じてるみたいだから』

　気持ちを読まれたみたいで、言葉が出なかった。自分のそういう部分に後ろめたさを感じているのは、事実だったから。

　ホテルから運び出した荷物を整理しながら、湊さんは明るい顔で続けた。

『性格って、きっかけがないとなかなか変えにくいだろ？　今回、俺の家に来たっていうのは、結構なきっかけだと思うし。どう？』

『どうって、それだって……私のため、みたいな約束じゃないですか』と不満な声を出すと、湊さんは『違うよ』と笑った。

『俺が嫌だったから。紗希ちゃんが、自分がこんなだからって、つらそうな顔をするのが。見てて、こっちまで痛くなるくらい嫌だった』

　湊さんの笑みが、わずかにしかめられる。

　湊さんがそう感じるほど表情に出していたのだろうか、という疑問もあったけれど、そんな言い方をされれば、何も返せなくなってしまい……。最後に『だから俺のため』と念を押されて、観念した。




　湊さん相手だと、本当に調子が狂うから嫌だ。なんでもかんでも、あの笑顔で言われてしまうと言葉が出なくなる。今まで、こんなことなかったのに。

　せめてと、仕事が終わったあとや休日には、木戸さんたちの手伝いをさせてほしいという約束を取りつけてから、三日が経つ。その間、手伝えた家事といえば、夕飯後の食器の片づけくらいで、本当に申し訳ない。

　だって、木戸さんたちはその道のプロだ。私なんかが気づく前に全部を片手間同然にこなしてしまうし、隙がない。

　一之瀬邸は玄関を入って右手手前にリビングダイニングがあり、その奥がキッチンや水回りになっている。キッチンとダイニングはドアのない通路で繋つながってはいるけれど、ほとんどを壁で区切られているから、別の空間という感じの造りだ。

　何か手伝おうとキッチンに顔を出した途端、『紗希ちゃんは休んでて』と笑顔で言われてしまうと、何も言えなくなってしまう。ここ数日、それの繰り返しだった。




「おいしかった？」

　最後のひと口を飲み込んだところで湊さんに聞かれ、「はい」と答えた。

　リビングダイニングは三十畳近い広さがある。そこに置いてあるのは、十人近く座れそうな、木製の黒い大きなダイニングテーブル。天井からは、ぼやけたガラスのペンダントライトが下りていて、テーブルを照らしていた。

　そこのお誕生日席に湊さんが座り、斜め隣に私。そしてその向かいに藤さんが座って食事をするのが、なんとなくの決まりとなっていた。

　今日の夕飯は、グリーンサラダに、海老やトマトなんかが入った冷製パスタ、それとカボチャのポタージュスープ。身体にいいと言われている、一食十五品目を軽くクリアしている内容だった。店で食べたら、きっと結構な金額になるんだろうなぁと思う。

「なら、よかった。紗希ちゃんって、あんまり食べることに興味なさそうだったから」

　安心したように言ってくる湊さんに、「そうですね」と答える。

「正直、そんな感じです。食べることが嫌いとかじゃないんですけど、あまり執着がないっていうか……多分、面倒臭がりなんです。用意されたら食べるけど、自分で用意するってなると、『お菓子でいいかな』とか、『食べなくてもいいかな』って思っちゃうので」

　素直に答えると、湊さんはピクリと眉を動かし、納得いかなそうな顔をした。

　でも、湊さんが何かを言う前に、向かいで藤さんが「あー、少しわかりますね」とわずかに笑う。

「俺も、若社長のとこにお世話になるようになるまでは、そんな感じでした。カップラーメンとかも飽きちゃって、だったら食べなくていっかって」

　藤さんは、湊さんのことを〝若社長〟と呼ぶ。初めて会った時には〝湊さん〟と呼んでいた気がして疑問に感じていると、湊さんが『外では立場がバレないようにそう呼んでる』と教えてくれた。

　藤さんが、湊さんに視線を移す。

「結構、普通ですよ。ひとり暮らししてるヤツなんてそんなもんです。わざわざ若社長が気を立てることでもないでしょ」

　私を庇ってくれたのではなく、多分、湊さんが必要以上に私を心配するのを、止めたかったんだろう。

　ここ数日の態度でわかったけれど、藤さんは私をよく思っていない。

　彼をじっと見ていると、それに気づいた藤さんが私を見てニコリと口の端を上げる。ちっとも笑っていない瞳を見てから、すっと目を逸らすと、湊さんが「んー……」と天井を仰いだ。そして、納得いかないものをどうにか呑み込もうとしているみたいな、苦渋に満ちた声を出したあと、私を見た。眉間にはまだシワが寄っている。

「約束事、ひとつ増やしてもいい？」

「え……ああ、この家にお世話になっている間の、ですか？」

「そう」と答えた湊さんが、じっと私を見ながら言う。真面目な瞳だった。

「食事はちゃんととること。この家ででも、職場でも」

「過保護すぎますって。森野さんだって成人してるんですよ」と苦言を呈する藤さんに、湊さんが厳しい眼差しを向ける。

「藤。おまえだって俺にいろいろ口出ししてくるだろ。書類を見る目が近いだのなんだのって。俺だってもう充分大人なのに。覚えがないとは言わせないからな」

　不機嫌そうな声で言った湊さんに、藤さんは「あー、ちょっと覚えがないですね」と堂々と笑って答えた。

「でも、たとえそんなことがあったとしても、俺は付き人という立場なんですから、当たり前でしょ。全部が仕事のうちです」

　すらすらと言葉を返す藤さんに、湊さんは「……仕事ねぇ」とため息をつき、続ける。

「とにかく。これは俺と紗希ちゃんの約束だ。藤の意見は関係ない」

　湊さんがぴしゃりと言うと、藤さんが黙る。

〝主従関係〟とでも言うのだろうか。友達みたいにじゃれ合った会話をしている印象が強いけれど、湊さんがきっぱりと告げた言葉に、藤さんが反論するのを見たことがない。

　やれやれといった具合に目を伏せた藤さんを見ていると、「紗希ちゃん」と呼ばれた。横を見ると、すぐに湊さんの真面目な瞳に捕らえられる。

「あ……食事だったら、木戸さんたちが食事もお弁当も用意してくれるので、きちんと――」

「体調管理をないがしろにしないって、約束してほしい」

　真剣な声で言われ、思わず黙る。湊さんが言っていることはつまり、食事だけじゃなくて、例えば睡眠不足とかにも気をつけろってことなんだろう。

　もちろん、木戸さんたちの作ってくれる料理はおいしいし、用意してもらっている以上、食事はとる。睡眠とかだって、ちゃんとする。仕事に響いたりしたら大変だし。

　だけど……それを湊さんに約束しなくちゃいけない理由がわからない。私の勝手なはずだ。

『何かを手伝え』とかなら喜んで受け入れる。でも、体調管理なんて、そこを約束させられるのは、違う気がする。

　だから、素直には頷けずに黙っていると。

「紗希ちゃんはさ、俺が望んだ時に、万全な身体で応じる義務があるって、忘れてない？」

　さっきまでとは色を変えた瞳に捕らえられ、胸の奥がドキリと跳ねた。妖美な眼差しは、イタリアンレストランで手に触れられた時と同じものだった。

「俺のセフレなんだろ？」

　直接的な言葉を出されて、顔がカッと熱を持つ。

　向かいに座っている藤さんに視線を移すと、関心なさそうにナフキンで口元を拭ぬぐっていた。

　でも、絶対に聞こえているし、ダイニングとキッチンだって隣り合っている。そこには木戸さんだっているのに……。そう思い顔をしかめた私に、湊さんはニコッと頬を緩めた。

「風邪でもひかれたら俺が困る」

　また変わった瞳に浮かぶのは、温かい優しさだった。コロコロと目まぐるしく色を変える瞳と声。

　翻ほん弄ろうされている自分が嫌で、ごまかすように目を逸らすと「紗希ちゃん、返事は？」と穏やかな声で問われるから。

「……ここにいる間は、気をつけます」と言い、立ち上がる。

　そのまま、食器を片づけようとすると、湊さんのスマホが鳴った。

　ピリリ……と控えめな音で鳴るスマホを胸ポケットから取り出した湊さんが、席を立つ。

「一之瀬です」と言いながらダイニングを出ていく後ろ姿を見て、『またか』と思う。

　朝でも夜でも、食事中に電話が鳴ることは少なくない。きっと、仕事が忙しいんだろうけど、家にいる時くらい、相手だって遠慮しないものだろうかと疑問だ。

　うちの銀行は、就業時間のあとに仕事の電話がかかってくることなんてまずない。店自体が動いていないから。

　だけど、湊さんの会社はおそらく違うんだろう。抱えている規模が大きい分、湊さんが退社したあとでも、たくさんの仕事は動いていて、トラブルが起きたりもする。そんな時、最終的な確認を副社長である湊さんが行うのもわかる。

　大変な立場だな……と小さくため息が落ちた。

　湊さんは私には、疲れていたり、大変そうな顔を見せない。食事中の会話だって、どうでもいいような明るいものばかりだ。

『紗希ちゃんは、犬と猫だったらどっちが好き？　俺は、どっちも好きだけど、猫かな。誰にも懐かない子がすり寄ってきてくれた時とか、嬉しくてたまらなくなる』

『お札数えるのって、なんて言うんだっけ？　あの……すげースピードでペラペラするやつ。……ああ、そう、札さつ勘かん。俺、最後の一枚をパシッて鳴らせなくて、だいぶ練習したんだよなー。会社で札勘練習用の偽紙幣を百枚もらったから、それでいつも練習してた』

　そんなだから、湊さんの立場だとか仕事を忘れてしまいがちだけど……イチノセ株式会社の副社長なんだから、本当は大変な思いをたくさんしているんだろうと、部屋に戻りながら唇をキュッと結んだ。

　私の体調管理を気にしてる暇があったら、少しでも休めばいいのに。あんなつまらない約束させるくらいなら、雑務でもなんでも手伝えとか、言えばいいのに。

「私に嫌なことがあったかなんて聞く前に、自分のほうが大変なくせに」

　ぼそりと、口の中だけで言ったような声だったのに。

「そうなんですよ。それなのに、若社長は『紗希ちゃん』『紗希ちゃん』ってあんたのことばかり気にしてるので。聞いているこっちが疲れます」

　突然、背後から聞こえた嫌悪感の滲んだ声に、肩がビクッと跳ねた。

　場所は、階段の途中。動けずにいると、肩をつかまれ、振り向かされた。

　藤さんのほうが二段下にいるから、視線はわずかに私のほうが高い。

　感情の見えない切れ長の瞳が私を見る。

　目つきが悪い……というのもあるとしても、向けられた眼差しに怖さを感じた。

「そうやって気遣うフリして、若社長の懐に入り込んだんですか？」

　地を這うような声だった。

　驚き、少し遅れてから「は？」と小さく漏らすと、藤さんは自分の顎を触り、まるで吟味するように言う。

「そういう魂胆のお嬢さんは今までもいたし、若社長もうまくかわせたはずなんですけどね。そのキレイな顔にやられた……ってとこか。〝こういうの〟がタイプだって、覚えておかないと」

「……それは、侮辱と取ればいいですか？」

　静かに聞くと、藤さんは挑発するように口の端を上げ、「森野さんがそう取るなら」と答えた。

「あの人はバカじゃない。自分の肩書きだけを見て、近づいてきた女は相手にしない。それなのにあんたのことだけは、俺の反対を押し切って家にまで招き入れて……よっぽどうまく取り入ったんでしょうね。今までどれだけの男を相手にしてきたんですか？」

　口元に笑みを浮かべたまま、私の顔をじろじろ見て笑う藤さんに、じっと視線を返す。目を逸らすのは負けたみたいで嫌だった。

　明らかな挑発にイラッときたし、このまま背を向けることなんてできないから、息をすっと吸い込んだあと、ゆっくりと口を開いた。

「そうですね。〝こういうの〟が好きだって、よく覚えておいたほうがいいですよ。私に飽きたあと、湊さんが変な人に引っかかったらマズいでしょうから」

　切れ長の瞳がわずかに見開かれたのを見て、わざと笑みを浮かべる。さっきの挑発を返すように。

「仕事だけじゃなくて、主人の交友関係まで見張ってないといけないなんて、付き人のお仕事も大変ですね。部屋が見つかり次第、出ていくつもりでいますが、それまでどうぞ無駄に目を光らせててください」

　憎まれ口なら得意だ。

　ニコリと目を細めて、「失礼します」と踵きびすを返そうとすると、すぐに「ちょっと待った」と腕をつかまれた。

　振り向くと、藤さんが困惑しているような顔を浮かべていて、珍しいなと思う。いつも感情を隠しているような乾いた笑みを浮かべているのに、こんなに動揺した顔は初めて見た。

「森野さんは、若社長目当てなんでしょう？　だから、身体を使って取り入った。違いますか？」

　さっきまでの遠回りでネチネチした言い方をやめ、単刀直入に聞いてきた。

　本気でそう思っていたというような顔をされて、ため息をつきながら言う。

「そう思われても仕方ないとは思いますから、好きに取ってもらってかまいません。どうせ、出ていくまでですし。湊さんにとっても、捨て猫に同情して拾った程度の気持ちしかないと思いますよ」

　私が何を言ったところで無駄だ。だって湊さんがセフレだとか言っていたのを藤さんは聞いているし、第一、湊さんの厚意に甘えているのは事実だ。

　だから、特には弁解せずにそれだけ言うと、藤さんは納得いかなそうに顔を歪める。

「捨て猫に対する態度じゃありませんけどね、あれは。それより、出ていく予定が？」

「ハッキリとした予定はありません。でも、『部屋を探したい』って言ったら、湊さんが『探しておく』って言ってくれたので任せてあります」

　私が探すよりも、湊さんが裏のルートから探したほうがよっぽど早いだろうから、すぐに見つかると思う。

　そう説明した私に、藤さんは少し呆然としたあと、「そんなところまで……本当に世話焼きが過ぎる」と言い、はぁと息をついた。

「じゃあ、つまり今回のことは、本当に若社長から強引に持ち出したことだと？」

　まだ疑いが残っている瞳に問われて、答えに迷う。湊さんの厚意を強引だなんて言い方はできないから。

　そう、一瞬戸惑ったことに、気づかれたのかもしれない。

「あんたの言うことが本当だったとして、身体を使って取り入るつもりがないなら、なんで寝た？」

　急に切り込んだ問いをされて、カッと顔に熱がこもった。「なんでって……」とこぼしたきり、言葉が続かない。

　だけど、藤さんは逃がすつもりはないみたいで、腕をつかんだままの手にギリッと力がこもる。

　無言の催促をされているみたいだった。じっと怒っているようにも見える瞳を向けられて……思わず目を逸らす。

　なんでって……それは――。

「答えられないのは、やましい考えがあるからってね。さっきまでの発言はやっぱり嘘――」

「だって……誕生日に『おめでとう』って、言ってくれたんです」

「……は？」と眉をひそめ、わけがわからないとでも言いたそうな声を漏らした藤さんに、目を逸らしたままボソボソと言う。

「だから、初めて会った日、誕生日だったんです。それを知った湊さんが、花束をくれて『おめでとう』って……それが、嬉しくて……夢心地になって、それで」

「……それで？」

「だから、それで。それだけです」

　しつこいとばかりに睨むと、藤さんはポカンとしたあと、小刻みに震えだし、そのうちに笑いだす。

　楽しそうな笑顔に、こんなふうにも笑えるのか……とどこか冷静に思った。

「それだけって……それが本当ならチョロすぎるでしょ。誕生日祝われて嬉しかったからつい、って？　簡単にもほどがある」

　石田さんにも散々言われただけに、反論はできずに黙っていると、藤さんが続ける。

「まぁ、嘘でしょうけどね。そんなの毎年言われることだし」

「私は、ちゃんとあんなふうにまっすぐに目を見て言われたことなんて、なかったんです」

「いやいや、普通、家族や友達が祝ってくれる――」

「それが普通なら、私は普通じゃなかったんです」

　クックと喉のどの奥で笑う姿に言うと、藤さんはぴたりと笑うのを止めた。それからわずかに眉を寄せる。

「森野さんって、もしかしてかわいそうな人ですか？　嫌われてたとかそういう……そういえばさっき、ペラペラと憎まれ口叩いてましたし、あまりいい性格してなさそうですけど、それと関係が？」

　事実を隠すつもりもないから「そんなところです」と答えてから、ゆっくりと口を開いた。

「バカなことをしたとは思っています。でも……『おめでとう』って言われて嬉しくて、もう少し、この時間を味わいたいって欲が出て、それで……」

　湊さんが温かい微笑みを向けて『おめでとう』って言ってくれることが、『紗希ちゃん』って私を見て名前を呼んでくれることが、すごく嬉しかった。

「存在を認められてるみたいで嬉しかったから。舞い上がってたって言われれば、その通りだし、〝チョロい〟って言われるのも……悔しいですが、そうなんだと思います」

　自分の気持ちを言葉にするのは苦手だ。でも、こんなふうにまっすぐに向かってこられると、嘘の言葉でごまかすなんてできない。

　だからポツリポツリと声にすると、藤さんは少し間を空けてから「そうですか」と言った。それから「森野さん」と名前を呼ぶから、仕方なしに目を合わせると、切れ長の目がわずかに細められた。

「あの日、時間を潰していたら急に電話がかかってきて、お使いを頼まれたんです。用意できたら店員に渡せって言われて。……花を買うなんて初めてでした」

　そこまで言ったあと、藤さんが口の端を上げる。

「あの花束を買ったのは俺なんですよ。そんなに嬉しかったなら、俺とも寝ますか？」

　からかうような瞳を見たあと、私の腕をつかんだままの手を振り払って、彼に背中を向けた。それから数段上がったあと、顔半分だけ振り向いて言う。

「私、男を見る目はないですけど。人を見る目ならあるつもりです。今みたいに腕をつかんでひどい言葉で相手を怯ひるませようとする人には、身体どころか気持ちも開けません」

　わざと微笑みを浮かべて「面めん食くいですみません」と告げると、藤さんは目を丸くしたあと、「ハハッ」と楽しそうな笑みを落とした。










高鳴る胸の理由




　藤さんが私を疑ってかかるのは仕方ないことなんだろう。湊さんの立場を考えると、そういう肩書き目当てに近づいてくる女の人が、今までにいなかったとは思えない。藤さんが気を張るのだって当然だ。

　腕をつかまれてから今日までの三日間、特に何かをされたわけではないけれど、まだまだ私を警戒しているだろうし、あんな脅しみたいなことをされたら、私だって落ち着かない。

　だから、頼んでおいて催促するのを申し訳なく思いながらも、湊さんの部屋をノックして「部屋、見つかりましたか？」と聞いたのに。

　まぶしいほどの笑顔と一緒に「ちょうどよかった。今、呼びに行こうかと思ってたんだ」と言われたのは、日曜日の十五時のことだった。




「木戸さん、なんかお茶淹いれてもらっていい？　俺と紗希ちゃんのふたり分。俺の部屋に頼める？」

　一階のキッチンに下りて言うと、木戸さんはすぐに「リンゴ茶があるから、それにしますか？」と返し、湊さんが頷く。

　どうやら、ティータイムは強制で、私の意思は関係ないらしい。

　湊さんの部屋を出た時から手を繋がれているのが、室内ということもあって恥ずかしい。胸もなんだかムズムズするから、さりげなく解こうとしたけれど、余計にギュッと握られて諦めた。

「あと、なんかスイーツみたいな物があったらそれも」

「はい、言われた通り用意してありますよ」

「じゃあ、適当に任せる」

　木戸さんとの会話を終えた湊さんが、手をつかんだまま私を見て「甘いの、好きでしょ？」とそれこそ甘い笑みで言うから、目を逸らしながら「まぁ」と頷く。

　湊さんに言われるまま、彼の部屋に入ると、まず大きな本棚が目についた。左手の壁を全部隠すほどの大きさがある本棚には、『不動産』や『経営』などのキーワードが目立つ。

　そして、本棚の前には木製のデスクがあり、その上にはノートパソコンや書類が置いてある。もしかしたら、私がノックするまでは仕事をしていたのかもしれない。

「どうぞ」と言われて通されたのは、大きな出窓を背に置いてある、アイボリーのソファ。軽く三人は座れそうなサイズだ。

　ソファの前には、天板が黒いガラスでできた、長方形のローテーブルがある。

　私が借りている部屋も充分広いけれど、この部屋はその倍近くあるかもしれない。

　ソファに座り、湊さんも隣に腰を下ろしたところで、ドアが三回ノックされ、木戸さんがトレーに載った焼き菓子と、ティーポットやカップをテーブルに置いた。

　白いお皿の上に載っているお菓子は、薄く切ったパウンドケーキや、マドレーヌ、ガナッシュなど、ケーキ屋さんなんかでよく並んでいる、バターがたっぷり入った物だった。

　小分けに包装されている物が五種類ほどあり、思わず目移りしてしまう。

「湊さんに、紗希ちゃんは甘い物が好きだから、用意しておいてって言われててね。今日午前中に見てきたの。やっぱり女の子はこういう物が好きだものねぇ。お茶はもう飲んでも大丈夫だから、紗希ちゃん、湊さんの分も淹れてあげてね」

　ふふっと笑いながら、部屋を出ていこうとする木戸さんにお礼を言ってから、湊さんに視線を移す。そして、目が合うなり微笑んだ湊さんに、眉を寄せた。

「私、ここまで頼んでませんし、こんなことされても困ります」

　よくしてもらえるのは嬉しい。でも、ただ喜んで受け入れているわけにはいかない。

　こんな、無条件にただ優しくしてもらうなんて……と、心苦しく思っていた私に、湊さんは微笑みを困ったように崩した。

「あー……ごめん。ただ、紗希ちゃんは甘い物が好きみたいだったから、喜んでもらえればと思って……。でも、ごめん。紗希ちゃんに、肩身が狭い思いをさせたかったわけじゃなかったのに」

　目を伏せ、自じ嘲ちょうするような笑みで謝る湊さんに、胸の奥がズキッと痛む。湊さんは私を思ってしてくれただけで、彼が悪いわけじゃない。なのに……なんで責めるような言い方しかできないんだろう。

　そう思い、唇をキュッと噛みしめてから目を伏せた。

「……いえ。その……甘い物は好きだし、嬉しいです。だから……ありがとうございます」

　ボソボソ言うと、湊さんの目線が私に止まったのがわかった。じっと見つめられているのが視界の隅でわかるから、どういう顔をすればいいのか困る。

　目を逸らし、パチパチと瞬きを繰り返していると、湊さんがようやく「そっか」と呟くように言った。

　隣に目を向けると、ふっと表情を緩めた湊さんが見つめてくる。

「喜んでくれたならよかった。嫌な思いをさせてたら、どうしようかと思ったから」

「……もちろん、ありがたいです。でも、ただ、よくしてもらっても何も返せないから――」

　そこまで言ったところで、湊さんの声に遮られる。

「何か返してほしくてしてるわけじゃないから」

　細められた瞳が、温かいものに満ちているように感じ、胸がトクンと鳴った。

「俺がただ紗希ちゃんに喜んでほしくてしてるだけだから。何も考えないで受け取ってもらえると、嬉しい」

　整った顔が浮かべる笑顔に、心臓が騒がしく動きだすから、目を逸らした。

　湊さんと一緒にいると、たまに起こる症状だ。胸がざわざわ……というか、ドキドキして落ち着かなくなる。

　湊さんをずっと見ていたら、そのうちにおかしくなっちゃう気がして、ティーポットに手を伸ばし、カップにお茶を注ぐ。

「そう言われても、いろいろ勘ぐっちゃうんですよ。おいしいだけの話なんてあるわけがないですし。何か裏があるんじゃないかって」

　コポコポとカップにお茶を注ぎながら「慈善活動が趣味って言われたほうが、よっぽど落ち着きます」と言うと、困ったように笑われた。

「それは、今からでも可能？」

「いえ、バレてますから」

　リンゴ茶の入ったカップを置くと、湊さんは「ありがとう」と言ったあと、続けた。

「前に言ったかもしれないけど、俺はわりと薄情な人間だから、慈善活動なんて情のこもった行動には向いてないんだ。したとしても、〝仕事の一環で〟って意識になるし」

「でも、今、私を泊めてるこの状況が……」

「うん。だから俺も正直、驚いてる。仕事を抜きにして、純粋に誰かのためだとか意識して動いたことなんてなかったのに」

　そう細められた瞳の中には、優しさが溢れているというのに、『情のこもった行動には向いてない』なんてどの口が言うんだろう。

　謙遜するにもほどがある。

「私には、湊さんが薄情っていうほうが信じられませんけど」

　リンゴ茶を飲みながら言う。

　ふわっと香るリンゴの匂いが気持ちをホッと落ち着かせてくれる。アップルティーよりも、もっとスッキリとした味わいで、私の好みだ。

　湊さんに勧められるまま、パウンドケーキに手を伸ばすと、彼は言いづらそうな顔をして笑う。

「紗希ちゃんはそう言うけど。俺は、たいがいのことをどうでもいいって考えてるから、表面的な態度だけで流してるっていうか……笑顔を作りながら、無関心ってことが多いよ」

「無関心……」

　到底、そうは思えずにポツリと呟いた私に、湊さんは「それより」と話題を変える。はぐらかされたのがわかったけれど、湊さんが浮かべている、いつもとは違う笑顔に、それ以上は聞けなくなる。

　そういえば、初めて会った日もそうだった。

　イタリアンレストランで食事をしながら、湊さんが自分を薄情だって言って……その時も同じ話題だったことを思い出す。

　……何か事情でもあるのだろうか。

「この間、社内で異動があったって言ってたけど、新しく来たヤツとはうまくやれてる？」

　湊さんが出した話題は、私の職場のことだった。

　うちの銀行は四半期に一度、人事異動があるから、誰かが出ていったり入ったりをわりと頻繁に繰り返している。そんな話を、一昨日だかの夕食時に話したっけと思いながら首を傾げた。

「営業の人だし、そこまで接点はないから、うまくやるも何もって感じです。二週間後くらいに、歓迎会するって話ですけど」

　私は後方事務だから、営業から仕事が回ってくる機会は多いけど、ほとんどは伝票だけで指示内容がわかる。だから、話すことなんてせいぜい、何時までにするとかそれくらいだ。

　営業の人たちは、仕事後に飲みに行ったりもしているけれど、女性行員は石田さん以外はまず付き合わない。

「そっか。そういえば、ひどいこと言って別れた元カレ、同じ会社だって話だったけど、支店は違うんだよな？」

「あー……はい。あっちは本店なので」

　それもいつだったか、夕食時に聞かれるまま話したなと思いながら頷くと、湊さんがわずかに顔をしかめた。

「そいつが同じ支店に配属される可能性はある？」

「なくはないですけど……かなり低いと思います。支店はほかにもありますし」

　県内に二十店舗はあることを考えると、一緒になることは確率的に低い。

　矢沢さんがいる本店に研修で行くなんて機会も、入行三年目の私にはもうないから、約束でもしない限り、会うことはないと思う。

　そう説明すると、湊さんは「なら、安心か」と穏やかな表情になる。

「歓迎会、二週間後だっけ？　俺も金融部の融資管理にいた時はやってたな。同僚が騒いでるのを、遠巻きから見てるくらいだったけど」

「湊さん、そういうの好きそうですけどね」

　そういう場では中心にいそうなのに、と思って言うと、「いや」と苦笑いされた。

「ちょっと飲むくらいなら好きだけど、我を忘れて騒ぐようなのは正直苦手。多分、ハメを外すことや、理性が伴っていない場所が苦手なのかな」

　伏せられた瞳が、テーブルの上のリンゴ茶を見つめる。

　どこか影を感じるその横顔に、触れられたくないんだろうと思い、押し黙る。薄情だとは思わないけど、湊さんの表情や眼差しの中に、たまに寂しさのようなものを感じて気になっていた。

　何か、事情があるのかなって。

「じゃあ……静かに飲むお酒なら好きですか？」

　聞くと、湊さんがこちらを向き、不思議そうな顔をするから続ける。

「私、アルコールって苦手なんですけど、紅茶リキュールを使ったお酒は好きなんです。疲れが取れる感じがして。湊さん、仕事でいつも帰りが遅いですし……よかったら今度作らせてください。本格的なものじゃないですし、期待されても困りますけど」

「……作ってくれるの？」と、少し驚いたような顔で言う湊さんに頷く。

「甘い話ばかりだと勘ぐっちゃうって言ったでしょ。それに、スマホを拾ってもらったお礼だっていまだにできてませんし……私にも何かさせてください」

　手伝えることがあるなら、食器を下げることだけじゃなく、なんでもさせてほしい。

　湊さんはしばらく私を見てから、ふっと表情を和らげた。

「俺のために？」

　問いかけてくる瞳に、それまではなかった熱を感じ、思わず目を伏せた。

『何かさせてほしい』と思ったのは、わずかでも恩返ししたいからだけど……それは言葉を換えれば、湊さんのためってことになる。

　でもそれを口にすると、特別な意味合いに取られてしまう気がする。自分でもまだ、そうだとは言い切れないのに、言葉にするのは……。

　そうためらって黙ると、湊さんの手が私の頬にかかる髪をすくい、そのまま耳にかけてくれた。

　優しく温かい手に、肩がビクッと跳ねる。

「紗希ちゃん」と名前を呼ばれ、恐る恐る顔を上げると、柔らかく微笑む湊さんがいて……ギュウッと喉の奥が苦しくなるのを感じた。

　これも、湊さんといる時、たまに覚える感覚だ。名前を呼ばれたり、触れられたり、こんなふうに優しい微笑みを向けられたりすると……身体の中心が締めつけられるような……。鼓こ動どうが速まり、いたたまれなくなって逃げ出したくなるような、そんな感覚が胸をいっぱいにする。

　その正体がなんなのか、わかるようなわからないような不安定な気持ちになり、再び目を伏せようとした時、湊さんが口を開いた。

「そんなこと言われてそんな顔されたら、俺、調子に乗るけどいいの？」

「調子……？」

　心臓がドキドキ鳴るせいで、声まで震えているようだった。鼓動を意識するほど、胸の高鳴りがどんどん大きくなってしまう気がした。

「うちに来るよう誘った時、『俺を試して』って言ったけど、あの日よりも紗希ちゃんに近づけてるって思ってもいい？」

　色気を含んだ瞳に、それまでの雰囲気が一気に色を変える。ギュッと苦しくなった胸がトクトクと速度を上げるから、それがバレないようにうつむこうとすると――。

　伏せた視界に、湊さんの顔が入り込んできた。

「見ないでくだ――」

「ゆっくりでいいから。俺の気持ちを受け入れる気になったら教えて」

　言われた直後、顔を覗き込むようにしてキスされて、込み上げるような切なさに襲われる。胸の真ん中で膨らんだ何かが、身体の中をいっぱいにするから苦しくて仕方ない。

「紗希ちゃん」

　名前を呼ばれながら合わせられる唇に、重なる舌に、リンゴの香りに。頭がクラクラする。

『キスって……こんなにドキドキするものだった？』と記憶の中のそれと照合しようとするのに、どれとも合わなくて戸惑う。

「ん……」

　背中に回された腕でギュッと抱きしめられ、そろりと目を開ける。

　視点の合わない、ぼんやりとした視界の中、私を見つめている瞳が細められた気がして、たまらなくなり目を閉じた。

『俺と恋愛してくれない？』

　いつかの言葉が、頭の中で響く。

　ドキドキと、苦しいくらいに鳴る胸の理由は……それなんだろうか。誰か、教えてほしい。




　翌日の月曜日――。

　仕事を終えて、駅から一之瀬邸までの道を歩きながら、昨日のことを思い出して、はぁ、とため息を落とす。

　私たちの関係を、仮にも〝セフレ〟だなんて言っているくらいだし、キスされるのが嫌だとかそんなことはない。でも、それはふたりきりの時に限る。




　昨日、湊さんにされるまま目を閉じていたら、そのまま押し倒されそうになって驚いて目を開けた。慌てて湊さんの胸を押すと、唇を離した彼が『紗希ちゃん？』と色気を含んだ声で呼ぶものだから、なんだかわからない感情が胸からぶわっと溢れ……困ってしまった。

　初めて過ごした夜には感じなかった感情。ほかの誰にも感じたことのない得体の知れないものが身体の中で暴れるからパニックになって、唇を引き結んだ時……ふと、人の気配に気づいた。

　ゆっくりと視線を動かせば、湊さんの部屋のドアは開いていて……立っている人が、ふたり。

　それが、ニヤニヤした木戸さんと、真顔の藤さんだと気づいた時には、動揺しすぎて言葉が出なかった。頭が真っ白になるっていうのは、ああいうことを言うんだろう。

『若社長、お取り込み中のところすみません。急ぎの仕事が入りまして』なんて平然と告げる藤さんに、湊さんはうんざりした顔を向けた。

　そのあと、『紅茶のお酒、楽しみにしてる』と微笑んで、私に軽くキスした湊さんはどこかおかしいのだと思う。

　藤さんも、そしてリンゴ茶のおかわり用のお湯を持ってきてくれた木戸さんも見ているっていうのに。




　昨日は、あのあと仕事に出かけた湊さんと藤さんの帰りが遅かったから、夕食が一緒にならなくてよかった。

　とりあえず、見苦しいところを見せてしまったと、あとで折りを見て木戸さんには謝らないと。……相当気まずいけれど。

　藤さんには……と考えて、気が重くなる。あれだけ湊さん目的じゃない、みたいなことを言ったのにあんなところを見られるなんて、一体、どういう顔をして会えばいいんだろう。

　夏とはいえ、十九時半にもなると空も暗く、星が光っていた。七月ももう最終週だし、これが夏のピークだと願いたい。これ以上暑くなったら、耐え切れない気がする。

　街中をトボトボと歩きながら、どんな顔して……というのは、湊さんにも当てはまるな、とふと思う。

　だって、初めて会った時にはなかった感情が、いつの間にか私の中にあるような気がして……その感情が、湊さんに反応して騒ぐから落ち着かないし、ざわざわして心地が悪い。

　よくわからない。わからないけど……もしかしたらと心当たりがあるから、それがすごく嫌だった。だってこんなの、私が想像していたものと違う。こんなに暴れるものじゃなくて、ただあったかいだけのものなんじゃないの？

　そう思い、胸の真ん中辺りを片手で撫でていると――。

「あれ、紗希？」

　前のほうから不意に名前を呼ばれ、顔を上げて絶句する。

　だって数メートル先、一之瀬邸の前に立っていたのは、先日話題に出たばかりの矢沢さんだったから。

　向こうも、目を丸くして私を見ていた。

　約束でもしない限り、会わない。そう思っていた矢沢さんとバッタリ出くわし、言葉が出てこなかった。

　矢沢さんも仕事帰りなのか、それともこれから本店に戻るのか、スーツ姿にバッグを持っている。

　緩いパーマがかかった、社会人としては長めの黒髪を見て、そういえばこんな髪型だったなぁと思う。半年前まで付き合ってたのに、最近、いろんなことがあったからか、すごく懐かしい気分だった。

「……こんばんは。どうして、ここに？」

　懐かしいだけで、会いたかったわけではない。

　だからか自分でも驚くほど、声に嫌悪感が滲んでしまった。

　でも、それには気づかない様子で、矢沢さんは笑う。

「仕事、仕事。ここ、本店のエリアなんだよ。デカい声じゃ言えないけど、イチノセが新しくホテルを建設しててさ、その融資をうちから少しでも受けてくれないかと思って偵察。実際にアプローチするのは、来週の予定だけど」

「そうですか」と答えながら、そういえば、軽井沢に建設中だって言っていたなと思い出す。だから湊さんのお父さんがそっちに行ってる、って。

　でも……そうか。ここは本店のエリアだったのか。そこまで頭が回らなかった。

「元気そうじゃん。俺さ、実を言うとちょっと気にしてたんだよね。傷つけちゃったかなぁなんて。性格が可愛くないとか、ちょっと言いすぎたかなぁ、って。まぁ、事実だけど」

　へらへらと笑われる。言い返しても疲れるだけだから「そうですね」とだけ答えていると、矢沢さんが笑みを残した顔で言う。

「で？　紗希はこんな高級住宅街になんの用？」

「答える必要はないかと」

　聞かれるとは思っていたから即答する。

　どう返してくるかとじっと見ていると、矢沢さんは面めん食くらった様子を見せたあと、「ハッ」と笑みを吐き出した。

　人通りのない、静かな住宅地。矢沢さんの大きな声だけが響く。

「どうせ、どっかの金持ちのおっさんに飼われてるとかそんなとこだろ？　でもさ、いるの？　おまえの可愛くない性格知ってまで、飼ってくれる男なんか。よっぽど余裕のあるヤツじゃなきゃ無理だろ。ボケたじいさんみたいな」

　笑いながら言う矢沢さんを、ただぼんやりと見ていた。

　こんなによく話す人だったっけと思う。下品な声が耳障りでしかない。湊さんの声とは大違いだ。

「おまえ、俺が何話してやっても『そうですか』とか冷めた返事しかしないし、泣かせようと思って嫌味言っても、平気な顔してるし。友達に紹介してんのにニコリともしないしさー、可愛げなさすぎだろ。正直、いくら見た目が可愛くても、内面ひどすぎてトータルはマイナスだわ」

　傷つけようとしているのだろうか。

　ニヤニヤと嫌な顔で見られる。わざと「そうですか」と言うと、矢沢さんは「それだよ、それがイライラするって言ってんの」と目元を歪めた。

「おまえのよさなんか、どうせ見た目だけなんだから、どんな男だってすぐ飽きるに決まってんだろ。二ヶ月も付き合ってやった俺に感謝しろよな」

「そうですね。感謝はしてます。矢沢さんが別れようって言ってきてくれたおかげで、私から別れを切り出す手間がはぶけたので」

　間かん髪はついれずに言うと、矢沢さんは「本当、性格悪いな」と嫌悪感むき出しの声で言った。それから私にわざとぶつかり、通り過ぎる。

　どん、と体当たりされた肩に思わず顔をしかめてから、ふぅ……と息をついた。

　さっきまで別の感情があったはずなのに、胸がもやもやしている。矢沢さんに言われた言葉とか、その言葉にケンカ腰になってしまう自分とか……。今あったこと全部に、嫌気が差してくる。

　あんなことを言われっぱなしでいるつもりはない。でも、わざわざ怒らせるようなことを言わなくてもよかったかもしれない。……こないだの、藤さんの時も同じことを思ったのに。

　敵意を向けられると同じもので返してしまうクセは、本当にどうにかしないと、と思う。可愛げがないなんて言われるのも当然だ。

　人通りのない路地。しばらくその場所に立ち止まったまま時間を潰し、数分経ってから後ろを振り返ってみる。そして矢沢さんの姿がないことを確認してから、一之瀬邸の門を開けた。

　念のため、音をたてないようにと静かに門を閉めて、玄関に向かおうと一歩足を踏み出して……そのまま立ち止まった。

　今日はなんだか不意を突かれることが多い。前に立っている藤さんを見て、そう思った。

　Ｙシャツを腕まくりしている藤さんが私に近づき、一メートルほど残して止まる。そして私を見下ろし、眉を寄せた。

「あの男が、森野さんの元カレですか？　だとしたら趣味を疑いますが」

　どうやら聞かれていたらしい。矢沢さん、声大きいしな……と思い、目を逸らす。

「湊さんは？」

「帰ってますよ。でも、森野さんがまだだって聞くなり迎えに出ようとしたので、俺が代わりに。ごねてましたけどね。あの人にはまだ仕事もありますし。戻るまでに目を通しておくように、って書類を渡してきました」

「藤さんにも仕事があるんじゃ？」

「ありますよ。だから呑のん気きに散歩なんかしてる場合じゃないんですけどね」

　わざとらしく言う藤さんを見上げる。

「門限があるなら先に言っていただかないと。もっとも、仕事ですので決められたところで守れませんが」

　憎まれ口を返すと、藤さんはやれやれとでも言いたそうな笑みを浮かべた。

「その様子じゃ、ご両親も育てるのが大変だったでしょうね」

「ご心配なく。手のかからない子でしたので」

「はは。案外、冗談が好きですよね」

　事実なのに、藤さんがちっとも信じていないような笑い方をするから続けた。

「藤さんみたいに、仕事が大好きな人たちだったので。私が何歳になったかはもちろん、多分、誕生日も言えませんよ」

　聞いた途端、藤さんの顔に驚きの色が広がる。それから、「ああ、だから誕生日を祝われたことがなかったんですか」と呟くように言った。

　それを聞いて、そうだ、と思い出す。ずっと、胸の中でもやもやしていたことを言うチャンスかもしれないと、おずおずと目を合わせた。

「……藤さん。この間言ったこと、取り消させてください」

　じっと見上げて言うと、藤さんは少し考えたあと、すっと目を座らせた。急に冷たくなった瞳が私を見る。

「つまり、若社長の肩書き狙いだと？」

「そうじゃありません。……そのことに関しても、思うことはありますが、今言いたいのは違います」

　キスしてるところを見られた昨日の今日で、目を合わせるのはいたたまれないけれど……。意を決して藤さんを見た。

「『人を見る目はある』って言ったことです」

　そう告げると、意外だったのか藤さんは眉をひそめた。

『私、男を見る目はないですけど。人を見る目ならあるつもりです。今みたいに腕をつかんでひどい言葉で相手を怯ませようとする人には、身体どころか気持ちも開けません』

　あの時は、本当にそう思った。でも――。

「藤さんは、湊さんを守るのが仕事だから。そのためにああいった行動に出るのは、当然でした。だから……すみません。失礼なことを言いました」

　徐々に小さくなっていってしまった声は、最後は消え入りそうになってしまった。

　だから、きちんと聞こえただろうかと窺うように見ると、藤さんはポカンと口を開けていて……パチパチと目をしばたたかせていた。

「あの……」と声をかけると、藤さんはハッとしたように口を閉じ……それから言う。

「そんなふてくされたような顔をしてまで、わざわざ謝るとか……あんたバカだろ」

　自分がどんな顔をしていたかはわからない。でも藤さんがそう言うなら、そうなんだろうと思い、眉間を指先でぐりぐりとほぐす。

　敬語が抜けているから、よほど驚いたのだろうか。

「苦手なんですよ。お礼も謝罪も。自分の気持ちを素直に言うとか、一番苦手です」

　緩い風が、夏の熱を持った空気を動かす。広い庭に吹き抜ける風で、植えてある木や花がサワサワと音をたてて揺れる。

　その様子を見てから「入っていいですか」と顔を上げると、藤さんは「そうですね」と答えた。

　敬語に戻っているところを見ると、もう冷静になったらしい。

「ひとつ、聞いていいですか？」

　歩いていると後ろから言われ、振り向く。

　藤さんは真面目な顔をしていた。

「さっきの男と話していた時、自分がイチノセの若社長に気に入られて、今ここで暮らしているってことを言えば、あの男を窮地に追い込めた。なのに言わなかった理由は？」

　まっすぐな瞳に問われる。

　藤さんの黒い短髪が、風に揺れていた。

「ふたりの間だけで済む話に、湊さんを巻き込む必要はないでしょ。だから、このことは藤さんも、わざわざ湊さんに言ったりしないでください」

「あんなに言われて悔しくないんですか？　ずいぶんな言われ方でしたよね」

　探るような表情の彼を見つめ返す。

「だからって、湊さんの名前を出して守られるほうが、よっぽど悔しいです。それに私、矢沢さんが言っていた通り、可愛くないんですよ。嫌味を返すのは得意分野ですし、あれくらいどうにでもなります。知ってるでしょ」

　笑みを浮かべて歩きだすと、しばらくしてから「確かに」と声が聞こえた。その声がいつもの藤さんと比べて柔らかく聞こえたのは、気のせいだろうか。




「ああ、確かに本店が狙ってるって話、聞いてるわ。でもこれ、本店以外はまだ代理までしか知らされてない情報なのに……矢沢さんって、本当口が軽いのね」

　矢沢さんと遭遇してから二日後。

　なんとなく矢沢さんの言っていたことが頭に残っていたから、締めが終わったあと石田さんに事情を話して聞くと、驚いた顔で返事をされた。

　接客時に使ったコーヒーカップを洗っていると、その横で煙草を吸いながら石田さんが言う。

「イチノセ、金融部なくすらしいのよね。っていっても、もとからそこまで力を入れていたわけじゃないから、事業が失敗したとかではないみたいだけど。不動産業が絶好調だから、そっちに力を入れ直すためってとこかしらね」

「結構増えてますもんね。ホテルとか」

　軽井沢のほかにも建設中だって話を、湊さんと藤さんがしていたのを思い出す。

「今までは建設費の大部分を、自社の金融部から融資してたみたい。でも、それをやめた……ってなれば、そこら中の銀行から声がかかるのも当然よね。額が額だし」

「そうですね」

「でも、本店もよりによって、なんで矢沢なんかを担当にしたのかしらね。勝負するなら、もっと上の立場の人間がやったほうがいいのに」

「きちんとした話はまたあとでするって話でしたから、担当とかじゃなくて、ただの様子見ですかね」

　確か、アプローチは来週からかけるって話していた気がする……と考えていると、石田さんが言う。

「ああ、そういうことなら、もしかしたらイチノセの関係者と事前に知り合っておけば、自分が担当になれるかもしれないとか、小ずるいことでも考えたのかもね。偶然を装って社長やら誰やらと仲良くなろうって魂胆で、ウロウロしてたんじゃない？」

「ああ……そうかもしれないですね。野心とか強そうだし」

　イチノセの契約を取ったなんて言えば、一目置かれてチヤホヤされるだろうし、それが狙いかもしれない。

　返事をしながら、最後の一枚となったカップに手をかけると、石田さんが「そういえば」と話を変えた。

「おじいちゃんの部屋探し、案外手間取ってるみたい」

「そうですか……。あの、本当に『もういい』って伝えてください。私自分で探しますから」

　すると石田さんが煙草の火を消し、こちらを見る。

「伝えるだけは伝えるけど、歳くってるだけあって頑固だからねぇ。まぁ、半分趣味みたいなもんだし、探させとけばいいわよ」

　そうは言われても……と返事ができずにいると。

「でも、森野も今の暮らし、悪くないみたいじゃない。部屋探ししてる気配もないし。暮らし始めて一週間ちょっと経つけど……もしかして気に入っちゃった？」

　ニヤッとした顔つきで言われた。

　だから「部屋なら今、探してます」と答えながら……そういえば、その辺の話を湊さんに聞けていないことに気づく。……と同時に、きちんと探してもらえているのだろうかという不安も浮かんできた。

　一之瀬邸の居心地はいい。木戸さんたちも優しいし、食事面や掃除の面倒を見てもらっているから、かなり快適だ。でも、いつまでもこのままでいるわけにはいかない。

　帰って、湊さんも時間が空いているようなら今日聞いてみよう。頼んでからもうすぐ十日が経つし、もう候補物件がいくつかあるかもしれない。

　そう思いながら、フロアに戻った。










恋を知って、変わる世界




　十九時に会社を出て一之瀬邸に着くと、湊さんはまだ帰っていなかった。

　連絡もまだないってことだったから、木戸さんに言われるまま、先に夕食を済ませる。

　それから使った食器をキッチンまで運んでいると、湊さんから連絡が入った。でも、今から帰るというものではなく、気を遣わずに先にお風呂を済ませて休んでいるようにっていう、私への伝言で。

　昨日もそうさせてもらっただけに申し訳なく思いつつも、お風呂をいただき、階段を上がり切った時、玄関が開く音が聞こえた。

　吹き抜けになっている階段。二階の手すりから覗くと、疲れた様子の湊さんがネクタイを緩めながらリビングに入るところだった。

　昨日だって帰ってきたのは、私がお風呂を済ませて部屋に戻ったあとだったし……相当仕事が忙しいのかもしれない。

　わざわざ顔を出して気を遣わせたくはないから、部屋探しのことは後回しにしよう。私なんかがいるより、藤さんや木戸さんだけのほうが、湊さんも気が休まるだろうし。

　そう思い部屋に戻って……テーブルの上に置きっぱなしだった物に気づいて目を伏せた。

　湊さんに……と思って買ってきたものの、これを飲んで疲れが飛ぶのは私だけな気がする。第一、湊さんの口に合うかだってわからないんだから、疲れていそうな時に試しに出す必要もないだろう。

　……そう思うのに。

『紅茶のお酒、楽しみにしてる』

　嬉しそうな湊さんの声が、耳にまとわりついて離れなくて。散々悩んだ挙句、「なんで私が……」と八つ当たりなのか言い訳なのかわからないようなことをぶつぶつ言いながら、テーブルの上にある紅茶のリキュールを抱え、階段を下りた。




　後片づけをする木戸さんに、キッチンの隅を貸してもらい、背の高いグラスをふたつ並べ、氷を入れる。そこに、紅茶のリキュールとソーダ、レモンの輪切りを入れ、カラカラとかき混ぜてからダイニングを覗くと、湊さんは藤さんと何やら話をしていた。ふたりとも、腕まくりしたＹシャツ姿で、ネクタイは外されていた。食事を終えて間もない今、アルコールを出すなんてどうなんだろうと思いながらも、まぁいいかと割り切る。

　約束だったし。

　グラスをふたつ載せたトレーを持ってダイニングに移動すると、気づいた湊さんが驚いた顔を浮かべたあと、そこに笑みを広げて立ち上がる。

　迷惑ではなさそうだと安心したけれど……こんなふうに喜んだ顔をされるのも少し困った。

　どんな顔を返せばいいのかわからない。

「今日は会えないかと思った」

　目の前で立ち止まった湊さんが、笑みを浮かべて私の頬に触れながら言う。

　当たり前のように触れてくる手に心臓が反応しだしたのを感じ、目を逸らして口を開いた。

「私も会わないつもりだったんですけど。……約束、思い出して」

「約束？　……ああ、紅茶の？　今作ってくれたの？」

「はい。お口に合うかわかりませんけど。……湊さん、とりあえず座ってください」

　私の前に立ったまま動こうとしない湊さんに言う。やっともとの椅子に座ってくれた湊さんの前に、そして、藤さんの前にもグラスをトン、と置く。

「あれ。俺もいただいていいんですか？」

「ついでです」

　片眉を上げて聞かれ、即答すると藤さんが笑う。

「あ、でもアルコール入ってるので、このあとも仕事が残ってるなら――」

　そう言いかけたところで、湊さんが「今日はもう終わり」と微笑み、グラスを早々に口に運ぶ。茶褐色の透明な液体が傾き、こくり、と喉が動く。それから「ん、うまい」と微笑んで、またグラスを傾ける。

　その様子を眺めていたのに意味なんてないけれど、湊さんを見つめていたところを藤さんに見られていることに気づき、慌てて顔を背けた。

「私、もう部屋に戻ります」

　平静を装い言うと、すぐに藤さんが「別に、見るくらいで文句は言いませんよ」なんて、まるでからかうように嫌な顔で笑うから、睨んでから歩きだす。

　でも数歩歩いたところで「紗希ちゃん」と、湊さんに呼び止められた。

「はい」

　振り向くと、ふわりとした笑みを向けられる。

「あと三十分だけ起きてられる？」

　壁にかかっている時計を見ると、時間は二十一時五十分。まだ一時間は起きている時間帯だった。

「はい」

「じゃあ、部屋で待ってて。三十分したら行けるから」

「え……」と声を漏らした私に、湊さんが優しく目を細める。

「もっと具体的な言葉で誘ったほうがいい？」

　色気を含んだ声で問われ……しばらくしてからふるふると首を振った。きっと顔は赤かったと思う。




　拷ごう問もんのような三十分だった。あんなこと言われて、ひとり部屋で三十分待たなければならないなんて。

　今までどんな誘われ方をしても、ここまで緊張したことはない。なのにどうしたんだろう、という自問自答をグルグルと繰り返したせいで疲れてしまい……。秒針の音がカチカチとやたら大きく聞こえる中、ため息を落とした。

『待ってて』なんて言われても、ベッドに座って待ってるなんてことはできなくて、結局部屋の真ん中に立ちっぱなしだ。でも、それももう限界になり、膝を抱えてしゃがみ込む。……胸がうるさい。

　湊さんに初めて会った日だって、ここまでじゃなかった。ホテルの部屋で話していたらいつの間にか……って感じだったからか、本当にあっという間で……そのうちに何も考えられなくなった。

　湊さんと出会う以前は……と考え、比べられないと首を振る。比べ物になんてならない。どう考えたって、こんなの初めてだった。

「……どうしよう」

　初めて感じるこの気持ちが、もしも恋だったら――。

　そう考えた時、ノックが響き、背筋がピシッと伸びた。

「はい」という返事がひっくり返る。

　私が驚きすぎたからか「ごめん。驚かせた？」と聞きながら部屋に入ってきた湊さんに、首を振る。

「あ、すみません……ちょっと考え事、してて」

　湊さんは白いＶネックのＴシャツと、紺にオレンジのサイドラインの入ったジャージを着ていた。私もよく知っているスポーツブランドだ。

　ボディーソープの香りがふわっとして、お風呂から上がったばかりなのかなと思う。

「待たせてごめん」

　頭がいっぱいいっぱいで、「……いえ」とだけ答えるのが限界だった。湊さんを意識しすぎているせいで、胸がとにかくうるさい。

　ドキドキするたびに、緊張が上乗せされていくみたいで、初めてのことに戸惑う。

　私らしくない……。

　そう思い、目元をくしゃりと歪めた私を勘違いしたのか、湊さんは困ったように笑い、私の眉間に指先で軽く触れた。

「そんな顔しないで。大丈夫、何もしないから」

「……え」と、拍子抜けした声を出した私に、湊さんが言う。

「さっきのあれは、ただの牽けん制せい。藤が最近、紗希ちゃんと仲良さそうだから」

　ああ、なんだ……と肩に入っていた力が抜ける。

　それから「仲良くなんてありません」と言うと、湊さんは探るような瞳に私を映し、「そうかな」と言う。信じていないみたいだった。

「第一、藤さんは私のこと、邪魔だと思ってますし」

　嫌いまではいかなくても、早く出ていってほしいだとか邪魔だとかは思っていると思う。

　だけど湊さんは、「そんなことないと思うよ」と否定した。

「あいつは、紗希ちゃんのこと結構気に入ってる。見てればわかる」

　想像もしていなかったことを言われ、ポカンとしてしまう。

　あれで気に入ってるって言うなら、嫌われたらどうなるんだろう。いくら、藤さんと付き合いの長い湊さんの言葉でも、素直には受け入れられずに黙ると、笑われてしまった。

「ああいう態度取るヤツだから、信じるのは難しいかもしれないけど、本当だから。それ、パジャマ？　もう寝られる？」

　お風呂から出たあとに着たのは、白いＴシャツとグレーのスウェット。一之瀬邸は家中に空調が効いているから、半袖そで一枚だと寒く感じる。

　ひとり暮らしをしていた時には、もっと薄着でショートパンツだとかもはいていたけれど、ここは湊さんや藤さんもいるから、露出の高い格好をしないように気をつけている。それこそ藤さんに『若社長を誘惑する気ですか』みたいなことを言われちゃいそうだし。

「はい」と答えると、「じゃあ、おいで」と手を引かれ、湊さんの部屋に連れていかれる。何もしないって言うのに、湊さんがベッドの前で足を止めるから、バッと顔を上げると。

　湊さんは「今日は俺の隣で寝て」と目を細めた。




　そのままベッドに並んで横になったはいいけれど。落ち着いて眠りにつけるはずがなかった。

　相変わらず、カチカチとうるさい秒針に悩まされながら、伏せていた視線をそろっと上げる。すると、すぐに湊さんと目が合い、微笑まれた。

　暗くした部屋、ベッドの上。向き合うように横になっているこの状態は、気恥ずかしさを覚えた。

　髪を撫でる手がくすぐったくて……気持ちいい。心地いいのに胸は相変わらずうるさいから、なんだか矛盾していておかしな感じがした。

「今日作ってくれた紅茶のやつ、おいしかった。また作ってくれる？」

　いつもよりも小さな声で言われ、それを嬉しいような照れ臭いような、ムズムズした気持ちを感じながら聞いた。

「簡単ですから」

　湊さんと同じボリュームでそっけなく言ってから、彼をじっと見た。暗さに慣れた瞳が湊さんの表情を捕らえる。

「疲れてそうですね」

　ここ数日はもちろん、お世話になるようになってからずっと、湊さんは忙しい。あんなに仕事に時間を割さかれていたら気が休まる間もなさそうだ。

　湊さんは、ふっと表情を和らげて目をつぶる。

「んー……そうかも。最近は、特にいろいろゴタゴタしてて忙しいから」

　そういえば金融部がなくなるとかいう話だし、その関係もあるのだろうかと思う。石田さんも、いろんな銀行が取り合っているって言っていたし。

　だとしたら、『ぜひうちの銀行と！』と目をギラギラさせた営業マンたちの話を、たくさん聞かなきゃいけないってことだ。想像するだけで気が滅入る。

　金利なんて優遇したところで限度があるから、どこもたいして変わらないし、する話だってみんな同じようなものだろうし。

「でも、大丈夫。紗希ちゃんは心配しなくていいから」と言われ、「別に心配なんか」と条件反射みたいに言ってから、目を伏せた。……心配、してなかったわけじゃないけど、それを口に出すのは私には難しい。

　だから、言葉を変えた。

「湊さんって、疲れてても平気な顔して笑いますよね」

　そう言い、視線を上げると、いつの間にか目を開けていた湊さんと目が合った。

「初めて会った時、本音を言うのが苦手とか、笑ってごまかすことが多いって言ってたの、わかった気がします。疲れたとか、そういう弱音も吐かないで、いつも笑ってる。薄情だっていうのは、まだわかりませんけど……」

　私が見てきた湊さんなんて、ほんの一部だ。でも、少しはわかった。この人は、無理して笑う人だって。

　じっと見ていると、湊さんが困ったような顔で笑う。

「確かに本音も弱音も言うのは苦手かな。ちゃんと相手を見極めないで本音なんて言ったら弱味として握られる可能性だってあるから。俺個人じゃなく、会社全体としての」

　そう笑った湊さんが目を伏せて続ける。落ち着いていて……でも、疲れが滲んでいるような、そんな声だった。

「いつもそうなんだよ。会社が最初に頭に浮かぶ。俺自身も……周りも。俺は周りから、個人としてじゃなくイチノセの副社長として認識される。話してても、相手が見てるのは俺じゃない。俺の後ろにある肩書きだけ」

　私はそういう世界を知らない。でも、想像することはできた。自分ではなくイチノセという肩書きを意識して話す相手にも、湊さんはやっぱり笑顔を返すのだろうと想像して……胸がギュッと苦しくなった。

　それが当然のことだとしても、苦しかった。

「恵まれてるっていうのはわかってる。でも……疲れる時もある」

　ぼそりと落ちた言葉の重さに、胸が痛む。私の頭を包む手にわずかに力がこもったと思ったら、視線がぶつかった。

「……ごめん」

　沈んだ声。つらそうに、それでも笑う湊さんに……唇をキュッと噛みしめてから口を開く。

「弱味として握っておきます。イチノセじゃなく、湊さん自身の弱味として」

　わざと淡々と言うと、湊さんが目を丸くするから続けた。

「こないだのパウンドケーキ、また食べたいです。すごくおいしかったので」

　見つめる先、瞳に驚きを浮かべていた湊さんがふっと笑う。

「お望みとあらば、いくらでも」

　こつん、とおでこを合わせながら言われて、こっそり笑みをこぼした。ドキドキとうるさかった胸はいつの間にか落ち着いていて、これなら眠れそうだとホッとしていると、湊さんが「幻滅した？」と聞いた。

「幻滅って……何にですか？」

「情けないこと言ったから」

　情けないこと……立場に疲れていると言ったことだろうか、と考えながら、不安そうに揺れる瞳を見つめた。

「別に。誰にも情けないこと言えないほうが、どうかと思いますし」

　私みたいに、とは言わずに目を閉じる。

「それに、湊さんも人間なんだなって安心しました。完璧すぎると身がまえちゃうから、ちょうどよかったです」

　目は閉じているのに、湊さんの「ありがと」と言う声を聞いて、彼の表情が頭に浮かぶ。気の抜けた、柔らかい笑顔が。

　カチカチと、静かに響く秒針。暗い部屋。しばらくしてからそっと目を開けると、寝息をたてる湊さんが目の前にいて……締めつけられる胸に唇を引き結んだ。

　伸ばした手で、湊さんの黒い髪に触れる。サラサラと流れる黒髪を撫でていて、何度かそうした時、泣きたくなった。

　私は、恋をしたことがない。でも……今、この胸にある感情が何かくらいわかる。この人の疲れを癒いやしてあげたいと思うのは……支えて甘やかしてあげたいって、何か言葉をかけてあげたいなんて思うのは……。

「どうしよう……」

　私には関係ないことだと思っていたのに。向いてないんだって、諦めていたのに。

　恋を、知ってしまった。




「おはようございます」

　まだ眠っている湊さんを残し、そっと部屋を出ると、すぐに声をかけられて肩がすくんだ。ドアの横の壁に背中を預けた藤さんがこちらを見ていて……「おはようございます」と返しながら、そろりと視線を逸らした。

　時間は六時半。いつも湊さんたちがダイニングに下りてくるよりも、三十分近く早い時間帯だった。

　そういえば、藤さんはいつもこれくらいの時間に湊さんを起こすんだっけ……と思い出し、あと少し早く部屋を出ればよかったと後悔する。

「若社長はまだベッドですか？」

　そのセリフに、言葉以上の意味がこもっているのかはわからない。でも。

『もっと具体的な言葉で誘ったほうがいい？』

　昨日の湊さんのセリフを聞かれているから、答えにくい。

「まだ寝てます」

「そうですか。あの人、いつも寝起きが悪いから、ついでに起こしてもらえると助かったんですけどね」

「そうなんですか……。頑張ってください」

　目を逸らしたまま言い、藤さんの前を通り過ぎる。昨日は、本当にただ眠っただけだし、やましいことなんてしていない。

　それなのに、後ろめたく感じるのは……気づいてしまったせいだろうか。湊さんに恋しているんだって。

　そんなことを考えだした途端、収まっていたはずの鼓動がトクトクと動きだし、胸の奥がざわざわと落ち着かなくなる。

　どうしよう……と思う。だって、こんな想いを抱えて、平気でなんていられない。どうすれば収まるのか、対処法がわからない。

「……気持ち悪い」

　胸の奥にある感情を、あまりに騒がしく感じ、思わずそう漏らしてしまうと。

　それが聞こえたのか、藤さんに手首をつかまれた。突然の出来事に目を丸くした私を、藤さんの切れ長の瞳が見つめる。

　わずかにひそめられた眉。じっと確認するように見つめてくる瞳に戸惑っていると、藤さんが言う。

「どこか具合が？」

「あ……いえ。大丈夫です、けど……」

　心配してくれたのだろうか……いや、でもまさか。

　そんな思いで見ていた先で、藤さんはハッとしたような顔をして、手を離した。

「失礼しました。……若社長が、無理させたのかと」

『若社長』

　その単語が出ただけで、かぁっと顔に熱がこもったのがわかり、慌ててうつむく。

　……おかしい。こんなの、おかしい。

「森野さん？　やっぱりどこか体調が悪いんじゃ……」

「大丈夫ですから、失礼します」

　早口でそれだけ告げ、逃げ込むように自分の部屋に戻り、ドアを閉めた。そして、そのままそこにしゃがみ込む。

「名前だけで、こんな……」

　本当に自分の感情なのか、信じられない思いで、意味もなく両手の手のひらを見つめる。

　意識した途端、ガラリと変わってしまった世界。そのあまりの目まぐるしさに、頭も身体も、全部が戸惑っていた。










宿す想いの温度




　あれから五日が経った。

　湊さんは相変わらず忙しそうで心配だけど、顔を合わせる機会があまりなくてホッとしていた。

　木戸さんの話だと、湊さんは二十三時頃に帰ってきているらしい。そして、朝は七時前にダイニングに下りて朝食をとり、八時過ぎに家を出ていく。

　この一週間、私が会って話をしたのは、朝食の時くらいだ。そんなわずかな時間でも、普通の態度を取れたかどうかは……ハッキリ言って、自信がない。

　好きだの恋だのと自覚してしまった途端、それまでのふわふわざわざわしていた気持ちがガッチリと固まり、胸の中、真ん中に居座ってしまった。

　形にはなっていないくせに存在感をこれでもかってほど主張してくるそれは、動どう悸きやら赤面、不審行動といろんな副作用を持っているから、困るどころの話じゃない。

　多分、今まで生きてきた中で、一番、情緒不安定だと思う。

　今は湊さんへの想いだけでも持てあましてうろたえているっていうのに。恋を意識してから、不意に高校の時の彼が頭をよぎるようになったものだから、ただ慌てていればいいのか、落ち込めばいいのかわからないでいた。

　彼が、こんな気持ちで私に好きだって言ってくれていて……そして、好きだって言ってほしいと望んでいたのかと思うと、今まで感じていた罪悪感とはまた別の感情が湧き上がる。

　恋を知った。だからこそ、想いを返せないのであれば、あのまま付き合い続けなくてよかったし、湊さんの言うように嘘の言葉は言わないでよかったんだ。そう、今まで抱えていたわだかまりのようなものがなくなり、心がスッと軽くなった。

　彼が望んでいたのは、言葉じゃなくて気持ちだ。今まで表面上でしか理解していなかったことを、身をもって知ることができた。




「この間は……その、お見苦しいところをお見せしてしまって、すみませんでした」

　夕食のあと。珍しく、木戸さんが「お茶でもどう？」と誘ってくれた。

　湊さんたちがまだ帰ってこない、ふたりきりのダイニング。いつもは藤さんが座る場所に腰を下ろした木戸さんに謝ると、ニヤァ……ッと笑みを浮かべられてしまった。

　この人、やっぱりどこか石田さんに似てるなぁと思う。

「そんなこと気にしなくていいのよー。むしろ楽しかったし。……それに、安心もしたしね。はい、紗希ちゃん。お砂糖はひとつでよかったのよね？」

「あ、はい。ありがとうございます。……あの、安心って？」

　白いカップを渡されながら聞くと、木戸さんは自分のカップにもお砂糖をひとつ入れながら言う。

「湊さん、ちゃんと女の子に興味持てるんだなぁと思って。湊さんって、家に女の子を招いたりすることってほとんどなかったのよ。招いたとしても、仕事上、断れないような相手とかでね。聞き耳立てても、何かが始まるとかそういうわけでもなくて」

　聞き耳……。そんなもの立てて、本当に何かが始まっていたらどうしたんだろう。

　木戸さんは反省の色も見せずに、残念そうにため息を落とす。

「私、湊さんが幼少の頃からここで働かせてもらってるけど、湊さんも、もう来年は三十歳だし心配してたのよ。もしかしたら、女の子に興味がないのかしらって。ほら、いつも藤さんといるじゃない？　あのふたり仲いいし、って変に勘ぐっちゃって」

「……さすがにそれはないんじゃないですか」

　確かに仲はいいけれど……そういう感じじゃないし。温度のない声で言った私とは反対に、木戸さんが「だって」と感情のこもった声で言う。

「これでも私、この家のことは湊さんのお父さんから任されてるのよ。なのにそんなことになっちゃったらと思うと、不安で。湊さんと藤さんのお部屋を掃除してても、そういう本とかＤＶＤとか全然出てこないし。怪しいって思ったら、もう全部怪しく見えちゃって……本当、あの頃は疲れたわぁ」

　木戸さんは苦労が滲み出ているような声を出し、カップに口をつける。

　聞いていると、そんなわけないとひと言で片づけたくなる話だけど、この家を任されている重圧はすごいだろうし、小さなことも気になってしまうのかもしれない。

　……でも、だからといって湊さんと藤さんが、なんて。ありえない。

　そう思い、紅茶を眺めながら呆れて笑みを浮かべていると。

「それに、湊さんはお母さんのことがあるから。その時のショックをまだ引きずっていて誰も連れてこられないのかもって考えるとね。心配で仕方なかったのよ」

　今までとは違い、落ち着いたトーンで言われ、顔を上げる。

　すぐに目が合い、その瞳がつらそうに細められた。

「詳しくは私からは言えないけど……湊さん、小学生の頃に、お母さんのことでいろいろあってね。それまでも大人びた子だったけど、お母さんのことがあって、しばらくは感情を全く出さなくなっちゃったのよ」

「え……」

　驚いて声を漏らすと、木戸さんは苦しそうな微笑みを浮かべる。

「心配で心配で、仕方なかったわ。一ヶ月くらいしたら、それまでと同じように笑顔を見せてくれるようになったんだけど……あまりに、今まで通りの態度を見せるものだから逆に気がかりでね」

　湊さんのお母さんのことは、ずっと気になっていた。誰も口にしないから、聞くこともできなくて、でも何かしらあったんだろうなっていうのは、湊さんの言葉の端からわかっていたから。

　やっぱり相当のことがあったんだと思っていると、木戸さんが目元を歪めて続ける。

「小さい頃から、お父さんの立場だとかそういうものを間近で見てきたからか、湊さんの浮かべる笑顔は、大人が浮かべる外向きの笑顔のようで、それも気になってたわ。ああいう立場に生まれた以上、ある程度は仕方ないことだとも思うのよ。でもね……やっぱり、かわいそうで」

　立場を考えたら仕方ないのかもしれない。

　それでも、そんな小さな時から、立場を考え、弱い部分を隠して笑っていたんだろうか……。胸にジクリと痛みが走った。

　はぁ、と木戸さんがため息を落としてからカップを口に運ぶ。

　私も紅茶をひと口飲み、カップの中でゆらゆら揺れる紅茶を眺めていると、木戸さんが笑う。それまでとは違い、少し明るい笑顔だった。

「高校、大学なんて、女の子と一番遊ぶ頃じゃない？　積極的に家まで来るお嬢さんもいたんだけどね、湊さんのほうが全然で。もとから優しい人だから、笑顔で対応はしてて、そんなだから女の子も期待するんでしょうけど……〝来る者拒まず、去る者追わず〟って感じだった。まるで執着がないのが見てわかるほど」

　木戸さんの話を聞いていて、そういえば、と藤さんの言葉を思い出す。

『あの人はバカじゃない。自分の肩書きだけを見て、近づいてきた女は相手にしない。それなのにあんたのことだけは、俺の反対を押し切って家にまで招き入れて……よっぽどうまく取り入ったんでしょうね』

　初めて会った日の翌朝。湊さんはためらった様子なんて見せずに、うちに来ていいよって言ってくれた。当たり前のように。

　だけど、今の木戸さんの話や、藤さんの話が本当なら……そんな提案、湊さんにとっては、特別だったのかもしれない。

「だから、紗希ちゃんをここに住まわせたいって言われた時には、嬉しくて驚いたのよ。湊さんが紗希ちゃんを見る目があまりに優しいから、それも嬉しくて……力が入っちゃって、紗希ちゃんには少しうっとうしかったかもしれないけどね」

　ふふっと笑われて、思わずうつむく。まるで、湊さんにとって私は特別だって言われているみたいで、動揺してしまう。じわじわと湧いてきた嬉しさが胸いっぱいに広がり、顔が熱を持つ。

　……ああ、それであんなに世話を焼いてくれたのかと腑ふに落ちた。もともとの性格だったとしても、木戸さんはいつもすごく親切だったから。

「そうだったんですか……」

「紗希ちゃんと話しているうちに、湊さんが紗希ちゃんを大事にする理由がわかったわー。こんなにまっすぐな子、いないもの」

　ニッコリと笑顔を向けられ、困惑しながら「まさか」と漏らすと、「あら、本当よ」と少し怒ったように言われた。

「まぁ、最初見た時には、表情がなかったし、ちょっととっつきにくそうな子だなぁとは思ったけど」

　木戸さんが私を見て、瞳を細める。

「紗希ちゃんは、気を遣えるいい子よ。それに、優しい」

　温かみのある眼差しをずっと見ていられなくて、またゆっくりとうつむいた。胸の奥のほうが、ムズムズして仕方ない。

「そんなことないです。もしも、木戸さんにそう見えているんだとしたら……それは、この家が温かいからで……私がいい子なわけじゃありません」

　気が強いから、昔から敵を作りやすかった。牙を向けられれば、こちらも同じように返す。それが当たり前だったし、普通だった。

　でも、湊さんや木戸さんは、優しいから。温かいものをくれるから……私もできるだけ同じように返したいと思うだけで、私の中にもとからあったものじゃない。

「会話のキャッチボール……とか、よく言いますけど」

　そう話しだすと、木戸さんは不思議そうに私を見た。

　じっと見つめられ、言いづらさを感じる。手の中のカップをいじりながら続けた。

「温かいボールを投げてくれるのは、いつだって湊さんや木戸さんで……私は、ただ返してるだけですから」

　私は……たとえそういう気持ちが生まれて言葉にしようとしても、ためらってしまってできないから。素直に伝えられない。そんな、私がしまい込んだ感情を、手を広げて待っていてくれるのだって……いつだって、湊さんたちだ。

　私の説明を聞いたあと、木戸さんは「そうかしらねぇ？」と首を傾げた。そして、すぐに顔をほころばせて言う。

「まぁ、だとしてもボールを受けるグローブを持っていなければ、キャッチボールなんて成り立たないでしょ？　紗希ちゃんは、優しい気持ちを感じ取れるだけの心があるってことだし、やっぱりいい子よ」

　満面の笑みで言い切る木戸さんに、また反論しようとして……代わりに、笑みをこぼした。

　湊さんにしても、木戸さんにしても、私を捕まえて〝いい子〟だなんて、おかしいにもほどがある。ひねくれてるって言われ続けてきたのに、まっすぐだなんて……真逆もいいとこだ。

「木戸さんが野球を知ってるなんて、思いませんでした」

「ああ、知らなかったんだけどねぇ。湊さんが好きでしょ？　それで、テレビがついているのを横目で見ているうちに、覚えたのよ。紗希ちゃんも好きなんですって？」

「私が見るのは、甲子園くらいですけどね」

　そこからは、木戸さんの卒業した高校が今年は甲子園出場を決めたらしく、木戸さんの高校時代の頃へと話題が移った。

　ダイニングから切り上げたのは、話し始めてから一時間以上が経った、二十一時半。湊さんが帰ってくる気配はまだなかった。




「私、憎まれ口が得意だし、人をイラ立たせるのなんて片手間でできちゃうんです」

　木戸さんと話した二日後の朝。

　湊さんを起こしに行こうとする藤さんと、たまたま廊下で顔を合わせ……挨拶のあと、言ってみると。

　藤さんは「はい？」とわずかに顔をしかめた。彼は一度一階に下りていたらしく、階段を上がってきたところだ。

　ダークブラウンのフローリングの廊下は二十メートル近くあって、いまだに個人宅の物とは思えない。

　Ｙシャツ姿の藤さんは、真顔で「寝ぼけてるんですか？」と聞く。

「いえ。この家の人は、私をいい子だとか誤解しがちなうえ、〝違う〟って言っても全然聞き入れてくれないので、言いたくなって」

　いい子なんかじゃないのに、いい子だと笑顔で言われてしまい、なんだか罪悪感で押し潰されそうだった。

　だから、藤さんだったら……と思い言うと、おかしそうに笑われる。

「確かにこの家の人はみんなそうかもしれませんね。木戸さんは森野さんのことを可愛がってるし、湊さんに至ってはもう、言うまでもないし」

「猫をかぶってるつもりもないんですが……湊さんも木戸さんも、勘違いしてて。今までそんなこと全く言われなかったので、まるで自分じゃないみたいで……騙だましてるみたいで気持ち悪いんです。だから、藤さんなら嫌味なくらい、ハッキリ切り捨ててくれるかと思って」

　いい子だって言われるのは嫌じゃないけど、落ち着かない。急にポンポン言われても、正直困る。

「自分でも〝性格悪い〟って思ってるのに……どう考えてもおかしいでしょ」

　ため息をついてから、『そうだ』と思い出し、藤さんを見た。

　湊さんのお母さんのことを聞こうとして。木戸さんにちょっとだけ聞いて以来、どういうことなんだろうって気になっていたから。

　……でも。本人が話す前に、周りに聞くのはおかしいなと思い、やめる。

「湊さんを起こしに行くんですよね。邪魔してすみません」

　ぺこっと頭を下げ、そのまますれ違おうとした時。藤さんが通せんぼするみたいに片手を伸ばすから、立ち止まる。

　真横に並んだ状態で見上げると、藤さんは顔と身体を正面に向けたまま、視線だけで私を捕らえていた。

「森野さんは、俺の嫌味にも脅しにも平気な顔で返してくるどころか、挑発までしてくるひねくれ者ですね。無気力な見た目に反して案外攻撃性があるし、可愛げがないっていうふうにも取れる」

　口の端を上げて言われた、すがすがしいほどの言葉。

「……どうも」と苦笑いして見上げると、藤さんの表情がふっと和らいだ。

「だけど、感情をストレートにぶつけられると適当に流せない。あと、好意的な言葉や態度にはめっぽう弱い」

「え？」

「普段は誰も寄せつけないくらい無ぶ愛あい想そうなくせに、ちょっと優しくされると、それをむげにはできなくて、すぐに戸惑う」

　ニヤリとしながら「つまり、チョロい」とつけ足され……口を尖らせる。

「もっと自覚したほうがいいですよ。あんた案外、騙されやすいタイプだから」

　意地悪く上げられた口角。

　内心ムッとしながら息をついた。

「最近、あまりに『チョロい』『チョロい』と言われるので、さすがに自覚し始めました。なので、ご心配なく」

　言ってから、藤さんの手を押しのけて歩きだすと、後ろから声が追ってくる。

「若社長、明日の夜は早く帰れそうなんですが、森野さんの予定は？」

　振り向いてから「歓迎会があるので……帰ってくるのは二十一時頃になりそうです」と答えると、藤さんは眉を寄せ「タイミングが悪いな」と呟くように言った。

「歓迎会後で疲れてるでしょうけど、少し相手してやってくれませんか？　いい加減、『紗希ちゃん』『紗希ちゃん』とうるさいので。……どうかしましたか？」

　湊さんの相手って……あの藤さんから出た言葉とは思えなかった。

　キョトンとしてから、「だって」と口を開く。

「私のことを気に入らないくせに、そんなお願いしてくるのが意外で」

　簡単に手なんか出されちゃマズいから、あんな忠告してきたくせに……。

　藤さんは拍子抜けしたような顔で言う。

「気に入らないなんて言いましたっけ？」

「直接言葉にされたかはわかりませんが……態度でわかります」

　あんなふうに、どうやって取り入ったんだ、みたいなことを意地悪く言われたら誰でもわかる。

　でも藤さんは、口元に笑みを浮かべたまま目を伏せ、「そうでもないんですけどね」と言う。

「俺、どうも態度がわかりにくいみたいで。ただ、どんなことを言っても言い返してきそうな森野さんのことは、気に入ってますよ。いじめがいがありますし」

　からかわれてるとしか思えない発言だった。

　それでも、この家に来た当初ほど、邪魔者扱いはされていないんだとわかり、笑みを返す。

「今の話が本当なら、性格見直したほうがいいですよ。いちいちいじめてたら、気に入ってる人がみんな離れていっちゃいますから。……私が言えたことでもないですが」

　最後、そうつけ足すと、藤さんがすぐに「同感ですね」と笑みを浮かべる。

「さっき言ってた湊さんのことですけど。明後日あさっては休みですから、少しくらいの夜よ更ふかしなら付き合います。私も……話したいことがありますし。……でも」

「何か問題でも？」と聞く藤さんを、じっと見つめた。

「本当に、いいんですか？」

　主語もなしに聞いた私を、藤さんは真面目な顔で見て、静かに聞く。

「何が？」

「私は今もし、いつかみたいに藤さんに脅されたら、あの時みたいに言い返せません」

　あの時はなかった気持ちが、今はあるから。そこを指摘されて『出ていけ』と言われたら、何も言わずに出ていくと思う。

　今まではただ、お世話になってるっていう感情しかなかった。だから、藤さんに何を言われても堂々としていられたし、平気だったけど……今は、違う。

　湊さんを想う気持ちが生まれてしまい、そんな状態でこの家にいるのは、なんていうか……不純というか、後ろめたい気持ちになる。湊さんが目的じゃないって言い切ったくせに、私は……。

「私は……多分……」

　湊さんが好きだ。

　そう、言おうとしたのに。口にはとてもしづらいことだけど、それでも黙ったままなのは騙しているように思えたから、必死に言おうとしたのに。

　藤さんは「待った」と言ったあと、複雑そうに頬を緩めた。

「それ、若社長はもう知ってるんですか？　もし、若社長よりも先に俺が聞いたりしたら、あとで面倒な目に遭うのは俺ですよ。……その前に、森野さんって潔癖症かなんかですか？」

　なんで潔癖症なんて言われたのかがわからず、キョトンとしていると、笑みを残したまま藤さんが言う。

「なんでそんな嫌そうな顔して言うんですか。ただ、恋愛感情を持ってしまったってだけでしょう？」

「だって、藤さんにあんなことを言っておきながら……」

「別にいちいち気にしてませんよ。あの時は、本性を探るためにああは言いましたけど。気持ちなんか変わるものだし、第一、若社長みたいな男があれだけ可愛がってたら、心変わりしない女なんかいないし」

　笑いながら言われ、「だとしても」と口を開く。

「そんな状態の私が湊さんと会うことを、藤さんはよく思わないはずです。だから」

「ああ、言いづらかったのを無理に言おうとして、あんな顔になってたんですか。まったく……真面目ですね。そんなんで、よく今まで周りも性格が悪いなんて言い続けられたもんだ」

　呆れた顔で言った藤さんが、ふっと目を細める。

「俺はね、若社長に『恋愛するな』って言ってるわけじゃないんです。ただ、若社長の後ろにあるイチノセを目当てに近づいてくるヤツがあまりに多いから、威い嚇かくしてるだけで。あの人、もとから女に対して真剣になれないから、むしろそういう相手が見つかればいいとさえ思ってますし」

「……藤さんから見た湊さんも、そんな感じなんですね」

　木戸さんと同じことを言われ、ポツリと呟くと、目を伏せた藤さんが「俺から見た若社長は……」と続ける。

「器用な人ですよ。仕事の呑み込みも早いし、手際もいい。もちろん外面も。ただ、あまりにいつもニコニコしているから、そこに気持ちがないように思えて、それがずっと気になってたんです。……が、今は心配していません」

　チラッと見て「理由が知りたいですか？」と言う藤さんに黙っていると、切れ長の目が微笑む。

「どういうわけか、若社長はあんたに本気ですよ」

　トクン、とひと際大きな音をたてた心臓。

　それを皮切りに速度を上げた鼓動と、熱を持ち始めた頬に、思わずうつむく。フローリングの廊下を見つめたまま「まさか」と呟いた声が、動揺と期待から震えていた。

　それに気づいてか、藤さんがクスッと笑う。

「最初、森野さんを一之瀬邸に置くなんて言いだした時には、女の趣味を疑いましたがね。見た目はよくても、あまりに愛想がないし。……まぁ、理解できないほどじゃないと思いだした俺も、若社長や木戸さんと同じ、この家の人間ってことなのかもしれません」

　決して嫌味としてではないのが、声の柔らかさでわかった。

　藤さんは終始、穏やかな声で話してくれているし、第一、私にとって都合のいいような嘘はつかないはずだ。こんな、私をつけ上がらせるような嘘なんて。

「私は、理解できません」

　そう、まだ震える声で言った私を、藤さんが笑ったのがわかった。

「まぁ、ゆっくりでかまわないでしょう。森野さんからしたら、若社長の手を取るということは、違う世界に飛び込むも同然ですし、覚悟も必要でしょう。ただ、若社長はどの道、手放す気はなさそうですが」

　視界の先にある廊下。そこから、藤さんの足が踵を返し、離れていく。

「とりあえず、明日の夜の約束、忘れないでくださいね」

　残された言葉を、まだ収まらない鼓動を感じながら聞いていた。










拒絶と、冷たい瞳




　八月五日。

　歓迎会は、会社近くの居酒屋で行われた。石田さんを中心に盛り上がり、それが騒ぎにならないうちにと、お開きになったのが二十時四十分。

　ほかの社員に挨拶をしてから、帰る方向が同じ塩しお澤ざわさんという男性行員と一緒に、電車に乗り込む。

　塩澤さんは融資課に配属された新入行員で、歳は私よりふたつ上だ。だけど、私は三年目だから先輩になるわけで、関係性が複雑だ。

　以前、若干チャラさを感じる……と石田さんに話したら、即行で頷かれたけれど、今のところ塩澤さんが誰かと噂になったことはない。

　ダークブラウンの長めの髪は、ウェーブがかかっている。

　そういえば、矢沢さんもこんな髪型だったなぁと思いながら電車を降りると、塩澤さんも続くから、びっくりして振り返った。さっき話した時は、あと三駅先だって言ってたのに。

「ああ、送ろうと思って。夜道ですし」

　なんで、と聞く前に、ニコッとした笑顔で言った塩澤さんを見上げる。

　湊さんや藤さんよりは背が低い。一七〇センチ台前半、といったところだろうか。

「大丈夫です。明るい道を通って帰りますし、すぐ近くですから」

「家がバレるのが嫌だってことなら、途中までで帰りますから。それならいいでしょ」

　家がバレるのは、本当にマズい。だけど、あまり強く拒否するのも……と思い、「じゃあ、途中までお願いします」と返した。

　一之瀬邸は、大通りから脇道に入ったところにある。脇道に入る前に帰ってもらえばいいか。

　そう考えて歩きだすと、塩澤さんが隣に並んだ。

　駅前からまっすぐ伸びている、大通り。大きなオフィスビルや塾、専門学校などが並んでいて、二十一時前のこの時間でも充分明るい。夏のムッとした重たい空気も、まだまだ残っていた。

「森野さんって、話すの嫌いな人ですか？」

　黙ったまま歩いているとそんなことを聞かれ、隣を見上げる。すでに私を見ていたらしい塩澤さんとすぐに目が合った。

「食堂で昼飯とか一緒になっても、基本会話に加わってこないし、無口なのかなーって」

　食堂といっても、支店の食堂なんて、真ん中に大きなテーブルがどん、とあり、それをパイプ椅子が囲んでいるだけの、ただの部屋だ。

　おのおの、持ってきたお弁当や、スーパーやコンビニで買ってきた物をそこで食べるのだけれど、私はほかの行員の会話を、半分ぼんやりしながら聞いていることがほとんどだし、その中に加わろうと思ったことは一度もない。

「結構盛り上がってても、話振られない限り入ってこないですし」

　軽い調子で聞く塩澤さんに「そうですね」と答える。

「自分から話そうとはあまり思わないですね」

「へー。じゃあ、話しかけられるのも嫌いですか？」

「声のトーンとか、テンションによりますかね」

　塩澤さんの声のトーンは苦手だ。全部が軽くて響かない、とでもいうのだろうか。今している会話も彼にとっては意味がなさそうな、ただの時間潰しみたいな、そんな感じがするから。

「へー。そういえば今日の飲み会で、石田さんと席が隣だったんですけどね、そん時、森野さんにハイスペックな彼氏がいるって聞きましたよ」

　突然そんなことを言われ、思わず顔が強張る。それから、珍しいなと思う。石田さんは口が堅いのに。

「矢沢さんの話から森野さんの話になったんですけどね。俺が矢沢さんのことを男としてどうかと思う、みたいなこと熱く言ってたら、森野さんに気があるって勘違いされちゃったみたいで。釘刺されちゃってまいりました。俺、職場で女探しとか、するつもりないんですけどね。仕事がやりづらくなるし」

　笑いながら言う塩澤さんに、そういうことかと納得する。でも……だからって、彼氏とか……。言われ慣れない響きに、胸の辺りがムズムズする。

　むずがゆさを感じながら「まだ一年目で、仕事が大変ですもんね」と言うと、「ね、本当その通りですよ」と塩澤さんが笑う。

「仕事にも慣れてないのに恋愛とか、俺そんな器用じゃないんです。だから、仕事に慣れるのが先決だよなーって。少なくとも、ひとりで仕事を回せるくらいにはならないと」

　真面目なことを言う塩澤さんに、髪型と口調でチャラいと決めつけていたことを心の中で謝っていると。不意に視線が向けられた。

「どんな人なんですか？　彼氏」

「どんなって……」

「ハイスペックとか言われたら、気になるじゃないですか」

　好奇心を浮かべた丸い瞳に捕らえられ、目を泳がせる。

　湊さんのことを説明しようにも、言葉にすると、まるでそこが好きだって言っているように聞こえてしまう気がして……声にならない。

「ありません？　ほら、例えば『笑顔が好き』だとか、『優しいところがいい』とか。あ、あと最近は声フェチの人もすげー多いとかって、この間テレビで言って……」

〝笑顔〟〝優しいところ〟〝声〟

　耳に入った途端、そのすべてに反応して湊さんが頭に浮かぶせいで、胸の奥がきゅうっと苦しくなる。時折見せる、ふわっとした気の緩んだような微笑みとか。いつも気を遣ってくれるところとか。『紗希ちゃん』と私を呼ぶ声とか。

　思い出した途端に顔が熱を持ち、目の奥までもが熱くなる。なぜかわからないのに、湊さんを想うだけで泣きたくなるから、困ってしまう。

　立ち止まり、キュッと唇を結ぶ。胸を締めつける痛みに耐えていると、不意に「森野さん……？」と名前を呼ばれるから、勢いよく顔を上げた。

　すっかり自分の世界に入り込んでしまっていたことに、自分で驚き、同時に恥ずかしくなる。

「あ、もうここで大丈夫――」

「なんか……そんな顔するんですね。驚きました」

　私の声を遮って数歩先で止まった塩澤さんは、私の目の前まで戻ってきてから立ち止まり……そしてニコリと笑った。

「森野さんって、彼氏の前だと、そんな顔してるんですか？」

　赤い顔だとか、そういう意味だろうか。見上げていると塩澤さんが続ける。

「なんか、いいっすね。普段はクールなのに、好きな男の前でだけ赤くなるとか。応援したくなります。彼氏も可愛くて仕方ないんじゃ――」

　塩澤さんが言い終わるよりも前に、突然、誰かの手が後ろから彼の肩をつかんだ。

　ぐっと、私から引き離すように塩澤さんの身体がずらされ……現れた人物に言葉を失う。

「紗希ちゃん。この男、誰？」

　低く地を這うような声に、自然と肩がすくんだ。いつもは柔らかい眼差しをくれる瞳が、今は冷たく光っていて……息を呑む。

　湊さんの、こんな顔を見るのは初めてだ。

「……あ。もしかしてこの人が、森野さんのハイスペック彼氏……」

　塩澤さんが表情をパッと明るくして言った言葉なんか、気にもしない様子で、湊さんが私の肩を抱き寄せる。そして、そのまま足早に歩きだした。

　肩に回った腕の強さと強引さに、困惑する。

「湊さん、あの、塩澤さんは同じ会社の人で、親切で私を送ってくれただけで……」

「ごめん。今は紗希ちゃんの口から、ほかのヤツの名前聞きたくない」

　相変わらず低い声にピリッとした怖さを感じ、思わず黙る。

　なんとか振り向くと、塩澤さんは呆気に取られた様子でこちらを見ていて……私の視線に気づくと、笑顔で手を振ってくれた。

　とりあえずホッとする。いくらなんでも失礼な態度だったから。そうだ。どんな事情があったとしてもこれはない。あまりにも強引だ。

「湊さん、今のは――」

　あまりの勝手さにムッとし、手を振り払おうとして……言葉を失う。

　見上げた先にある横顔が、湊さんのものだとは思えなかったから。こんなにも冷たい色をした瞳も、表情を失くした口元も……見るのは初めてだった。雰囲気さえも、ピリピリとした感情を含んだものに変わってしまっている。

　私のペースなんて無視して速いスピードで歩く湊さんは、私の知らない人みたいだった。




　強引に歩かされるかたちで着いた一之瀬邸。

　玄関に入っても湊さんの腕は離れることがなかった。

　ドアの開いた音を聞いて、リビングから出てきた藤さんが「ああ、やっぱり迎えに行ってたんですか」と呆れた声で言っても、湊さんは答えない。

　キッチンから出てきた木戸さんが「あら。ちゃんと会えたんですね。よかった」と笑顔を向けてくれても……湊さんは怖い顔のままだった。

「若社長？」

　藤さんたちもおかしいと思ったのか、それまでの表情を変え、不思議そうにする。呼ばれているのに何も答えない湊さんに連れられるまま、階段を上らされそうになったところで、バッと湊さんの腕を振り払った。

　力いっぱいに振り払ったからか、湊さんは弾かれたように驚いた顔をした。

「一体、なんなんですか！」

　怒鳴るように言うと、湊さんはますます目を見開く。

　藤さんも木戸さんも多分、びっくりしてこっちを見ているんだろうけれど、それもかまってなんかいられなかった。

「さっきの人は、ただの同僚です。歓迎会で夜遅くなったから、親切で送ってくれてただけです。それなのに、お礼も言わせてくれずに無理やり連れてくるなんて……どう考えてもおかしいです」

　あんなの強引すぎる。納得できない。

「塩澤さんの親切に、あんな態度で返すのは失礼すぎます！」

　私だけだったらいい。でも、あれじゃあ塩澤さんに申し訳なさすぎる。珍しく頭に血が上ってしまって、睨むように湊さんを見上げた。

「湊さんの家に置いてもらってるからって、全部を湊さんの望み通りにする義務なんてないはずです。縛りつけられる必要もない。もし、そんなに気に入らなかったのなら、明日にでも出ていきます」

　湊さんの瞳に、驚き以外の感情が広がる前に、顔を逸らす。それから、藤さんたちを見ると、目を丸くして私を見ていて……気まずさを感じ、うつむいた。

「木戸さん、お風呂いただいても大丈夫ですか？」

　目を伏せたまま言うと、少し間を空けてから「もちろんよ」と、いつものように温かい声が返ってくる。

「今日は、紗希ちゃんの好きな入浴剤が入ってるから。シャワーだけじゃなくて、ゆっくり温まってらっしゃいね」

　そろっと見上げると、優しい笑顔を向けられていて……小さな声で「はい」とだけ呟いた。

　湊さんのことは、見られなかった。多分、傷ついた顔をしているんじゃないかと思ったから。










たった二文字の重さ




　私の言ったことは、間違いだったのだろうか。いつもみたいに、余計な言葉を言ってしまったのだろうか……。

　眠れないまま、ひと晩ずっと考えていた。

　もし……もしも、あれがヤキモチからきた行動だったとしても、あまりに強引で、喜んで受け入れられることじゃない。

　だけど、もしかしたらもっと言い方はあったのかもしれない。湊さんは、仕事が忙しくて相当疲れてるはずだ。それでも、わざわざ私を迎えに来てくれたのに。

　そう考えると……高校の頃から何も変われていない自分に気づき、気持ちが重くなる。傷つけたかったわけじゃないのに、多分、傷つけてしまったから。

　朝の七時を指す時計を眺めて、ベッドの上で膝を抱え、昨日のことを思い出す。

　私が目を逸らしたあと、湊さんはどんな目をしていたんだろう。湊さんは、どう思ったんだろう。

　昨日から何度考えても、答えの出ない問いかけをまた繰り返したあと、『きりがない』と立ち上がる。ギシッと軋んだベッドの布団をキレイに戻してから、ドアノブに手をかける。

　そして、ひとつ深呼吸をしてからドアを引くと……あまりに勢いよく開くものだから、驚く。咄とっ嗟さに押して支えようとしたけれど、どんどん開いていく隙間から部屋の外を見て……びっくりした。

　湊さんが、私の部屋のドアに寄りかかるようにして眠っていたから。

　一歩下がると、座った状態で寝ていた湊さんの上半身が、ずるずるとこちらになだれ込んでくる。

「み、湊さん……起きてください！」

　このままじゃ、埒らちが明かない。

　ドアを押さえながら何度か声をかけたところで、ようやく湊さんの瞼まぶたがふっと上がり……すぐにガバッと起き上がった。

　立ち上がった途端、私を確認した湊さんは、安心したような情けないような顔をして、ため息を落とした。

「よかった……いてくれて」

　心からの安あん堵どとも取れるため息に、どういう顔を返せばいいのかがわからなくて、目を逸らす。

「湊さんは……ここで何やってたんですか？」

　そう聞くと、湊さんは「ああ」と少し困ったみたいに笑う。

　その笑顔を視界の隅で確認して……ああもう、と思った。

　怒ってたのに。ひと晩中考えたけど、やっぱり悪いのは湊さんだって、思ってたのに。笑顔ひとつで許してしまいたくなる。こんなこと、初めてだった。

「紗希ちゃんが出ていっちゃうんじゃないかって不安で。でも、怒ってるのに部屋に入るわけにもいかないから……ここで頭冷やしながら待ってた」

「待ってたって……まさかひと晩中？」

　驚いて聞くと、眉を寄せた笑顔を返された。

「ひと晩中。……呆れた？」

「呆れたっていうか……」

　そんな長い時間ここにいたなんて想像もつかなくて、パチパチと瞬きをしながら見上げている私に、湊さんが聞く。

「今のことだけじゃなくて。昨日のことも……呆れてる？」

　本当に不安そうな瞳に見つめられ、思わず黙る。

　私が……ひと晩ずっと、もっと言い方があったんじゃないかとグルグル悩んでいる間、湊さんも同じように考えてくれていたのだろうか。ここで、ずっと。

　そう思ったら、私なんかに必死になってくれる湊さんに、胸の奥からコポリと感情が溢れた。

「呆れてます」

　ひと言言うと、湊さんの顔にショックの色が広がる。

　それを見てから目を伏せ、ボソボソと続けた。

「だって、あんなの……塩澤さんに失礼だし。二度としてほしくない。……でも、許せないとは思いません。私も……言い方が悪かったですし……」

「……紗希ちゃん」

「そんな、謝る前から不安いっぱいの顔をされたら、許したくもなるじゃないですか」

　チラッと見上げながら言うと、湊さんはくしゃりと顔をしかめて笑い……それから、私に手を伸ばし、ぴたりと止めた。

「触ってもいい？」

　昨日、あんなふうに怒鳴ったりしたあとだからか、答えるには恥ずかしい問いかけをされ、バッとうつむく。それから、なんとか声を絞り出し「別に、いいですけど」と答えると。

　後頭部の髪を撫でられ、そのまま頭を抱き寄せられた。顔半分が、湊さんの肩口に軽くぶつかる。

「ごめん。紗希ちゃん。もう二度としないから、出ていかないで」

　耳元に落とされた、まるで懇願するような声に胸が締めつけられ、顔を歪めた。

「『出ていかないで』って、湊さんがちっとも部屋探ししてくれないから、出ていきようがありません」

　苦しい胸をごまかすように感情を込めない声で言うと、湊さんが笑う。耳元で動く弾むような空気を感じ、ほわっとした温かいものが心に広がる。

　本当に、湊さんといると胸の辺りが忙しい。忙しくて……嬉しい。

「そういえば、そうだったっけ」

　わざととぼけてるとしか思えない湊さんにため息を落とすも、それ以上何かを言う気にはならなかった。

　私自身、ここを本当に出ていきたいのかどうか、わからなくなってしまっていたから。もちろん、いつまでもお世話になるわけにはいかないけれど……湊さんに抱いてしまった感情のせいで、ハッキリと言えない。

「今日は、俺の部屋でふたりで朝食をとろうか。木戸さんにお願いして運んでもらうから」

　私の頭を離して距離を作った湊さんに言われ、迷う。

　木戸さんに迷惑をかけてしまうと思って。

　だから「だったら私が運びます」と言うと、湊さんは自嘲するような笑みをこぼしたあと「俺も運ぶ」と言った。




　結局、私が一往復、湊さんが二往復して運んだ朝食。その光景を不思議そうに見ていた木戸さんだったけれど、そのうち笑顔になり、「仲直りできてよかったですね」と湊さんを肘ひじでつついていた。

　ソファの前にあるテーブルにお皿を並べる。スクランブルエッグにベーコン、プチトマトに茹ゆでたブロッコリーやニンジン、ペンネのサラダ。それにパンが数種類と、牛乳。食後の紅茶は木戸さんがあとで持ってきてくれるということだった。

　相変わらず朝から豪華で彩り鮮やかな食卓に感心してしまう。もしここを出たら、私は飲むヨーグルト一本とかで朝食を済ませるんだろうなと思うと、あまりの差に呆れてしまう。

　歓迎会の話や、ここ最近忙しかった湊さんの仕事の話をしながら朝食を食べ終えた時、タイミングよく木戸さんが紅茶を持ってきてくれた。

　それをいただいて、ひと息ついて、そういえばと湊さんに話したいことがあったのを思い出す。

「あの、湊さん、話したいことがあるんですけど……」

「話したいこと？」

「はい……」

　頷いたものの、言葉が続かない。伝えようとしたのは、初めて会った翌日、ホテルで言ったことの謝罪だ。

　湊さんに言われたことを、私は軽い気持ちだと決めつけ、流してしまったから。

『俺と恋愛してくれない？』

　そう言ってくれた時、私は『からかってるなら、やめてください』って答えた。だって、とてもじゃないけど本気だとは思えなかったから。

　でも……木戸さんや藤さんの話を聞いて、『もしかしたら……』と思った。

　お母さんのことが理由のひとつとなって誰にも入れ込めなくなっているのなら、あの時湊さんが言ってくれた言葉は、湊さんにとって特別だったんじゃないかって。勇気のいるものだったんじゃないかって。

　事実がどうかはわからない。でも、あのあと『からかってるつもりも、遊ぶつもりもないよ』と言った声が傷ついているように聞こえたのを覚えている。

　だから、軽くかわしてしまったことを謝ろうとしたのに。……こんなこと、わざわざ掘り起こしたら逆に傷つけてしまうんじゃないかとか、今こうして普通に話せているなら、それでいいんじゃないかと思うと、続きの言葉が出てこない。

　でも……今謝らなかったら。いつか、高校の時の彼に感じている罪悪感以上のものに襲われるかもしれない。

　何が正しいのかわからなくて、頭の中が混乱して、しまいにはうつむいてしまう。だって、今まで誰かとこんなに向き合ったことなんてなかったから。

　黙ったままの私を、湊さんは温和な表情でしばらく待っていてくれたけれど……そのうちに何かを悟ったのか――。

「俺の母親の話？」

　そう聞いた。優しい瞳を向けられて驚いていると、湊さんが「木戸さんから聞いた。少し話したって」と教えてくれた。

　私はただあの日のことを謝ろうとしただけだけど、そう思ったのは木戸さんから聞いた話が原因だ。だから、違うとは言わずに「そうですか」とだけ答えると、湊さんは困ったような顔で笑う。

「もう終わったことだし、紗希ちゃんが気にしてくれる必要なんかないよ。ただ遊び回った挙句、浮気して出ていったってだけ。よくある話だろ」

　湊さんの声はいつも通り穏やかだった。

　でも、その中にどこか寂しさを感じて……じっと見つめて口を開く。

「よくある話だとしても、だからって傷つかないわけじゃないですから」

　そう告げたあと、少し驚いた様子の瞳を見て言った。

「だから、湊さんが話してくれるなら……私はそれを〝よくある話〟じゃなくて〝湊さんの話〟として聞きます」

　ゆっくり言葉に迷いながら言うと、湊さんは目を見開いてから、『まいった』とでも聞こえてきそうな笑みをこぼした。

「面白くなくてもいいの？」

「別に笑いたいわけじゃないので」

「俺は、できれば紗希ちゃんの笑顔が見たいけど」と言ったあと、湊さんは視線を下げ、しばらく黙る。過去に想いを馳はせているのか、どこか遠くを見つめているような瞳をして、湊さんがゆっくりと口を開いた。

「母親が出ていったのは、九歳の時だった。俺は父親の仕事とか見てきたからか、結構大人びた子供だったと思う。だから、両親の仲がうまくいってないのはわかってたし、母親がたびたび理由をつけて外出するのも、浮気だろうってわかってた。いずれ別れるんだろうなって覚悟しながら、表面上は笑って過ごしてた」

　その時の湊さんが目に浮かぶようで……胸が締めつけられるような痛みを感じ、キュッと唇を引き結ぶ。

　後ろにある出窓から、外の光が部屋に注がれていた。

「だから、母親が急に出ていくって聞いた時も、そこまで驚かなかった。でも……出ていく直前に俺の前に来た母親が、『すぐ戻ってくるから、それまでいい子で待っててね』って言って……わざとらしい笑顔と明らかな嘘に、むしずが走った」

　伏せた瞳に、冷たさがこもる。

　すっと温度が下がったように感じるほどで、思わず眉を寄せた。

「子供を放って遊びに出て、翌朝、酒の臭いをさせて平気で帰ってくるようなヤツが何言ってんだって、呆れた。こっちはとっくに見限ってるのに、それに気づかないで平気な顔して嘘をつかれて、一気に気持ちが冷めた」

　パチンと切られた言葉。いつも穏やかな湊さんのセリフとは思えないほど、ひんやりした口調に、彼が負った傷を感じて……ゆっくりと押し潰されていくみたいに胸が苦しくなる。

『ハメを外すことや、理性が伴っていない場所が苦手なのかな』

　いつか湊さんが言っていたセリフの意味を、ようやく知る。あれは、お母さんのことを思い出して言われた言葉だったんだって。

　ハメを外すほど飲んだり、強いアルコール臭だったり……そういうものが湊さんは嫌いなんだ。お母さんの嫌な部分を思い出すから。

「血が繋がっている実の息子にも笑って嘘がつけるなら、他人に対してなんかなおさらだと思った。子供の頃から周りの大人が、将来のために嫌ってほど俺に取り入ってきてたから、ある程度は割り切ってるつもりだったけど……。母親の笑顔の嘘で、全部が切れた気がした」

　最後に「信じたら負けだと思った」とこぼすように言った湊さんを、見ていられなくなって手を伸ばす。

　背もたれに寄りかかり、ソファの座面に放り出された手。そこに触れると、湊さんがハッとした顔でこちらを向いた。

　私は、『信じる者は救われる』なんて言葉は信じていない。誰かにそんなことを言われたら、『バカじゃないの』とか、『ずいぶん幸せな人生を送ってきたんですね』とか、ひどい言葉と一緒に、笑って切り捨ててしまうとさえ思う。

　だから、湊さんにそんなの間違っていると、お説教しようとしたわけじゃない。

　ただ……これ以上、冷たい横顔を見ていたくなかった。

「優しい嘘は残酷なんて、冷たい人には言えない言葉だと思うんです」

　そう話しだした私を、湊さんがじっと見る。

　自分でも、言いたいことがハッキリとまとまっていない。それでも、伝えたかった。下へ手たな言葉しか言えなくても、それでも。

「でも、湊さんはそれを私に教えてくれた。嘘の言葉じゃ意味がないんだって」

　私が、嘘をつけるようになりたいって言った時、湊さんは優しい嘘なんて残酷なだけだと言ったけれど。私は、その意味が最近、やっとわかった。湊さんを特別に想うようになって、初めて知った。

　湊さんを好きにならなければ、きっといまだに『あの時、嘘でも好きだって言えていれば』って、間違った後悔をし続けていただろう。

「私は、こんな時でもうまい言葉が思いつきません。落ち込んでるなら励ましたいって思うけど……うまくできない」

　情けないけど、事実だ。いつだってそう。私の言葉や行動は、一歩も二歩も遅くて、相手に届かない。

「でも湊さんは違う。初めて会った日……私の過去の話になった時。湊さんは励ましてくれた」

『俺だったらそんなこと思わない』って、まっすぐに目を見て言ってくれた。

「湊さんのくれる言葉は、いつだって優しくて嬉しいものだから……私は、湊さんを冷たいとか、薄情だとは思いません。少なくとも、私は湊さんの言葉で救われましたし。……大げさに聞こえるかもしれませんけど」

　湊さんが、執しつ拗ように自分のことを薄情だって言っていた背景には、お母さんとのことがあるのかもしれない。実の母親を見限った自分を、周りからもらう言葉を信じようとしない自分を、薄情とみなしているのかなと思った。

　でも、少なくとも私は、湊さんが冷たいなんて思わない。

　それを伝えたくて言うと……最初、弾かれたような顔をしていた湊さんが、次第に笑顔になる。気の抜けたような、彼の優しい微笑みに、話を聞いている間ずっと苦しかった胸がホッとする。

「大体、そんな顔ができる人が、冷たいわけないんです」

　口を尖とがらせて言うと、湊さんが笑ったまま口を開いた。

「紗希ちゃんは特別だから。今の顔は参考にはならないと思うけど」

『特別』という言葉に跳ねた胸を落ち着かせながら、顔をしかめた。

「でも、湊さんは、会った翌日からそういうこと言ってますし。それなのに『来る者拒まず、去る者追わず』とか、入れ込めないとか……別人のことだとしか思えません」

『去る者追わず』なら、ドアの外でひと晩中過ごすなんてことしない。それに……私への態度だって、好きだとか直接的なことは言われなくても、想ってくれているのを言動の端々に感じるし、淡泊だとは思えない。もちろん、もうからかってるとか遊びだとかも思わない。

　湊さんに、触れたままだった手を握り返される。

　見れば湊さんが微笑みを浮かべたまま私を見つめていた。

「だって俺、紗希ちゃんのことは信じてるから」

「……そんな簡単に」と呆れて言ったのに、湊さんはそれには答えずに続ける。

「素直になるのが苦手で、いつも意地張ってる紗希ちゃんが、必死に伝えてくれる言葉なら、信じられると思った。途切れ途切れの言葉で一生懸命伝えようとしてくれる姿を見て、疑おうなんて気は起きなくて……正直、自分でも驚いた」

　まっすぐな瞳を向けられ、言葉が出なかった。

「言葉に込められた感情の重さに敏感で、軽い会話ならすらすらできるのに、少しでもそこに重さを感じると、身がまえて言葉を返すまでに時間ができる。でもそれは、決してはぐらかそうとして黙ってるんじゃないから、ちゃんと待てば返事をくれる。しっかり考え抜いた返事を」

　ゆっくりと教えるように話してくれる湊さんが、さらに続ける。

「初めて会った日のうちにわかったよ。周りを傷つけたくなくて必死に頑張ってる子だって。何か言ったあと、俺がどんな顔してるか、不安そうな目で見てたから。素直に優しさを表すことができずにいる姿を見て、可愛いと思った」

　そっと伸びてきた手が頬を撫でる。それをくすぐったく思い、片目をつぶると、湊さんがクスッと笑った。

「そんな紗希ちゃんを、どうやって疑えばいいのか……惹かれずにいられるのか、それを教えてほしい」

　頬に触れていた手が後頭部に回り、抱き寄せられる。すぐに唇が触れ、肩が強こわ張ばった。好きだって、きちんと自覚してからのキスは……とんでもなく心臓に悪い。触れた途端、一気に湊さんへの気持ちが込み上げてきて溢れそうになるから、どうしていいかわからない。

　嬉しいって跳ねる胸は苦しいほどで……ドキドキと鳴る音が、静かな部屋に響いてしまうんじゃないかと不安になるほどだった。切なくて、なぜだか泣きたくなる。

「紗希ちゃん……口、開けて」

　何度か角度を変えてキスをしながら、湊さんが言う。

　唇をかすめる吐息にさえ、身体が震えそうになる。

「ん……っ」

　目を閉じたまま、おずおずとわずかに口を開けると、湊さんが笑ったのが空気の動きでわかった。

　その直後。唇を舐め取られ、そのまま舌が入り込んでくる。舌同士が触れ合い、ピクリと肩が動く。少しだけ温度の低い湊さんの舌に慣らされるように、じっくりと口内を撫でられ、気持ちがふわふわし始めていた。

「あ……」

　キスを続けながら、湊さんの手が胸に触れる。服の上からだけど、恥ずかしくて思わず目を開けると、キスを止めて距離を作った湊さんに、至近距離から微笑まれた。

「いい？」

　聞きながら耳にキスされ、身体がすくむ。

　いいかどうか聞きながらも、湊さんは私の意見なんて聞くつもりはないみたいで、身体に触れる手も、首筋に落とされるキスも止まる気配を見せない。

　ただ緊張からうるさかった心臓に、いろんな感情が絡まり、また動きが速くなる。

「いい……から、ベッドがいいです」

　私をソファに押し倒し、服を脱がしにかかっている湊さんに言う。ピタッと行為を止めた湊さんがゆっくりと視線を上げ、目が合う。

　いつもの穏やかな色じゃない。欲情に駆られた熱のこもった瞳に捕らえられ……身体が熱くなるのを感じた。

　今はまだ朝だ。それなのにこんなこと……とも思うけれど。こんなふうにされてしまえば、抵抗の言葉なんて出てこない。これが、惚れた弱味ってやつなんだろうか、ともう半分ほどしか動いていない頭でぼんやりと思った。




「あの……初めて会った翌日、私……っ」

　ベッドに胡坐あぐらをかいた湊さんは、私を自分の足の上に向かい合わせで座らせた。上半身全部が密着しているような体勢に恥ずかしくなりながらも、必死に言う。この話をしたかったのに言えていなかったって思い出したから。

「私あの時、湊さんに、遊びならやめてください、とか、ひどいこと……んっ」

『私で遊んだところで、楽しくないと思いますけど。『セフレにでもなってくれ』って話ならまだわかりますけど、そんなふうに言うなんて理解できません。からかってるなら、やめてください』

　湊さんは、本気で付き合ってほしいって言ってくれたのに、私はそんな言葉で返してしまったから。

　言葉の途中でキスされて驚いていると、湊さんが微笑む。見上げる瞳には熱がこもっているものの、とても優しく見えた。

「大丈夫。俺は傷ついてないから。紗希ちゃんが俺のところにいてくれるって決めてくれただけで充分だったから」

「……それしか選択肢くれなかったくせに」と憎まれ口を叩くと、すぐさまキスされ、「そうだっけ？」と笑われる。

　その間も身体をなぞる手が止まらないから、ビクッと反応してしまう。

「それに、もしも傷ついたり傷つけたりしたって、ちゃんと謝ればそれで済むことだから」

　穏やかな声で言われ、そっと視線を移すと、湊さんが頬を緩める。

「もし、紗希ちゃんが謝ろうとしてくれてたら、俺はちゃんと言葉になるまで待つ。だから、不安にならないで、ひとりで抱え込む前に俺にはなんでも言ってほしい」

「あ……っ、湊さん……」

　直後、動きだした指先に腰が跳ねた。

「ん？　……気持ちいい？」

　聞かれても、素直になんて答えられない。だからうつむくと、すぐそこにあった瞳に捕らえられ、キスされた。

「いいよ、言わなくても。顔見ればわかる」

　久しぶりに聞く、少し掠れた低い声。

　それだけで、初めて会った夜のことが頭に浮かび、恥ずかしくてたまらなくなる。

　はぁ……と熱のこもった息をついた湊さんが「紗希……好きだ」と直接耳に注ぎ込む。その声に、言葉に、胸を打ち抜かれ……息が詰まるかと思った。

「私……」

〝私も好き〟……そう言いたいのに、言葉が出てこない。声どころか呼吸まで震えてしまっていた。自分が使うことなんてないと思っていた言葉だからか、昔の思い出が邪魔するからか……どうしても続こうとしない声が胸に詰まり、苦しい。

　泣きそうになるのをこらえて、ただ湊さんを見つめていると、それに気づいた湊さんが視線を合わせてくる。

　私の言葉を待ってくれている瞳をじっと見つめながら、伸ばした手で頬に触れ……そのまま私からキスをした。

　ゆっくりと離れ、目の前にある驚いた瞳を見つめる。そして、はぁ……と息をついてから口を開いた。

「私も……私も、好き……」

　言葉にできた途端に一気に涙が溢れるから、それを拭おうとしたのに。それよりも先にキツく抱きしめられる。ギュウッとお互いの存在を確かめ合うように抱き合って、また少し涙がこぼれた。

　好きな人に好きって言うことが、こんなにも緊張して満たされるものだなんて、初めて知った。

　必死に伝えた言葉が相手に届くことが……こんなにも幸せなことなんだって、知らなかった。










迫られた決断と、見えた答え




「ところで、さっきはあんなこと言いましたけど、本当にいいんでしょうか」

　ベッドに横になっている湊さんに言う。

　太陽はもうだいぶ上っていて、朝というよりは昼だった。

　脱がされた服を羽織ってから振り向くと、湊さんはうつ伏せになったまま、こちらを見ていた。

　上半身裸のままだから、目に毒だ。さっきまで触れ合っていたとはいえ、ドキドキする。

「いいって何が？」

「湊さん、イチノセの副社長って立場があるのに、私なんかと……って。会社の繁栄のために、決められた相手とかいないんですか？」

　ベッドの端に腰かけて言うと、「ハハッ」と楽しそうに笑われてしまった。なんだかご機嫌だなと思う。

「うちの会社は、いくら仕事のためとは言え、そんな政略結婚みたいな真似は勧めてないから大丈夫。社員だって自由に恋愛して結婚してるし」

「でも、湊さんは社員じゃないでしょ」

「俺も自由だよ。父親にも特に何も言われてないしね。ただ、周りはやたらと娘だなんだって紹介しようとしてくるけど」

　やっぱりそういう世界なのか……と思う。イチノセの次期社長と結婚したら、その家にとってはプラスにしかならなそうだし。

　湊さんと結婚、なんてことを考えているわけじゃない。でも、相手が相手なだけに、もっと慎重になったほうがいいんだろうかと思い、黙っていると、ベッドの上に置いていた手を握られた。

　見ると、うつ伏せに寝たままの湊さんがニコリと微笑む。

「誰を紹介されたところで、俺は紗希ちゃんがいいから」

　そんな簡単なことなんだろうか。

　そう思いながらも、湊さんがあまりに満足そうに頰を緩めているから、それは言わずに笑みを落とした。

「盲目もいいところですね」

　立場の違いは、私が考えすぎるだけで、湊さんにとっては本当になんでもないことなのかもしれない。そうも思ったけれど……。

　やっぱりそんなの甘かったんだ、と意外なかたちで思い知ったのは、それから一週間が過ぎた頃だった。




　八月中旬。

　夏のボーナス時期の預金獲得率、そして、融資額。いつもは目標に届かないことが多いけれど、今回は違った。目標として設定していた数字を大幅に超え、普段は鬼のような支店長もニコニコと機嫌がいい。

　そして、ご機嫌なのはどうやら支店長だけじゃなく、会長も同じようで。もとからきっぷのいい会長が、行員をねぎらうためにお疲れ会なるものを開こうと言いだした。

　利益が出たら行員に還元する、というのが会長の考えらしい。臨時ボーナスを出してくれるなら、とてもいい会長だなぁとも思うんだろうけど……。お疲れ会となると少し面倒だなという思いが先に立ってしまうのが、正直なところだった。

　人数の関係で、数店舗ごとにまとめて行われるお疲れ会は、イチノセのホテル会場で行われるということを知って、ああそういうことかと思った。これも、商談を有利に進めるための材料なのかなって。

　イチノセに取り入るために、うちの銀行の名前でイチノセのホテルを使うなんて、わかりやすく媚こびすぎなんじゃないかと苦笑いが浮かんでしまう。ほかの銀行と差をつけるためには、必要なことなんだろうけど……せめて月曜日は避けてほしかった。

　今日、お疲れ会に召集されたのは、ふたつの支店と、本店。つまり、矢沢さんがいるところだ。

　支店の行員がそれぞれ、二十人。そして本店にはその倍以上の人数がいる。さすがに、こんな行員の集まる場で何か言ってくることはないかな、と思いながら会場の端っこに立っていると、石田さんが近づいてきた。

「はい、これ。森野、放っておくと全然食べないから持ってきてあげたわよ」

　今日の会は立食のバイキング形式。会場の奥にずらっと料理の置いてあるテーブルがある。見る限り、二十品目以上のメニューが並んでいた。

「ありがとうございます」

　石田さんが白い皿によそってきてくれたのは、エビチリや、数種類のサンドイッチ、それにチーズやハムにプチトマト。脂っこい物が少なくてよかった。

　端のテーブルの前に移動し、周りを見渡すと、すでに酔っぱらった様子の会長が、離れたテーブルで男性行員に囲まれていた。そのままグルッと場内を見ると、知っている顔がちらほらと見受けられる。

　いつも、飲み会はラフな格好で行われるけど、さすがに今回は開催場所が場所なだけに、〝スーツで〟というドレスコードが設けられた。

　アパートから荷物を運び出す際、念のため……と一着、手元に置いておいてよかった。

「そういえば、イチノセの話、本格的に動きだしたみたいね」

　サンドイッチをもぐもぐと食べながら言う石田さんに、「らしいですね」と頷く。

　数週間前までは、石田さんを含む代理レベルにしか話は下りていなかった。でも今は、知らない社員はいないんじゃないかと思うほどに、話が行き渡っている。

　どうやら形勢はあまりよくないらしく、焦あせってる……という話だけど、実際のところは知らない。

　詳しいことは本店の営業部しか知らないとかで、情報通の石田さんもそこまでは把握していないようだった。

「お疲れ会なんて言いながら、魂胆がバレバレよね。わかりやすすぎて、呆れない？　しかも平日とか……きっと、金曜の夜とかは予約が先までいっぱいで仕方なかったんだろうけど、何も月曜日って……本当にあり得ない。こんなスタート切る一週間なんて、絶対長く感じるわよね」

「さっき、同じことを考えてました」

　プチトマトをフォークで刺しながら頷くと、石田さんが続ける。

「イチノセ側は、ローンを一ヶ所でまとめる考えはないみたいだから、可能性があるって考えてるのかもね。ほら、額が大きいと、いくつかに分けとくほうが安心だし」

「ああ、ひとつにまとめて、そこが倒産しちゃったら大変ですしね」

「そう。だからその候補に残るために、こうして大きな会場を押さえられるくらい業績がいいって見せつけつつ、イチノセ系列のホテルを使って恩を作っておく……本当、いやらしくて嫌になるわー」

　気に入らなそうな声で言う石田さんに共感して「ですね」と答え、プチトマトを口に入れる。

　壁にかかっている時計が二十時半を指していることに気づき、湊さんたちはもう夕飯を食べたかなと思う。最近、仕事は少し落ち着いてきたからって言ってたけれど、まだまだ忙しそうで身体が心配になる。

　疲れているそぶりを見せない人だって知ってるから、余計に。

「森野、間違っても今、イチノセの御曹司の家にお世話になってるなんて、矢沢にバレないようにしなさいよ。駒として使われちゃうから」

　耳打ちするように言われた言葉に、〝駒〟ってどういう意味だろうと思い、考えていると……石田さんが「あ、そうだ」と、思い出したような顔をして話題を変える。

「家といえば、おじいちゃんが新しい部屋見つけたから、って森野に連絡しようとしてたんだった」

「え……清四郎さんが？」

　聞くと、石田さんが頷く。

「なんか、知り合いの大家さんが管理してるアパートの部屋に空きが出たんだって。場所的にも、今までのアパートより会社に近いし、家賃も広さも、森野の希望に添ってるみたいよ。まだ建てて五年とかだから、新しいって話」

「へぇ……そうなんですか」

「そうなんですかって、他ひ人と事ごとみたいに」

　そう笑った石田さんが「森野の話でしょ」と言う。

「どうする？　見学したいなら、私から伝えておくけど」

　咄嗟に答えが出なかった。突然だったからっていうのもあるけれど、頭が真っ白になってしまって。

　ずっと一之瀬邸にいるつもりはなかった。湊さんがちっとも探してくれないから、自分でアパートを探さなきゃって思ってたし。だからこれは、嬉しい話のはずなのに。

　なんで即答できないんだろう。

　瞬間的に浮かんだ、湊さんの微笑みと、離れたくないって思いに戸惑いながら、視線を手元の皿に落とした。

「ありがとうございます……。少し、考えさせてもらってもいいですか？」

「大丈夫じゃない？　雑誌とかに掲載するにしても、部屋のクリーニングしてからだろうし、まだ前の人が出ていったばかりって話だから。少し待つように言っとくわよ」

　カツサンドを食べながら言う石田さんに「すみません」と謝ってから、はぁ、と小さく息をついた。

　湊さんのところにいつまでもいたって、迷惑をかけるだけ……そうわかっていても、一緒にいたいなんて思ってしまう自分に困惑する。

　でも……そうか、と思う。いずれはあの家を出なくちゃいけないんだと。そんなこと、それこそ住み始めた時からずっとわかっているつもりだったのに、どこか現実的に考えていなかった自分に気づき、呆れてしまう。

　いつから、一之瀬邸を出ていくことを考えなくなっていたんだろう。後回しにするようになっていたんだろう。

　湊さんと離れたくないから、無意識に考えないようにしていたんだろうか……とぼんやり思う。

　今、石田さんの話を聞いて、ようやく離れて暮らすってことを実感した。毎日のように湊さんと当たり前に会える今が特別なんだって、身に染みてわかり……胸にぽっかりと穴が開いたみたいだった。

『ごめん。紗希ちゃん。もう二度としないから、出ていかないで』

　いつかの湊さんの、懇願するような声が何度も頭の中に響いて……ただぼーっと立ちすくむことしかできなかった。




「紗希」

　どこまでも沈み込もうとする気持ちを無理やり吹っ切るために、一度席を外して会場に戻ろうとした時。不意に声をかけられた。

　見れば、入口近くの壁にもたれている矢沢さんがいて……こちらに近づいてくるから、うわ……と思う。

　正直、会いたくなかった。

　矢沢さんだって、この間のことがあるのに、なんで平気な顔して話しかけてくるのかわからない。頭がおかしいのだろうか。

　笑みを浮かべて近づいてくる矢沢さんに、嫌々視線を合わせた。

　矢沢さんは、私から一メートルほど離れたところで立ち止まる。奥の会場からはガヤガヤとした声が聞こえているけれど、会場前のこの場所には、人ひと気けはない。

「名前で呼ぶの、やめてもらっていいですか？」

　もうそんな関係じゃないんだから。

　矢沢さんは私をじっと見たあと、「ハッ」と笑みを吐き出す。そして「イチノセの御曹司に誤解されちゃいますから……って？」と返してきた。

　なんで湊さんのことを知られているのか……。まさか、と思い、言葉を失っていると、口の端を上げた矢沢さんが続ける。

「イチノセの副社長が多忙らしくてなかなか会えなくてさ。何度か一之瀬邸の周りをウロウロしてたら、紗希が入っていくのを見たんだ。どうせどっかの金持ちの愛人でもやってんだろって思ってたけど……いやいや、まさかイチノセとは」

　ニヤッとした顔から、そっと視線を逸らす。

　そして、バレたことで、何かマズいことがあるだろうかと、焦る頭の中で考えを巡らせた。

　湊さんは、善意で私を泊めてくれているわけだし、私だって悪いことをして居座っているわけじゃない。個人の付き合いとなれば、会社には関係ないし、矢沢さんが何か言ってくることはないはずだ。

　……と、そこまで考えてから、あることに気づき、血の気が静かに引いていくのを感じた。

　今、イチノセのローンをかけて、いろんな銀行が名乗りを挙げている状態だ。もちろん、うちの会社も。その中からどこを選ぶかは、湊さんや湊さんのお父さんたちが決めるんだろうけれど……。

　もしも、うちの会社が選ばれたとして。私の存在は、周りにどう映るだろう。

　そんな疑問を頭に浮かべて青くなっている私に、矢沢さんが言う。

「イチノセの社長は今、軽井沢って話だし、おまえの相手は副社長だろ？　すげーよな。キレイな顔に生まれて役に立ったじゃん。そんな冷めた性格じゃ、どうせ恋愛なんかできないんだから、おまえは金もらって関係持つとかそういう付き合い方のほうが合ってんだろうし」

　そう、ニヤニヤ笑った矢沢さんに、心臓が嫌な音をたて始める。

「でもさ、時期がマズいよなぁ？」

　挑発するような瞳を向けられ、ギクッと身体を揺らすと、矢沢さんはそんな私に満足そうな笑みを浮かべた。

「もし、イチノセがうちの銀行を選んだとして。そのあとで紗希の存在が公になったら、周りのヤツらってどう判断するんだろうな。うちの銀行が女を使って糸引いてた、とか勘ぐられたら、どうなると思う？」

　ドクン、と一度大きく跳ねた胸が、ドクドクと不穏な音を響かせ、身体を揺らす。

　見下すような目を向けてくる矢沢さん。

　その光景を捕らえた視界ですら、揺れている気がした。

　青くなった私に、矢沢さんは笑みを浮かべたまま口にする。

「そんなんがバレたら、うちの銀行にも迷惑がかかるし、イチノセにとってもマズいよな。そんな、女にうつつ抜かして仕事を決めるような御曹司が次期社長ってなれば、周りの目も変わる」

　矢沢さんは、私と湊さんがどういう関係かまでは知らない。だったら、ただの遊びだってことにしておけば、矢沢さんの思い通りにはならないかもしれない……。

　と、そこまで考えて、『そんなの甘い』とグッと奥歯を噛んだ。

　問題は、気持ちじゃない。周りにどう映るか、だ。

　私が、湊さんの家に住まわせてもらっている事実は、どんなにごまかしたって変わらない。

「どんな関係だか知らねーけど、世話になってんだろ？」

　ただ黙ることしかできない私をじっと見つめた矢沢さんが、ゆっくりと口を開く。

「おまえとの関係がバレたら、その御曹司が頑張って築き上げてきたものが、一瞬にして崩れる」

　耳にした途端、ズン……ッと胸の中心が重くなり、視界が大きくぶれた。

　考えればわかることだった。イチノセのローンを巡って、うちの会社も名乗りを挙げてるって時点で……もっときちんと考えれば気づけたのに。

　いつか石田さんとだって、話した覚えがある。矢沢さんは、アプローチ前にイチノセの誰かしらに取り入るために、周りをウロウロしてるんじゃないかって……野心がありそうだしって。

　そこまで考えたなら、一之瀬邸への出入りを見られる可能性があるってわかったはずだ。なのに私は……自分の気持ちに必死になって、気づけなかった。初めての恋でいっぱいいっぱいで……多分、いろんなものが見えていなかった。

『森野、間違っても今、イチノセの御曹司の家にお世話になってるなんて矢沢にバレないようにしなさいよ。駒として使われちゃうから』

　さっき、石田さんが言っていた言葉の意味に、ようやく気づく。駒として使われるっていうのが、どういうことなのか。

　その答えを、矢沢さんが口にする。クックと、喉の奥で愉快そうに笑いながら。

「そんな顔すんなって。ただ、取引しようって話だ。おまえが一之瀬さんとこに出入りしてるってことは、まだ俺しか知らない」

　始まったばかりの想いなのに……。

「俺を、御曹司に親しい友達としてでも紹介してくれるなら、黙っててやるよ」

　それを弱味として握られてしまうなんて、思いもしなかった。こんなにあっけなく。

「俺は契約を取れて、紗希は御曹司のとこにそのままいられる。そのうえ、うちの業績が伸びたら、臨時ボーナスも出るかもしれないし。悪い話じゃないだろ？」

　目の前にいるはずの矢沢さんの声が、どこか遠くに聞こえ、視界もぼやけてきて、気づくと床を見つめていた。

　赤い絨じゅう毯たんがどんどんとぼやけていき、波にでも呑み込まれたかのようにグラグラと揺れる。本当に水の中にでもいるように耳も目もきちんと機能していないのに、頭の中だけはなぜか冷静で、矢沢さんの言葉が繰り返し響いていた。

　矢沢さんが言っていることは正論だ。自分の成績を上げるために、こんなふうに脅してくるのは卑怯だとしても……それ以外は、言う通りだ。私の存在がバレた時……私は、湊さんにとって邪魔者にしかならない。彼の立場を危うくするだけだ。

　だからといって、矢沢さんの取引に乗るつもりもない。湊さんに口利きするなんて、湊さんが必死に頑張ってきた仕事の選択肢を奪うなんて、考えられない。あり得ない。

　離れなくちゃ。出ていかなくちゃダメだ。

『湊さんのところにいつまでもいたって、迷惑をかけるだけ』

　さっき、そう実感したばかりのことを、再び目の前に突きつけられた気がして、顔を上げられない。まるで、四角い箱の中にでも閉じ込められたかのように、希望を断たれた気分だった。

　気づけば、ひと粒、またひと粒と、涙が床にポタポタと落ちていて、それを他人事のようにぼやけた視界で眺めていた時。後ろから、目元を手で覆われた。軽く触れた大きな手に驚いて、パッと振り向くと……そこには、ニコリと微笑む湊さんがいて、息を呑んだ。

「なんで……」と、意識せずに漏れた疑問に、湊さんがにこやかに答える。

「うちの系列ホテルだしね。調べればすぐわかる。たまたま、ここのホテルで打ち合わせが入ってたんだ。で、さっき終わったんだけど、紗希ちゃん、今日お疲れ会だって言ってたし、もしかしたらいるかなと思って覗きに来たら、本当にいたから。会えてよかった」

　打ち合わせ……ってことは、仕事で来てたのか……。混乱する頭でそれだけ理解しながらも、どうしようと必死だった。

　湊さんとこうしているのを見られたところで、どうせもう矢沢さんにはバレているんだから、問題はないのかなとか。湊さんに、今の話の内容を聞かれていないか……とか。疑問が目まぐるしく巡る。

　何も言えない私を見つめていた湊さんは、ニコリと笑ってから……その視線を矢沢さんに移した。

「……で。紗希を泣かせたのは、こいつ？」

　怒りを含んだ低い声に驚いて隣を見上げる。湊さんは、口元には笑みを残したままだったけれど……瞳は笑っていなくて、その横顔にゾクリとした。

　先週、塩澤さんとのことがあった時とはまた違う。感情のなくなった瞳ではなく、刺すような冷たさが瞳を支配していた。

　目を見開いた途端、涙が頬を伝い、その感触で自分が泣いていたことを思い出す。湊さんがニコニコしていたから忘れていた。

「初めまして。一之瀬です。……紗希の昔の恋人だろ？　藤から聞いてる」

　低く尖ったような声に違和感を覚えて、ただ横顔を見ていたけれど……矢沢さんが「藤……？」と不思議そうな声を出したから、視線を彼に移す。

　わけがわからなそうに顔をしかめている矢沢さんは、湊さんの突然の登場に、少し混乱しているようだった。

「俺の家の前で紗希を口悪く罵ののしってたって、付き人から聞いてたんだ。顔までは知らなかったけど……そのバカにしたような態度ですぐにわかった」

『俺の家の前』って言葉で、ようやく人物を把握できたのか。湊さんが言った〝一之瀬〟が〝イチノセ〟だって理解した様子の矢沢さんが、慌てた様子で頭を下げる。

「すみません。挨拶が遅れまして……私は――」

「いや、いいよ。名前なら知ってる」

　自己紹介を遮られた矢沢さんが戸惑った顔を上げると、湊さんは見下すような目を矢沢さんに向けた。

「今の話、大体は聞かせてもらった。ずいぶんと俺の立場を考えてくれたみたいだし、そこはお礼を言ったほうがいいのかな」

　文字だけ見れば、穏やかな会話に思えるかもしれない。でも、湊さんの口調や声色は、不穏そのものだった。

　そんな口調のせいか、冷たい笑みのせいか、雰囲気がピリピリしていて、まるで上から押さえつけるような威圧感があった。

「今の話の通り、紗希を人質に取るつもりなら俺にも考えはあるけど……どうする？」

　そう聞いた湊さんに、矢沢さんは、まるで逃げ道をなくしたように焦った顔で、何も言えずに黙っていた。いつもペラペラと何かを言っている彼が、こんなふうに黙り込んでいるのは珍しい。

　それほどまでに、湊さんの存在が恐怖に映ったのだろう。

　湊さんが言っている考えっていうのがなんなのかは、正確にはわからない。でも、さっきの話を聞かれていた以上、矢沢さんにはもう勝ち目はないと思う。

　私を使って湊さんに取り入ろうとして失敗した……ってなれば、大問題だ。矢沢さんの行為は、うちの銀行の分ぶを悪くしただけになってしまったのだから。

　それを、湊さんの口からうちの会社に言われたら……。

　おそらく、矢沢さんも同じことを考えたんだろう。顔色が一気に悪くなっていた。

「あ、あの……自分は――」

「会社同士の問題にしたいわけじゃないだろ？」

　何か弁明しようとしたのか、震える声を出した矢沢さんを、湊さんが遮る。まるで追い打ちをかけるように問われ……矢沢さんは、青い顔をして「はい」と静かに頷いた。

「よかった。……じゃあ、さっきの言葉は、俺も紗希も聞かなかったことにする。それでいい？」

　湊さんがわずかに声色を和らげても、それに気づく余裕もないのか、矢沢さんは「はい」と覇気のない声を出すだけだった。

　私にいろいろ言ってきた時のような愉快そうな声も、生き生きした表情も、もうどこにも見当たらない。

　そんな矢沢さんに、湊さんが近づいて……目の前で立ち止まる。

「俺の家に出入りしてるってとこまで突き止めたのに、俺が常に手元に置いておきたいくらい大事にしてる子だってとこまでは、頭が回らなかったのか？　まぁ、こんなかたちで話を持ちかけてくるんだから、わからなかったんだろうけど」

　そう言った湊さんが、一拍空けてから言う。

「大事な子が泣かされて、大人しくしてる男なんかいない。少なくとも俺はそう。よく覚えとけ」

　より一層、低くなった声。

　私の位置からは、湊さんの表情は見えなかったけど……矢沢さんが目を伏せ、怯えた様子で「……はい」と返事をしたのは確認することができた。




　間もなくして終わった、お疲れ会。

　二次会の誘いを断り、足早にホテルを出ようとすると、ロビーに湊さんの姿があった。私を見てすぐに立ち上がったところを見ると、待っていてくれたらしい。

　もしかしたら、矢沢さんとあんなことがあった手前、心配してくれていたのかもしれない。

「もう帰れる？」と言われて頷くと、湊さんは「じゃあ行こうか。駅に車を待たせてるから」と、私の手を取った。

　誰かに見られたら……と思い、咄嗟に後ろを振り返る。知っている顔がいないことに安心した自分に気づき、苦笑いが漏れた。

　こんな、コソコソしなければいけない関係はやっぱりよくない。矢沢さんの言っていた通り、タイミングが悪い。

「さっきの、矢沢とかいう男。全くいいヤツには思えなかったんだけど……なんで付き合ってたの？」

　不意に話しかけられて顔を上げると、隣から私を見下ろす湊さんと目が合った。

　理解できなそうにわずかに顔をしかめている。

　二十一時を過ぎた空は暗い。でも、駅が近い街中にはまだ光が溢れていた。店からこぼれる明かりも、街灯の明かりも、まぶしいほどだ。

「見る目がないって、上司にも言われましたし、今は自分でもそう思います」

　いいところなんて、ひとつも見つけられないような人と付き合うなんて、どうかしてたとしか思えない。

「まっすぐに私を見て、『好きだ』って言われて……断ったら、傷つけるかもしれないって考えてたら、押し切られて。今まで付き合った人、みんなそんな感じでした」

　告白された時、なんて断ったら傷つけずに済むんだろうって怯んでしまうのは、高校の時の彼の顔が頭をよぎるからだ。

　そして、どうしよう……って考えている間に、強引に話を進められてしまって……いつも同じ結果になる。

「それで付き合って、結局ひどいこと言われておしまい？」

「はい。憎まれ口は、得意のはずなんですけどね。自分に好意を持ってくれてた人には、言葉が出なくなるんです」

　本当に情けない……と思いながら言うと、湊さんは少し黙ったあと、はーっと大きなため息を落とした。

「本当、紗希ちゃんチョロすぎて心配になる」

　……私を『チョロい』って言うのが流は行やってるんだろうか。みんなして口をそろえて『チョロい』『チョロい』って……と少しむくれると、困ったような顔をして笑った湊さんが私を見る。

「真面目な顔して好きだって言われたら、断れなくなっちゃうの？」

「……昔はそうだった、ってだけです」

　少なくとも、今は違う。〝好き〟って気持ちを知った今、誰かに告白されたってきちんと断れる。

　そう思い口を尖らせると、湊さんは笑みを浮かべたまま「じゃあさ」と言った。

「俺が毎日『好きだ』って言い続けたら、ほかの男を見ない？」

　この人は本当に……と、呆れてしまう。何を心配してこんなことを言っているんだか知らないけど。今、湊さんと私は一応〝付き合ってる〟って状態なのに。

「バカじゃないですか」とため息交じりに言っても、湊さんは私をじっと見ることをやめないから、根こん負まけしてもうひとつ息をついた。

　それから、睨むようにして見上げる。

「告白を断れなかったのは、恋愛感情をよく知らなかったからです。特別に大事な人もいなかったから、とにかく目の前の人を傷つけちゃいけない、ってひたすら思ってて。でも、今は違うでしょ。……私だって、誰を一番傷つけちゃいけないか……傷つけたくないかってことくらい、もうわかってます」

　言いづらさのあまり、半分もごもごして、半分怒ったような感じになってしまった。それでも、必死に言葉にすると、それを聞いた湊さんが目を丸くしたあと、破顔する。

　その柔らかい笑顔に、勇気を振り絞って言ってよかった……と、私もうっかり表情を緩めそうになってハッとした。

「こういうの苦手だから、すぐ不安そうにするのやめてください」

　恥ずかしくなって、ついつい憎まれ口を叩いてしまった。

　でも、湊さんは「ごめん」と言いながらも、嬉しそうな顔をやめないから、『まったく……』とこっそり笑みをこぼした。

　それからすぐに駅に着き、乗り込んだ車の中で。

　運転席に座る藤さんの後ろ姿をぼんやり眺めていると、湊さんが言う。

「矢沢の言ってたことは、気にしないでいいから」

　私が一之瀬邸にいるせいで問題が起きている……なんて思う必要はないと言いたいんだろう。

　だから、「そうですか」とだけ返した。

　車の中、座席の上で繋がったままの手。湊さんの手の大きさや温かさを感じながら、黙って一之瀬邸までの道のりを揺られた。

『まぁ、ゆっくりでかまわないでしょう。森野さんからしたら、若社長の手を取るということは、違う世界に飛び込むも同然ですし、覚悟も必要でしょう』

　いつか藤さんに言われた〝覚悟〟という言葉が、頭の中をぐるぐると回っていた。










そばにいるために




「住む部屋が決まったので、来週中に出ていきます」と言うと、藤さんは絶句した。一重の切れ長の瞳がまん丸くなっている様子を、珍しいなぁと思いながら眺めた。

　お疲れ会から五日が経った、土曜日の朝七時。

　数分前、湊さんがまだ寝ている時間を見計らってこの部屋を訪ねた時も、藤さんはそこそこびっくりしていたけど……今の驚き具合は、その時とは比べ物にならないほどだった。

　初めて入った藤さんの部屋は、書類やら本やらが散乱していた。

　きちっとしてそうなのに意外に思う。

「片づけ、苦手なんですか？」

　部屋を見渡しながら言うと、藤さんは「ああ、苦手なのに加え、ここのところ忙しかったですからね」と呆然としたまま答えて……それから、眉をひそめた。

「それより、出ていくというのは？」

「言葉の通りです。いつまでもこちらにお世話になっているわけにもいかないので。ちょうど部屋も見つかりましたし、一昨日下見して決めてきました」

　清四郎さんが見つけてくれた部屋は、立地も間取りも家賃も、特に問題なさそうだったから、その場で即決した。

「部屋って、若社長が？」

「いえ。別の人に頼みました。湊さんは……探してくれてるんだか怪しいので」

　苦笑いを浮かべて言うと、藤さんも同じ意見だったのか「でしょうね」と、同じような表情を返した。

　それから……また真面目な顔に戻る。

「でも、なんでまた急に」

「急に……というか、長くお世話になりすぎたくらいです。本当ならすぐ出ていくべきだったのに、湊さんの厚意に甘えすぎました」

　下見に行きたいと清四郎さんに連絡した時、『じゃあ、十八日の木曜日に見学ってことで、大家には伝えておくからね』と言われてハッとした。七月十八日の私の誕生日に湊さんに出会ったから、もう一ヶ月もお世話になっていることになる。

　部屋探しなんて、しようと思えばすぐにできたのに……この家の心地よさに、甘えていた。こんな生活はどう考えたっておかしかったのに。

　そう説明すると、藤さんは何かを考えているのか、真顔のまましばらく黙った。それから、「矢沢とかいう男に何か言われたらしいですね」と言う。

「若社長から聞いてます。取引の駒に使われそうになっていたって。……それを気にしてるんですか？」

　じっと探るような瞳を見て、首を振る。

　あれが、考えるきっかけになったのは確かだ。でも……。

「違います。今言った通り、今までのこの生活がおかしかったんです」

　そこで一度言葉を切ってから、藤さんに視線を合わせた。

「湊さんと一緒にいたくないわけじゃないんです。ここが嫌なわけでもない。でも、ただ甘えているだけの今の状態じゃ、湊さんの隣に立つ自信がありません」

「自信、ですか？」

　わからなそうに聞いてくる藤さんに頷く。

「お疲れ会の日、帰りに湊さんと並んで駅までを歩いてる時、不安でした。誰かにバレたらどうしようって」

　会社の人に見られたらって、どこか後ろめたかった。

「悪いことをしてるわけじゃないけど、ここにいる限り、きっと後ろめたさを感じ続ける。たとえ、ローンの問題が解決しても、ずっと」

　タイミングが悪いんだと、最初は思った。でも……違う。

「借りしか作っていないこの状態で、湊さんの隣になんていられない。だから」

　まっすぐに見つめている先で、藤さんはしばらく黙っていて……そのうちに、小さな息をついた。

「つまり、この先も若社長と一緒にいるために、この家を出ると……そういうことですか？」

「そういうことです」

　答えた私に、藤さんは納得いかなそうに言う。

「だったら、そんなの遠回りにも思えますがね。若社長が『いい』って言ってるんだから、素直に甘えておけばいいんじゃないですか？」

「素直になるのとか、苦手なんですよ」

　すぐさま言うと、藤さんは「ハハッ」と笑って……それを苦笑いに変えた。

「説得するの、誰だと思ってるんですか？」

　こうして、わざわざ部屋を訪ねてきた意味を、藤さんはもう気づいているみたいだった。わざと湊さんのいないところで話した意味を。

「湊さんに言うと反対されそうなので……湊さんが忙しい日を教えてください。荷物はあまりないので、一日で運び出しますから」

　それでも、ひとりでは無理だろうから、業者にお願いすることにしている。

　一之瀬邸を出たら、清四郎さんの家に寄って、そこで家具や家電を乗せ、新しいアパートに向かう予定だ。

　そしてそれを、湊さんには内緒で行う。話して円満に……とも最初は考えたけれど、どう考えても説得できる気がしなかった。

　私だって、ここにいたい気持ちもあるから、あまりにごねられた場合、折れてしまう可能性もある。……でも、それじゃダメだから。

　スタートラインに立つまでは、秘密にさせてもらうことにした。新しい部屋に荷物を運び入れて生活を始めてしまえば、さすがに湊さんだって連れ戻そうとはしないだろうと考えて。

「最後まで迷惑をかけてしまって、すみません」

　そう頭を下げると、藤さんはしばらく黙ったあと、ふー……と長い息を吐いた。

「来週、若社長は金曜日から泊まりの出張です。土曜日の夕方か夜、帰宅予定です。それでどうにかなりますか？」

　嫌そうに言う藤さんに申し訳なくなりながら「じゃあ、金曜日にお休みを取って運び出しを済ませます。よろしくお願いします」と頭を下げる。

「森野さんがいないことに若社長が気づいたら、そのうち森野さんから連絡が来るから大人しく待っておけ、とでも言っておけばいいですか？」

「はい。引っ越しが無事済んで、落ち着いたらちゃんと連絡するので」

　金曜日に荷物を運んで土日で片づけて……早ければ、月曜日にでも連絡できるかもしれない。そう考えていると、藤さんがふっと諦めたように表情を緩める。

「歯の二、三本、覚悟しておいたほうがよさそうだな……」

　ボソッとこぼされた言葉があまりに物騒で、思わず笑ってしまった。

「笑い事じゃないんですよ。言ったでしょ。あの人はどういうわけか森野さんに本気だって」

　いつかも同じようなことを言われたなぁと思いながら「……本当、もの好きですよね」と呆れ笑いを浮かべていると、藤さんが言う。

「ああ、できれば新しい住所、教えておいてもらえますか？　森野さんが出ていったあとも、しばらくはここに森野さん宛の郵便物が届くんでしょう？」

「あ、はい。来週頭にでもすぐ手続きするつもりですし、まとめておいていただければそのうち取りに来ます。でも一応、藤さんには知らせておきますね」

　最初からそのつもりだったから、あらかじめ用意しておいた、住所を書いたメモを渡す。

「矢沢さんのことみたいに、湊さんに言わないでくださいね」

　一之瀬邸の前で矢沢さんにいろいろ言われた時、湊さんには知らせなくていい、って伝えたのに……。

　今度こそ釘を刺すと、藤さんは「若社長の頼みは絶対ですから」と悪気なんか見せずに口角を上げる。

「でも、森野さんが部屋の片づけを済ませる間くらいは、黙ってられますから。ご心配なく」

「お願いします」

　頭を下げ、部屋を出ようとした私に、藤さんが「そういえば」と話しかける。振り返ると、藤さんは私が渡したメモを眺めたまま言う。

「ここに来て最初の頃は、森野さんは〝自分なんか〟みたいな発言をよくしてましたけど。もう言わないんですね」

「え……」と漏らすと、藤さんの瞳がこちらに向いた。

「若社長が森野さんに本気だって言った時も、『私なんかにそんなわけない』だとか卑屈になってましたけど。さっき俺が同じことを言っても、そのまま受け入れてたから」

　言われてみれば……と思う。

　小さい頃から自分に自信がなかったし、誰かに受け入れてもらえたのなんて、高校の時の彼が初めてだった。だから嬉しくて、ずっと心に残っていたくらいだ。

　自分の性格の可愛げのなさは知っていたから、矢沢さんとかが去っていくのも仕方ないと思っていたし、湊さんだって、そのうち離れていくだろうって決めつけていた。

　いつだったか石田さんにも卑屈すぎる、みたいなことを言われたっけ。

　でも、さっき藤さんに『あの人はどういうわけか森野さんに本気だ』って言われた時……私はそこに反論しようともしなかった。

『照れ臭い』とか『恥ずかしい』とは思っても、もう今までのような後ろ向きな気持ちは抱かなかった。

　どうして……と考えて、ああ、そうかと思う。湊さんが、いつだって私の全部を受け入れてくれるからだって。受け入れて、認めて、そのうえで優しく笑ってくれるからだって。

　きっと、湊さんだけじゃない。この家の人たちがみんな、温かいからだ。

　それに気づいて、胸の奥がじわりと温かくなるのを感じた。

　私は多分、彼らから目には見えないたくさんのものをもらっている。

「湊さんが、私がいいって言ってくれるなら、覚悟を決めてそれを信じることにしたんです」

　ゆっくりと告げると、藤さんが「やっとですか」と呆れたように言うから、ふっと頬を緩めた。

「信じようって思えたのは、この家で過ごした時間のおかげ、です」

　呟くように言った言葉が聞こえなかったからか、「え？」と聞き返してきた藤さんを見て、笑みを浮かべた。

「いつか、ホームシックにかかる時がくるとして。私は、実家ではなく、この家を恋しがるんだと思います」

　最後に「藤さんの嫌味も、離れてみたら恋しくなるのかもしれませんね」と言うと、しばらく黙ったあと、藤さんは「その言葉、そのままお返しします」と笑った。




　無事、新しいアパートに荷物を移した翌日の土曜日。

　湊さんがどんな反応をするか考えながら、ひたすら荷ほどきをしていた。

　怒るだろうか。という不安はずっと頭の中にあった。内緒で家を出るなんて、お世話になっていた湊さんに対して失礼すぎるし。

　どんな顔をするんだろうって考えると、それだけでつらくなるのは、うぬぼれすぎだろうか。でも、あれだけまっすぐな態度で示してくれていたら、うぬぼれてしまうのは普通だと思う。

　私が勝手に出ていったことを知れば、湊さんは少なからずショックを受けるだろう。それをわかっていても、あのままじゃダメだと思ったんだから仕方ない。

　気づけば時計はもう十九時を指していた。

「これでおしまい？」

　段ボールから、ガムテープをビリッと豪快にはがした石田さんが聞く。

「はい」

「しかし、年頃の娘とは思えない荷物の少なさね」

　呆れたように言う石田さんに『年頃の娘って……』と、私も呆れてツッコみながら、空いた段ボールを折りたたんで片づけていく。

　手伝ってほしいなんてひと言も言っていないうえ、新しいアパートの住所だって知らせていなかったのに、今朝、石田さんは突然この部屋に現れた。

　おそらく、ここの住所は清四郎さんから聞いたんだろう。

『手伝いに来てやったわよー……って、何？　まだ寝てたの？』

　土曜日の朝八時は、他人の家を訪ねていい時間じゃない。まして、インターホンを連打なんてあり得ない。

　布団から抜け出し、顔も洗わないままドアを開けると、ジャージ姿の石田さんがいた。彼女は『まったく』と言ってから腕まくりして、朝日をバックに『今日で終わらせるから。森野も早く準備しなさいね』と言った。

　ジャージ姿の石田さんに、ここまでどうやってきたんだろうと心配になりながら、顔を洗えと言われるまま洗面所に向かった。

　昨日、予定通り、一之瀬邸からの荷物と、清四郎さんのところで回収した家電なんかを運び入れたのはよかったけれど。思った以上に時間がかかってしまい、大きな物を片づけただけで終わってしまった。

　残りは服だとか食器だとか、細々とした物だし、急ぐ必要もない。ティッシュとか生活用品も買いに出なきゃいけないけれど、土日を使って無理なら、来週中に片づければいいや……なんて思ってたのに。

　押しかけてきた石田さんのおかげで、一週間かけてもいいと思っていた片づけは、一日で終わろうとしていた。

　ちなみに、石田さんはランニングを日課にしていて、この辺りもコースに入っているらしい。走ってきたって話を聞いて、ジャージ姿に納得した。

「でも、こんなトントン拍子に話を進めるとは思わなかったから驚いたわー。お疲れ会で私が話した時には、ハッキリしない返事してたから」

　段ボールから食器を取り出している石田さんに、不思議そうに言われる。これも、家電なんかと一緒に清四郎さんの家に置かせてもらっていた物だ。

「石田さんに話をもらってからよく考えたら、早いうちに引っ越すのが正解かと思ったので」

　石田さんが出してくれた、新聞紙にくるまれた状態のお皿やらマグカップ。その新聞紙を取りながら、キッチンのシンクに置いていく。

　この部屋は収納が多いから助かる。大きいクローゼットのおかげで、服やちょっとした小物は全部収まったし、キッチンには大容量の食器棚が備えつけられている。その大きさはひとり暮らしの食器の量じゃ、スペースがあまるほどだ。

　午前中、生活用品と一緒に買っておいたシートを敷いて、その上に食器を並べていると、段ボールから取り出し終わった石田さんが、隣に並んで加勢してくれる。

「そんなに急いだのは、イチノセのローンの関係？」

　石田さんは、矢沢さんと私の会話を知らない。

　それなのに的確に当ててくるから、苦笑いをこぼした。

「そんなところです。うちの銀行はともかく、湊さんにとってはどうだろうって思ったので」

「まぁ、実家だしねー。お父さんが帰ってきたら、またややこしくなるかもしれないし。そう考えると、どの道いつまでも続けられるものじゃなかったのかもしれないけど……いいの？　楽しかったんでしょ？」

　楽しかったし、居心地がよかった。あの家の人はみんな温かいから。

「はい。でも、だからってずっと甘えていいわけじゃないですから」

　最後の一枚になったお皿を食器棚にしまってから、石田さんのほうに振り向いた。

「会いたくなったら、会いに行きますし」

　そう笑顔を向けると、石田さんは珍しいものでも見たように目を丸くして……それから、笑った。

　ふふ、と満足そうな笑みを浮かべる石田さんを、なんでだろうとじっと見ていると、目が合った。

「イチノセの御曹司はダメ男じゃなかったみたいで、よかったなぁって」

　段ボールをたたみながら、口の端を上げた石田さんが言う。

「え？」

「だって、そんな顔して笑う森野、初めて見たし。森野の男を見る目のなさが心配だったけど、イチノセの御曹司でそのまま落ち着いてくれたら、私も安心なんだけどなぁ。結婚式とかすごそうよね」

「気が早い……」

　やれやれと思いながら言うと、石田さんは「どうかしらねぇ」とニヤニヤした顔を向けてきた。

「相手はイチノセの御曹司なのよ？　普通に考えて、森野の性格だったら面倒臭さが先に来て、別れそうなもんじゃない。それなのにそんな気ないんだから、相当ってことじゃない？」

　探るような瞳で聞かれて、考える。言われてみればそうだと思った。今までの私だったら、離れることを選んでいたかもしれない。

　だって、絶対に面倒臭いことになる。よく知らない世界だし、そこに慣れるのだって面倒だ。大体、湊さんのお父さんに付き合いを認めてもらえるのだろうか……とか、考えれば不安だらけで嫌になる。

　それでも……。面倒そうだな……と嫌気が差しながらも、湊さんと離れる気なんてないのが自分でもおかしかった。

　いつの間にか、すっかり心を奪われてしまっていた。

「いつか石田さんに、湊さんへの気持ちを聞かれたことがありましたけど」

　湊さんの家にお世話になり始めて数日が経った頃、会社帰りに聞かれた時のことだ。

　まだ、湊さんの気持ちさえ信じていなかった頃。

「あの時はまだ、湊さんに特別な感情を持ってなかったんです。だから、いくら素直になったところで、石田さんがニヤニヤするような答えは出なかったんですけど」

　食器棚の戸棚を閉じて、両手をパンパンと叩きながら言う。

「今だったら、ニヤニヤどころか、イラッとさせられるかもしれません」

　淡々と言うと、石田さんは私の遠回しの言い方に呆れたような笑みをこぼしながら、「つまり、森野の想いは相当ってことね」と結論づける。

「話を聞く分には、御曹司のほうだってかなり溺でき愛あいしてるみたいだし、気が早いなんてことないと思うけど……ねぇ。ところで、今回の引っ越しのこと、御曹司にちゃんと説明してるんでしょうね？」

　何か引っかかるような顔で聞く石田さんに、「まぁ……」と答える。

「引っ越したってことは、付き人を通して伝わるようにしてあります。明日、明後日には、私から連絡入れるつもりですし」

「え……っ、それだと引っ越したってことは伝わっても、それイコール別れる、みたいに勘違いされたりはしない？　言葉もなしに、いない時を見計らって出ていかれちゃったら、避けられてるも同然だって捉えられそうじゃない？」

「まさか……」と言いながら、内心、考えられないことじゃないな……と不安になってくる。近いうちに連絡入れるからとは伝えてあるものの、それも、悪いほうにも捉えられるし。

「……だって、湊さんにあらかじめ相談したら、絶対に反対されるのが目に見えてたし……それに、荷ほどきを済ませておかないと、そのまま回収されちゃう気がして」

　湊さんの家にお世話になるって決めた当日。ホテルからの荷物の運び出しは、それはそれはスムーズに行われた。多分、昨日頼んだ業者さんよりも。

　スーツを着た男の人たちが数人訪れ、乱雑に置いてあった荷物をあっという間に運び出してくれた。

　その様子を目まの当たりにしていたから、荷ほどきの前に知られると、せっかく運び出した段ボールを、いとも簡単に一之瀬邸に戻されてしまうと思った。だからこそのタイミングだったけど……。マズかったかなという思いが生まれる。

「いや、わかるわよ。そういう立場の人ってなかなか意見聞き入れてくれなそうだし、自分がどうにでもするとかそういう意思ばかり強そうだし。森野から聞いた話だと、塩澤に噛みついちゃう辺り、イチノセの御曹司は独占欲も強そうだしね。引っ越しなんてこっそり決行しない限り、できそうもないから仕方ないわよ」

　私の気持ちを代弁するようにペラペラと話していた石田さんが、「でも」と続ける。それまで浮かべていたにこやかな表情とは違って、眉間にはシワが寄っていた。

「付き人伝いに『引っ越した』って聞かされて、森野の部屋を見たらガランとしていて……そんな状況を目の当たりにしたら、激げき昂こうしそうじゃない？　そのあとで、たとえあとで連絡するって言われても、頭に入らないし、素直にそのまま連絡待ちできるとは思えないんだけど」

　そう……だろうか。これしかないと思って、きちんと考えて決行したはずなのに、不安がどんどん湧き上がってくる。まさか……と考えているうちに、嫌な予感まで浮かんでしまうから、余計に。

　もしかしたら……本当にもしかしたら、だけど。小さい頃出ていってしまったお母さんと、私を重ねたりしていたら……。最後にはそんなことまで考えてしまい、いても立ってもいられなくなった。

「連絡、入れておきます」

　焦る気持ちを落ち着かせるようにそう呟き、ポケットの中からスマホを取り出す。そして、電話番号を呼び出そうとして……番号を知らないことに気づいた。

　なんで……と考えて、ハッとする。出会ってから今まで、同じ家で過ごしていたから、電話番号なんて必要なかった。だから……私も湊さんも、お互いの電話番号を知らない。もちろん、一之瀬邸の番号も、藤さんの番号もわからない。

　嘘……と思いながら、スマホを持った手を下ろし、少し呆然としてから顔を上げた。

「湊さんのところに行ってきます」

　目を合わせて言うと、石田さんは顔をしかめた。

「え、これから？　もう暗いし、明日でもいいんじゃない？　電話とかメールじゃダメなの？」

「それが、連絡先知らなくて……一緒に住んでたから必要なかったですし」

「えっ、そうなの!?　でも……今からって――」

「不安にさせてたら、かわいそうだから」

　言葉を遮り、そう言った私を見て、石田さんは目を見張ってから破顔する。そのままおかしそうに笑いだした石田さんに、何事だろうと唖あ然ぜんとしていると「ごめん、ごめん」と笑いながら謝られた。

　バンバン叩かれる背中が痛い。

「だって最初の頃、御曹司が森野のこと好きだから家に住まわせるんだ、って言っても、きっと裏があるみたいなこと言ってたじゃない？　そのうち飽きるとかさ、全然信じようとしなかったでしょ？」

　そういえば……そうだったかもしれない。

『からかわれてるに決まってるじゃないですか。それに、甘いだけの話だってあるわけないでしょ。慈善活動が趣味じゃないのに、私を世話する意味がわかりませんし』なんて言った覚えがある。

「なのに今は、そんなすぐ解けるような誤解をさせとくことさえかわいそうだって言うんだから、すごいなって思って」

　からかうような口調で言った石田さんに、本当にその通りだな、と笑みをこぼした。

　確かにそうだ。内緒で家を出たことに、きっとショックを受けるだろうって考えるのは、湊さんが私を想ってくれていることに疑いがないから。

「湊さんの気持ちを信じるって決めたんです」

　そう告げると、石田さんは柔らかい表情を浮かべ、「そう」と言った。

　いつか、木戸さんとキャッチボールの話をした時、私は湊さんや木戸さんが温かい気持ちを投げてくれるから、キャッチボールができるんだって話した。私から投げることはできないと思ったから。

　でも今持っている、心配かけたくないって気持ちは、多分、いつも湊さんや木戸さんがくれていたものと同じで、喜ばしく思う。

　そして、この想いを、いつもみたいにためらって心の中にしまわずに、ちゃんと伝えようと思えたことも嬉しかった。

　全部、湊さんのおかげだ。

「行くんでしょ？　だったら私は帰るとするわ。荷ほどき手伝ったお礼は後日でいいから」

　そうヒラヒラと手を振って出ていく石田さんに「あ……ありがとうございました」と言ってから、私も早く出なきゃ、と、鍵を探す。

　部屋を見渡しても、まだキーホルダーも何もつけていない、見慣れない鍵はなかなか目にとまらない。焦りから少しイラッとしながらも、ようやくローテーブルの下に落ちているのを見つけ、手を伸ばした。

　湊さんが今どういう気持ちでいるかはわからない。もしかしたら、藤さんから事情を聞いて納得して落ち着いているかもしれないし。

　それでも、もしものことを考えると、悠長に明日を待つなんてことはできなかった。

　鍵を持ってバッグを肩にかけ、玄関で靴を履いてドアを開ける。

　そして、急いで出ようとした途端……地面を見ていた視界にタン、と黒い皮靴が飛び込んできた。

「紗希ちゃん……っ」

　聞き慣れた声に呼ばれて顔を上げると、そこにはスーツ姿の湊さんがいて……。私を見つめ、安心したような顔を浮かべてから下を向いて両手を膝についた。肩で息をしているし、だいぶ疲れているみたいだった。

　玄関で通せんぼするみたいな体勢のまま、動かなくなってしまった湊さんに、ただ驚いて何も言えずにいると。

　その後ろから、藤さんがひょこっと顔を覗かせた。そして、全然悪いとは思ってなさそうな顔と口調で「すみません」と言う。

「やっぱり殴られるの嫌だったんで。『どういうことだ！』って胸倉つかまれそうになった時点で、早々に住所を教え、近くまで車を運転してきました」

　……別にいいけれど。どっちみち、今から行こうとしていたところだし。

　それでも、全く守られない約束に釈然としなくて、もう今後、藤さんと約束するのはよそうと心に決める。

　そうこうしているうちに、ようやく呼吸を整えた湊さんが、顔を上げ、ゆっくりと上半身を起こした。

　ぶつかった視線にびっくりする。だって、あまりに焦こがれているような、熱を含んだ眼差しを向けられたから。

　初めて会った時、湊さんに『人の気持ちなんて、目を見ればわかるよ』みたいなことを言われて、私にはそんなことできないって思ったけれど……。今だったらわかる気がする。

　熱い想いが伝わってくる湊さんの瞳に、息を呑む。

　じっと見つめ返していると「紗希ちゃん……」と呼ばれ、「は、はい」と慌てて返事をする。そして、湊さんが何か言う前に「勝手に出てきてしまって、すみませんでした」と謝った。

　そうだ、伝えないと。

　さっきまで抱えていた感情が蘇る。

「いつまでも湊さんの厚意に甘えてはいられないと思ったんです。湊さんの隣を、恋人として堂々と歩きたかったから。そのためには、ちゃんと自分の足で立った生活をしなきゃって思って……それで」

　私の言葉を聞いた湊さんが、目を見開く。

　声を失っている湊さんを、じっと見つめながら続けた。

「荷物を解いてからじゃないと、湊さんにすぐに連れ戻されそうだと思って、言わなかったんですけど……もしかしたら、お母さんが出ていった時のことと重なって見えちゃったかもしれない、ってあとから気づいて……今から行こうとしてたところだったんです。すみませんでした」

　不安が浮かんでいないか、じっと観察するように見ていると、湊さんは「ああ……いや、それは大丈夫だけど……」と答えてくれたからホッとする。

　傷つけたりしていなくてよかった。

「ただ、急にいなくなられるのは……正直、こたえる」

　でも、すぐにそう言われ……つらさの滲んだ声に胸が痛んでしまい、慌てて口を開いた。

「相談しなかったのは、すみませんでした。……でも、もとはといえば、湊さんが部屋探ししてくれないのが悪いんですよ」

　少しふてくされた声で言うと、その件については湊さんも悪いと思っているのか、わずかに眉を寄せた。

「それは……ごめん」

　謝った湊さんが「でも」と顔をしかめたまま言い……それからくしゃりと笑みを浮かべた。

「『恋人として堂々と歩きたい』なんて言い方はズルいよ。できれば、このまま連れ戻すつもりで来たのに……何も言えなくなる」

　一歩、玄関の中へと入った湊さんが、ドアを閉める。藤さんが外にいるのに……と思っていると、そっと頬に触れられた。

　見上げると、真面目な表情の湊さんと目が合う。真剣だけど、そこにはいつもの柔らかさも残っていた。

「悔しいけど、紗希ちゃんの気持ちもわかる。同棲状態だって周りが知れば、いろいろと面倒なことも出てくるかもしれないし、関係ないヤツからとやかく言われるのも嫌だし。もしも矛先が紗希ちゃんに向いた時、全部から守れるとも限らない。俺の立場は、結構面倒だから」

　湊さんは、最後に「情けないけど」と言い、目を伏せる。それから自嘲するように笑って、再び目を合わせた。

「この間の、矢沢みたいなことを言ってくるヤツもいるだろうし。それを考えれば、紗希ちゃんの主張は正しい。……それでも連れ帰りたいっていうのは、俺のわがままなんだろうな」

　そう言いながらも、湊さんはもう、私の出した結論に納得している様子だった。

　諦めたような笑みを浮かべる湊さんをじっと見つめながら、頬を包む手に上から触れた。

「今までが特別だっただけですから。これからが普通です」

　湊さんは「まぁ、そうだけどね」とふっと頬を緩ませた。

「ここが紗希ちゃんの新しい部屋か……。隣にはもう挨拶した？」

　片づいたばかりの部屋を見ながら言う湊さんに、「はい」と頷く。

　二階の角部屋だから、隣と下のふた部屋には、今日の夕方、タオルを持って挨拶を済ませたばかりだ。

「どんな人だった？」

「隣は、同い年くらいの女の人で、下は男子大学生でした」

「男子大学生？」と、眉をピクリと動かされてしまい、呆れながら言う。

「心配しなくても大丈夫です。大人しそうな子でしたから」

「大人しそうだから大丈夫、ってわけじゃないだろ。……まぁ、いいよ。ここに通ううちに、俺も顔を合わせることがあるだろうし」

　やれやれといった感じで「その時にでも挨拶して、必要そうなら牽制しとくから」と続いた言葉に、『ん？』と引っかかりを感じていると、湊さんに聞かれる。

「俺は、ここに来てもいいんだよね？」

　不安そうな色を浮かべる瞳に一瞬呆然としてしまい、返事が遅れる。

　だって、なんで今さらそんなこと……と思いながら見上げていると、湊さんが言う。

「いや、俺かなり押した自覚はあるし、紗希ちゃん、流されてるんだろうなって思ってたから。俺の家に住んでる以上、下手に逆らえないから俺の気持ちに応えてくれてるだけなのかな、っていう思いがずっとあって……」

　バツが悪そうに、かつ深刻そうに言われ、「待ってください」と思わず止めた。

　信じられない……。あの家でのことは全部、流されただけだと思っていたんだろうか、とショックを感じながら口を開いた。

「私が、ただ流されてるだけだと思ってたんですか？　部屋探しもしてくれず、今だって連れ戻そうとしてきたのは、あの家から出たら関係が終わるとでも思ってたからですか？」

　少し睨むような眼差しを向けてしまった私を見て、湊さんは小さく首を振る。

「そうじゃない。でも……紗希ちゃんが押しに弱いのを知ってて、俺はズルい迫り方をしたから」

　湊さんが言っているのは、藤さんが言っていたような部分だろう。

『まっすぐな感情を向けられると適当にごまかせない。あと、好意的な言葉や態度にはめっぽう弱い』

　それは、事実だ。実際、元カレとはみんな押し切られて始まったようなものだし、向けられた好意にどうしていいのかわからなくなって、流されてしまった。

　だけど、それと湊さんは違うのに。こんなにも違うのに。

　自分でも戸惑うほどに、大きく育った湊さんへの想い。それを苦しく感じながら、胸の前で手をギュッと握り、湊さんを見上げた。

　伝わっていないのなら……まだ、足りないのなら、伝えなきゃ。湊さんは背中を向けたりしないで待っていてくれるのだから。そう思って……目を伏せた。どう伝えようかと迷い、唇を噛みしめる。

「私……高校の時の彼に、『好き』って嘘が言えなくて、それをずっと後悔してきました」

　そう話しだした私を、湊さんがじっと見つめているのが視界の隅でわかった。こんなふうに見つめられたまま本音を伝えるのは、やっぱり苦手だ。言葉がなかなか続かない。

「でも、湊さんが、それは違うって教えてくれて……私もそう実感できました。嘘の言葉には、意味も優しさもないんだって」

　意を決して視線を合わせる。そして、真面目な顔で私の言葉を待ってくれている湊さんに言った。

「だから……私は、気持ちの伴わない言葉は言いません。そのうえで言います。私は、自分で戸惑うくらい湊さんに惹かれてます。好きだなんて……本当に想ってなければ、言いません」

　かぁっと顔に熱がこもってくるのがわかって、それを隠すように言葉を続けた。

　湊さんが、嬉しさと驚きを宿した瞳で見つめてくるから、いたたまれなくなる。

「大体、私そこまで流されやすくありませんし。いくら押されたって、断るくらいできます。それに……いつでもあの家から出ていくことはできたのに、そうしなかったのだって、一緒にいたい思いがあったからですし」

　みるみる熱くなる頬を隠そうと、どんどん口調が強くなる。

「湊さん、目を見ればわかるって言ってたじゃないですか。だったらわかってください、私の気持ちなんか。私はずっと、ちゃんと……っ」

　まるで責めるようなトーンになりながら、そこまで言って……ハタッと我に返って口をつぐんだ。言いすぎたかもしれないと思って、目を逸らし「……とにかく、そういうことです」とボソボソと言うと。

　勢いよく話す私を目を丸くして見ていた湊さんは、しばらく黙ってから口を開いた。

「……うん。『いくら押されたって、断ることぐらいできる』っていうのは、ちょっと置いておいて」

　その前置きが納得できなくて、伏せていた視線を上げると、ふわりと柔らかい瞳に捕らえられ、胸が跳ねた。

「紗希ちゃんの告白は、ちゃんと覚えてる。一生懸命、言葉にしてくれたのが本当に嬉しかったから。疑ってたわけでもない。……なのに、不安になってごめん」

　申し訳なさそうな顔を見る限り、嘘ではないんだと思う。

『そんなふうにいくら身がまえて考えたところで、紗希ちゃんに拒否権なんてないんだけどね』

『昨日、俺は〝さらわれてくれない？〟って言ったんだし、紗希ちゃんがそれに頷いた時点で主導権は俺にあるから。まさか、約束したことを今さらなかったことになんてしないだろ？』

　始まり方が強引だったから、湊さんは気にしていたんだろう。それに……私が、なかなか素直に感情を表せないからっていうのもあるかもしれない。私はきっと、湊さんが態度で表してくれる一割も、返せていないから。湊さんが今も不安に思っているのなら、半分は私の責任だ。

　だから別に責めたいわけではないと伝えようとすると、それより先に湊さんが言う。

「それに、目を見ればわかるっていうのは、もう紗希ちゃんには通用しないよ」

「なんでですか？」と聞くと、ニッコリと笑みを返された。

「俺のことを盲目だって言ったのは、紗希ちゃんだろ。紗希ちゃんのことになると、冷静に判断なんてできない」

　いつか、湊さんにまっすぐに気持ちをぶつけられて、『盲目もいいところですね』と返したことを思い出し……つい笑ってしまった。

「そうでしたね」

　クスクスと笑う私を見て、湊さんは嬉しそうな笑みをこぼし……そして。私の手を取り、自分の胸の高さまで持ち上げた。

　不思議に思っていると、湊さんがおもむろに私の手の甲に唇を寄せるから、肩がビクッと跳ね上がった。

　ふっと頬を緩めた湊さんが、柔らかい眼差しを向けて言う。

「紗希ちゃん。俺と恋愛してくれませんか」

　それは初めて会った日の翌日、湊さんに告げられた言葉だった。私が、軽い気持ちだと決めつけて、はぐらかしてしまった言葉。

　今、改めて言う湊さんに……私も目を細める。

「私でよければ」

　改めて交わす約束。

　きちんと答えると、湊さんは手を取ったままの状態で、私の薬指を指先で撫でた。

「いつか、ここからさらわせてほしい」

　穏やかで優しい瞳に見つめられ、しばらくしてからふっと笑みをこぼす。

「ずいぶん物騒なプロポーズですね」

　触れ合ったままの手を握り返すと、それに気づいた湊さんもギュッと握り返してくれる。そのままグンと手を引かれ、湊さんの胸に飛び込んだ。

「これから週末は迎えに来るから俺の家においで。木戸さんも寂しがってるだろうし」

「はい。私も木戸さんに会いたいですから」

「ついでに、藤も」

「ああ……今回のことでは迷惑かけちゃったので、一応は謝らないと」

　約束は守られなかったけれど、迷惑をかけたのは確かだ。今だって、外で大人しく待ってくれているんだろうし……と考えたところで、人の気配を感じ、ハッとする。

　見れば、いつの間に開いていたのか、半分ほど開いたドアには藤さんの姿があって、咄嗟に湊さんの胸を押した。

「紗希ちゃん？」と不思議そうにしていた湊さんだったけど、藤さんに気づくと、ようやく腕を緩めてくれた。

「すみません。番号交換を忘れないように言おうと思いまして」

　藤さんの言葉に、ああそういえば……と思う。さっき気づいたけど、まさか知らなかったなんて。

「なんか今さらだけど……教えてくれる？」

　胸ポケットからスマホを取り出した湊さんに頷き、私もスマホを手に取る。それから連絡先を交換しようとしていると、藤さんもおもむろにスマホを取り出して……三人でスマホを突き合わせている状態になった。

「一応、俺も教えておきます。何かあったら連絡ください」

『何か』という部分に含みを持たせた藤さんが、ニッと口の端を上げたりするから、そこから湊さんと藤さんの言い合いになってしまい……。

「なんだよ、〝何か〟って。何かあったら、俺に連絡すればいい話だろ」

「だから、若社長との間に〝何か〟あったらってことです。若社長、育った環境のせいか、案外、自分の希望通りに事を進めようとするんですよね。まぁ、早い話が自分勝手というか。嫉しっ妬と深いし、森野さんも言葉が足りない部分があるしで、ケンカも多そうですしね。そういう意味での〝何か〟です」

　藤さんの指摘に何も言い返せないのか、湊さんはぐっと押し黙る。それから藤さんを見み据すえて言った。

「藤、わかってると思うけど、手は出すなよ」

「出しませんよ。女性に危害を加える趣味はありません」

　目を逸らして淡々と答えた藤さんに、湊さんが眉を釣り上げる。

「そういう意味じゃない、ってわかってて言ってんだろ」

　はぁ……と湊さんは大きなため息を落としてから、私の肩をぐいっと抱き寄せた。

「とにかく、手は出すな」

　少し低くなった声に、藤さんは湊さんを気だるげに見たあと、「からかっただけですよ」と言う。

「そんな態度だと、そのうち呆れられますよ。年上なんですから、大人の余裕を持って接しないと」

　やれやれという態度で言う藤さんに、湊さんがわなわなとしているから、それがおかしくなって笑っていると……それに気づいた湊さんが目を丸くし、それから笑顔になる。

　愛しそうに落とされる眼差しに、私も同じように返す。

　これから始まる、恋人としての湊さんとの関係を考えると、楽しそうで……自然と胸が弾んだ。
















特別書き下ろし番外編










夜八時の訪問者




　それは、突然舞い込んできた。

　アパートでひとり暮らしを始めて、三ヶ月が経った十二月上旬の、とある土曜日。

　いつも通り、泊まりで一之瀬邸に遊びに来ていた私は、夕食を湊さん、藤さんと済ませたあと、木戸さんと並んで広いキッチンに立っていた。

　食器洗いをしながら世間話をしたりして、木戸さんが「食後に紅茶でも淹れましょうか」とニッコリと笑った時、インターホンが鳴った――。

　時刻は二十時。

「こんな時間に誰かしらねぇ」と言いながら、木戸さんがモニターを見てから通話ボタンを押し、対応する。

　それを横目に、紅茶を淹れるためのお湯を電気ケトルで沸かしていると、木戸さんが湊さんを呼んだ。

「湊さん、丸まる井いさんっていうお嬢さんが見えてるんですけど」

「丸井？　丸井って、丸井産業の？」という湊さんの声が、ダイニングから聞こえてくる。

　丸井産業……取引先だろうか。

　セットした電気ケトルが、シューッとわずかな音をたてて沸騰し始める。

「お約束していないなら、私が玄関先で話だけ聞いて、帰ってもらってもいいんですけど……なんだか、泣いてるみたいで」

『え？』と思い、モニターを覗いてみると、そこには茶色いボブカットの女の子がひとり。確かに目元を拭っている仕し草ぐさが見て取れた。

「泣いてるって？」

　同じようにモニターを見に来た湊さんが、隣に並びながら聞くから、「みたいです」と答えていると。いつの間にいたのか、藤さんが後ろから言う。

「こちらに身に覚えもないのに泣きながらの訪問なんて、面倒な予感しかしませんね。若社長は居留守使えばいいんじゃないでしょうか」

　淡々と言う藤さんに、湊さんは「でもなぁ……」と決断を渋る。

「丸井産業は、古くから付き合いがある会社だし……」

　そう言いながらも面倒臭さもあるのか、散々悩んだあとで、湊さんは諦めたようにため息を落とし、「木戸さん、上がってもらって」と言った。

　丸井産業は、湊さんのおじいさんの代から付き合いのある会社らしく、その社長令嬢である和かず葉はさんとも、何度か会ったことはあるらしい。

　でも、顔見知りって程度なのに、なんで一之瀬邸を訪ねてきたのかが腑に落ちない。そこを警戒した様子の湊さんと藤さんの前で、丸井さんはグズグズと泣きながら説明を始めた。

「両親に無理やりお見合い話を持ちかけられて……見ず知らずの、しかも二十歳近く年上の人と結婚させるって言われて……私、それが嫌で……っ」

　垂れぎみの大きな瞳にウルウルと涙をためて見つめてくる丸井さんを見て、〝女の子っぽい子だな〟という印象を受ける。童顔で可愛い。

　茶色い肩上までの髪はふわっとしたパーマが当てられていて、スタイルがいい。胸も大きいし、身体のラインがなめらかで女らしい。

　キャラメル色のダッフルコートの下には、肩が出てしまうくらいに大きく胸元の開いた黒いニットに、赤や紺色の入り交じったチェックのミニスカート。真冬だというのに露出の多い服装は、見ているこちらが寒くなってきてしまう。

　私なんて、白いシャツの上にロング丈の杢もくグレーのニットカーディガン。ボトムスは、デニムのショートパンツだけど、その下には厚手のタイツをはいているし、丸井さんみたいな服装は絶対に無理だ。

　玄関を開ける前に湊さんに聞いた話だと、大学二年生ってことだった。私のひとつかふたつ年下だ。

　丸井さんを通したのは、リビング。対応しているのは湊さんと藤さんで、丸井さんの向かいのソファにふたり並んで座っていた。

　木戸さんに頼まれて、トレーに載せたコーヒーをそれぞれの前に置きながら『二十歳年上か……』と考えた。

　好きならまだしも、お見合いが入口で二十歳上はさすがに嫌かもしれない。

　丸井さん、湊さん、藤さんの順番でコーヒーを置いたあと、キッチンに戻ろうとすると、湊さんに止められる。座ったまま私の手首をつかんでいる湊さんは、ニコリと笑って「ここにいていいよ」と言った。

「え、でも……」と、丸井さんの様子を気にしながらためらっていると、湊さんは「仕事の話じゃないから」と言い、少し強引に私を隣に座らせる。

　たとえ藤さんとふたりだけだとしても、本当に仕事の話をしていたら、湊さんは私を呼んだりしない。藤さんも注意する様子はないし、私がここにいても問題ないってことだ。

　……でも、いる意味もないと思う。丸井さんの込み入った事情を聞かされたところで、私には関係ないし。

　第一、こんなボロボロ泣いている姿を見せられても、どうしていいのかわからず困る。その点、湊さんなら上手に慰なぐさめられそうだから、早く泣きやませてくれればいいのに。

　丸井さんは、ひっくと泣き声を漏らしながら「私、相手のこと全然知らないのに、いきなり結婚なんて……っ」と悲しみに暮れた声で言う。

　その様子は、私から見てもかわいそうだっていうのに。

「なるほど。で、うちに来た理由は？」

　悲壮感たっぷりの丸井さん相手に、湊さんが慰めの言葉もなしに単刀直入に言うから、驚く。

　湊さんは、たいして意味のない報告でも受けたみたいに、表情すら変えていなくて、呆気に取られてしまう。

　びっくりしたのは丸井さんも同じだったのか、意外そうに目を丸くしたあと、「あ、はい……」と話しだした。

「その、『お見合い話を断らない限り、家には帰らない』って書き置きを残してきたんです。それで――」

「ああ、泊めてほしいと？」と、丸井さんの言葉を遮ったのは藤さんだ。

「でしたら、お友達のうちに行かれてはいかがですか？　イチノセは丸井産業とは確かに仕事上での付き合いはありますが、個人的な親交はそこまでないですよね。それなのに、なぜここに？」

　感情が見えないポーカーフェイスと厳しい口調は、相変わらずだな……と思いながらも、今言ったことは当たり前に浮かぶ疑問だ。間違ってはいない。

　親密な関係じゃないのに一之瀬邸を訪ねてくるのは、どう考えたっておかしい。

　それにしたって……。泣いて訪ねてきたのだから、もう少し優しくしてあげてもいいようにも思えて、丸井さんを不ふ憫びんに感じてしまう。

　今のところ、共感も同情もしてもらえず、まるで事情聴取のような厳しい対応しかされていないし。

　本人も予想外だったのか、丸井さんの目からはもう涙は引いていた。

「あの、友達のところだと、すぐに父に見つけられてしまうので――」

「それでここに？　先ほども言いましたが、イチノセと丸井産業は仕事上で付き合いがあることを、丸井さんもご存じですよね？　なのに、その取引先社長の家に、夜、アポもなしに突然訪問するのはどうかと……。しかも、理由は仕事に関係ないことですし」

　たどたどしく説明していた丸井さんの言葉を、またしても遮った藤さんが淡々と続ける。

「丸井さんのこの行動のせいで、お父様の会社の立場が悪くなる……とは考えないんですか？」

　湊さんの家でお世話になって数日が経った頃、私に噛みついてきた藤さんもなかなか厳しかったけれど……今の藤さんもすごい。

　よくわからない理由で、家に招き入れることはできないっていう、事情はわかる。それでも……こんな、またいつ泣きだすかもわからない女の子を前に、ここまで露骨に言えるだろうか。

　私も、皮肉や憎まれ口ならすらすら言えるけど、少し感心してしまった。

　藤さんと湊さんの、観察するような視線を受けながら、丸井さんは目を泳がせ、うつむく。そして、そろえた膝に載せた両手を握りしめて震える声を出した。

「私……あの、ごめんなさい……っ、混乱しちゃって、そこまで頭が回らなくて……。家を飛び出して、適当に電車に乗って歩き回ってたら、たまたまこのおうちの前を通りかかったんです。お会いしたのは何度かだけですけど、一之瀬さんはいつもよくしてくださってたから……それで、つい……」

　謝りながら再び泣きだしてしまった丸井さんに、さすがに何も言えなくなったのか、藤さんはため息を落とす。

　どうするんだろう……と思い、隣を見上げると、湊さんはじっと丸井さんを眺めてから「でしたら、ホテルの部屋を一室用意しますよ」と落ち着いた口調で言った。

「藤、空いてる部屋を探してくれ」

「そうですね」

　すぐに胸ポケットからスマホを取り出した藤さんが立ち上がると、丸井さんは顔を上げ「ホテルは大丈夫ですから！」と慌てて言う。

「では、ほかを当たると？」

　即座に聞いた藤さんを、丸井さんが見上げ懇願するような顔で言う。

「だって、ホテルなんて申し訳ないです。本来ならお客様に泊まってもらって料金をいただくところなのに、私が使ってしまうなんて……」

　本当に申し訳なさそうに表情を崩した丸井さんは、視線を一度下げた。そして、今度は必死な顔で湊さんを見つめた。

「少しの間でいいんです。こちらに置いてもらえませんか？　お手伝いならなんでもします！」

「取引会社の社長の娘さんに、手伝いなんてさせられるわけないでしょう。大体、手なら足りてますし」

　間髪いれずに言ったのは、湊さんだ。

　藤さんならともかく、湊さんまで冷ややかな対応をするものだから、私のほうが申し訳なくなる。

　だから……だったのか――。

「申し訳ないですが、ホテルが嫌だという以上、こちらが助けられる手段はありません」と言い切った湊さんの、Ｙシャツの袖をつかんでしまったのは。

　私を見た湊さんの瞳に、驚きが広がる。私がきっとかわいそうだとでも言いたそうな顔をしていたからだろう。

　これは湊さんと丸井さんの話で、私が口を出すことじゃない。そうわかっていても、見過ごせなかった。約四ヶ月前、私もアパートを追い出され、その時の心細さをまだ覚えているから。

　私を見つめていた湊さんが、徐々に眉間にシワを寄せ……小さくため息を落とす。それから、私の頭をポンと撫で、優しい表情を浮かべた。

「一週間経ったら、出ていってもらいます」

　丸井さんに視線を移し、そう言った湊さんに、藤さんはやれやれとばかりに顔を歪めてから「もちろん、明日に出ていってもらってもかまいませんから」と続けた。

　丸井さんは、喜びを顔中に広げ、何度も湊さんに「ありがとうございます」を繰り返していた。




　丸井さんを客室に案内したあと、お風呂を済ませて湊さんの部屋に行くと、中には湊さんだけじゃなく、藤さんもいた。仕事の話でもしていたのかもしれない。

　ベッドに腰かけていた湊さんに呼ばれるまま隣に座ると、それまでソファに座っていた藤さんが「では、俺はこれで」と出ていこうするから、慌てて呼び止める。

　そして、立ち止まった藤さんを見ながら「さっきはすみませんでした」と謝ると、隣で湊さんがふっと表情を緩めた。

「紗希ちゃんのせいじゃないよ」

「謝るってことは、あなたの表情ひとつで、若社長の考えがどれくらい揺れるか、わかってるってことですか？　本当に気をつけてくださいよ。この人、森野さんには甘いんですから」

　湊さんの言葉にかぶせるように言われ、何も言えずに黙る。すると、湊さんが「藤、決めたのは俺だ。文句があるなら俺に言え」と注意するから、慌てて口を開いた。

「いえ。私のせいですから」

　私の表情ひとつがそこまで影響するとは思わないけれど……今回のことは、丸井さんを追い返そうとする湊さんたちを私が止めるようなことをしちゃったからだ。

「すみませんでした。私が口を出すべきじゃなかったです」

　頭を下げると、藤さんは諦めたようなため息をついたあと、片眉を上げる。

「でも、森野さんはいいんですか？　いくらふたりきりじゃないとはいえ、この家で若社長と丸井さんが同居するなんて、面白くないでしょう。俺には、どうもあのお嬢さんが胡う散さん臭く思えるんですが」

　顎を撫でながら言う藤さんに、湊さんも「まぁ、それは俺も同感だな」と言う。

「でも、仕事で取引がある以上、今回の行動がマズいものだってことはさっきの会話でわかってるだろうし、あの子もさすがに変な真似はしないだろ。木戸さんたちにも、気をつけるように伝えておけば問題ない」

　だから大丈夫、とでも聞こえてきそうな柔らかい眼差しを向けられて、庇ってくれているのかなと思う。

「まぁ、それもそうですね。丸井産業はそこまで大きな会社じゃないですし、うちに契約を切られるようなことになったらどうなるか……それくらいは、あのお嬢さんもわかってるでしょうしね」

　会話を聞いていて思う。藤さんはともかく、湊さんも警戒心が強いんだなって。

　もっとも、次期社長ともなれば、そうじゃなきゃいけないのかもしれない。そう考えると、進んで私を泊めてくれていたことが特別なことのように感じて、嬉しさがじわじわと胸の奥から溢れだす。

　湧き上がってくる喜びがバレないようにうつむき、唇をキュッと引き結んでいると、隣から「紗希ちゃん？」と不思議そうな声で言われたから、慌てて顔を上げた。

「あ……そういえば、丸井さんのお見合い相手、二十歳も年上の方だって言ってましたけど。政略結婚だとか、そういうことなんでしょうか」

　丸井さんは、まだ二十歳になるかならないかくらいで若い。

　それなのにお見合いなんてずいぶん早い気がして聞くと、藤さんが「でしょうね」と落ち着いた声で答える。

「丸井さんの話し方だと、見合いしたらすぐに結婚へと進む感じでしたから。……まぁ、丸井さんの言ったことが本当なら、の話ですが。俺はそこも怪しいと思ってます」

「え……でも、泣いてましたし」

　そんな嘘を、あんなふうにボロボロと泣きながらつく理由がわからない。

　すると藤さんは「まったく。相変わらずチョロい性格のようで」と、わざとらしい薄笑いを浮かべて私を見た。

「まぁ、あのお嬢さんのことで何かあったら連絡ください。相談に乗りますよ。もちろん、若社長には内緒にします」

　湊さんの前で、わざとそんなことを言うから眉を寄せると、「では、俺はこれで」と藤さんが部屋を出ていく。

　ドアが閉められるのを見てから隣に視線を移すと、藤さんを睨みつけるようにして見ていた湊さんも、こちらを向いた。

　眉間に寄っていたシワがなくなり、瞳に柔らかい色が宿る。

　それを見つめながら、「あの……」と歯切れ悪く切り出すと、湊さんが笑う。

「藤の言ったことなら気にしなくていいよ。『もっと気をつけろ』とか『チョロい』とか、半分以上は冗談だから。それに、俺には謝る必要はない」

　きちんと謝ろうと思ったのに先を越されてしまい、申し訳なくなりながら見ていると、湊さんが続ける。

「誰が相手でも、優しくできることに越したことはないから」

　多分、本音なんだろう。柔らかい微笑みからこぼれた言葉を聞いて、そう思う。

　きっと、その通りだ。穏やかな湊さんなら、切り捨てるよりも、誰にだって優しくしたほうが楽でいられる。

　だからこそ、あの時、丸井さんを切り捨てようとした湊さんの決心を遮ってしまった気がして、反省していたのだけど。

　あまり謝ると、湊さんのほうが気にしてしまうかもしれないから……と、出かかっていた〝すみません〟の言葉を呑み込んだ。

「じゃあ、もし藤さんの言うように、私のせいで迷惑がかかるようなことになったら、湊さん、私の代わりに頑張ってどうにかしてください」

　責任を押しつけるような言葉だって言うのに、湊さんが楽しそうに、そして嬉しそうに笑うから理解できない。

　これじゃあ、湊さんのほうがよっぽどチョロいんじゃないかな、って思ってしまう。

「いいよ。紗希ちゃんの頼みなら、なんでも」

　軽い調子で明るく言った湊さんが、おもむろに私の頬に手を伸ばし、顔の横の髪を耳にかけるように撫でる。

　急に触れられて驚いていると、口の端を上げた湊さんが「今日は、俺の部屋に泊まるんだよね？」と聞く。そこにはもう、さっきまでの和やかな雰囲気はなかった。

「……消去法でいけば、そうなりますね」

　普段は、私は以前使わせてもらっていた部屋に泊まる。着替えの入ったバッグなんかもそこに置くし、お風呂上がりに戻るのも、その部屋だ。

　……まぁ、そのあとで湊さんに誘われて、部屋を移動することも多いけれど。

　でも今回は、その部屋を丸井さんが使っているし、二階のもうひとつの空き部屋にはベッドがないから……普通に考えて、この部屋に泊まることになる。

　どうせ毎回のように移動してるし、湊さんも最初からこっちに泊まればいいって言うけれど……それは、なんとなくできずにいる。だって、当たり前のように湊さんの部屋に泊まるって……なんだか恥ずかしいし、はしたない気もするから。

「いつも、紗希ちゃんを迎えに行くのも楽しいけど。こうして俺の部屋に閉じ込めておけるなら、丸井さんを泊めることにしてよかったかな」

「閉じ込めてって……」と、行きすぎた表現に苦笑いを浮かべようとして、それをキスで塞がれる。

　びっくりして逃げ出そうとした身体に湊さんの腕が回り、抱きすくめられた。

「ん……ぅ……」

　何度か角度を変えて唇を合わせたあと、催促するように舌を這わされ、口を開ける。すぐに重なった舌と、わずかに漏れる水音に、頭の後ろのほうがぞくっとして、意識が遠くなる思いがした。

　キスをしながら、湊さんの手が身体を撫でるように這う。お腹の辺りから上がってきた手のひらが、胸に包むように触れて、肩が揺れた時――。

　ドアをノックする音が聞こえ、そして……。

「あの、なんだか寝つけないので、少しだけお話する時間とかありますか？」

　ドアの向こうから聞こえてきた丸井さんの声に、湊さんは睨むようにドアを眺めながら「前言撤回……」と呟いた。










恋敵からの宣戦布告




　翌週の水曜日、珍しく石田さんに誘われ、夕飯を一緒に食べることになった。

　支店の中では石田さんとが一番よく話すけれど、休みの日にわざわざ会って話したり、こんなふうに仕事帰りに食事したりってことは、ほとんどない。石田さんも世話焼きは世話焼きだけど、そこまでベッタリした関係は好まないから、私としては付き合いやすい。

　十八時に仕事を終えたあと、石田さんが連れてきてくれたのは、会社の最寄り駅近くの居酒屋。全席個室でメニューも豊富だから、いつも賑わっているところだ。

　メニューは石田さんが適当に頼んでくれた。まだ週も半ばだしってことでアルコールを自粛した石田さんが選んだのは、ジンジャーエール。私はグレープフルーツジュースにした。

　背の高いグラスをカチンと合わせて乾杯したところで、石田さんが「イチノセ、決まりそうよ」と話しだした。

「え、そうなんですか？」

　知らなかっただけに驚くと、石田さんが頷く。

　石田さんは、周りの部屋に聞こえないように、声のトーンを下げて続けた。

「まぁ、期待してたほどの額じゃないみたいだけどね。一社を主要バンクとして決めて、ほかにもいくつかバラけさせたみたい。で、うちはそのうちのひとつってとこね」

「へぇ……そうなんですね」

「一度契約を結べば、次から使ってもらえる可能性も残るし、本店としては万々歳って話よ。なのに矢沢さんだけは、イチノセの話になるたびに浮かない顔してるらしいから、不思議に思ってたんだけど……森野、何か事情知ってる？」

　楽しそうに輝く瞳を向けられて、今日誘われた意味を知る。

　矢沢さんの態度は、言うまでもなく湊さんとのことがあったからだろう。希望額には満たなくても、契約を取れたとすれば、これからも取引は続いていくし、今まで以上に大事にケアしていく必要がある。大口の取引先として。

　そんな取引先の次期社長に、矢沢さんは、言わば弱味を握られている状態なわけだし……気持ちが浮かないのは当然だ。

　石田さん相手なら隠すことでもないと思い、お疲れ会の時のことを説明する。

　話を聞いた石田さんは目を丸くしてから、くしゃっと苦笑いした。

　個室とはいえ、壁が薄いから、ほかの部屋から賑やかな声が聞こえてくる。

　そんな中、石田さんが言う。

「本当クズね、矢沢さんって。なんとなく、そういうことしてきそうだなーとは思ってたけど、まさか本当にしてくるなんて」

「確かに、ああいうやり方はどうかと思いますけど……私が甘かったのも事実ですし」

　運ばれてきた海鮮おこげを小皿に取り分けて渡すと、石田さんがそれを受け取りながら口を歪めた。

「やたら急いで部屋を決めてたから、おかしいなーとは思ってたけど、そういう事情もあったってことね」

「まぁ、きっかけって感じですけど」

　私も自分の前に小皿を置き、「いただきます」と手を合わせる。

　石田さんがほかに注文してくれたのは、雑じゃ魚このサラダに小しょう龍ろん包ぽう、春巻き。それにデザートに杏あん仁にん豆腐。中華系のメニューが、この店のお勧めらしい。何度か飲み会で使ったけれど、どのメニューもおいしかった覚えがある。

「で？　一之瀬邸を出てからもう三ヶ月くらい経つけど、仲良くやってるの？」

　海鮮おこげを食べながら聞かれ、素直に頷く。

「基本、土日は会ってますし、うまく……」と話し始めてから、言葉に詰まった。

　仲良くやってるし、うまくもやれてると思う。だけど……白状すると、ここ数日は私の気持ちはあまり穏やかとは言えない。

　だから、なんとなく〝うまくやれてる〟とは言い切れずに黙ると、それを気にした石田さんが「何々？　何かあったの？」と、テーブルに身を乗り出して聞いてきた。

　その表情は、心配しているというよりも、ワクワクしているという表現のほうが合っていて、『まったく……』と思う。

「いえ。たいしたことじゃないんです」と前置きしてから、先週の土曜日に起きたことを説明する。

　丸井さんが、一之瀬邸で一週間、同居することになったこと。そして同居し始めて今日で五日が経つこと。同居は、私のせいだってこと。そして……。

「なんだ。ヤキモチってこと？」

　話を聞いた石田さんが言うから、「いえ」と否定する。

「別に、湊さんと丸井さんの間に何かが起こるとか、そんなことは考えてません。湊さんや藤さんがあまりに丸井さんに冷たく当たるから、思わず同情して口出ししちゃったくらいですし」

　そう。湊さんの態度を見れば、不安なんて抱かない。出会ってすぐの頃、湊さんはよく自分のことを薄情だと言っていたけれど、その意味がなんとなくわかってしまうほど、湊さんの丸井さんへの態度には温かさがなかったから。

　もちろん、そこに文句をつけるつもりはない。湊さんの立場を考えれば、今回、口出ししてしまったことを、今も後悔しているほどだ。

　湊さんは、イチノセの顔として対応していたっていうのに、私の態度は、その場限りの同情からきたものだったから。

　だけど……あの時、湊さんの冷たい横顔を見て、たまらなくなってしまった。お母さんが出ていってしまったことを話してくれた時の湊さんが、同じ顔をしていたから。

　湊さんと過ごしているとたまに感じることがある、強すぎる独占欲や執着心。それに気づくたび、湊さんが抱える不安を見つけて、悲しくて苦しくなる。湊さん本人がそこに気づいているかはわからないけれど……私は、どうにかしてあげたくなる。

　なのに、その手段が思いつかなくてもやもやする。

　こんな話をしても仕方ないと思い、黙っていると、石田さんが「えー」と納得いかなそうな声を出した。

「じゃあ、森野的には本当に、丸井って子のことは気にならないの？　少しも？」

　春巻きを食べながら石田さんが聞く。

　そんなのおかしいとばかりに言われ、よく考えてみる。

　グレープフルーツジュースが入ったコップの周りが、温度差から結露している。小さな水滴が下に流れ落ちるのを眺めながら、眉を寄せた。

「〝少しも〟ってわけではないですけど……」と、歯切れ悪く話しだす。

「私が過ごしたあの部屋に泊まって、木戸さんの作ったご飯を、湊さんと並んで食べてるのかなって考えると……焦りみたいな気持ちが出てきたりはしますし」

　私があの家で過ごしたみたいに、丸井さんもそうしてるんだって考えると……確かにもやもやする。居場所を取られてしまったような気にもなる。

　それを説明すると、石田さんは呆れたような顔をして笑った。

「なんだ。しっかり妬やいてるんじゃない」

「でも、そこまでじゃないですし。今だって、石田さんにあんなにしつこく聞かれなかったら、言わなかったレベルです」

　そう説明すると、石田さんは不満そうな顔をする。

「それが本当だとしたら、ちょっとどうかと思うけど……だって、普通、自分の恋人がほかの女と同居なんていったら嫉妬に狂うところでしょ。下手したら別れ話にまで発展するわよ」

　私にとっては湊さんが初恋だから、正直、ヤキモチだって今回が初体験だ。しかも、石田さんに説明した通り、たまに思い出すと少しもやっとするって程度の、世間から見れば〝軽い〟ものだ。

　だから〝嫉妬に狂う〟なんて状態が想像できずに困り、「私、今までも誰かに執着するってことがなかったので」とだけ答える。

　湊さんを好きなのは本当だし、今まで感じたことがないくらいに惹かれている。それでも、湊さんの丸井さんに対する態度を見ているし、彼を信じてもいるから嫉妬に狂う、なんてことはない。

　石田さんは呆れたような笑みを浮かべ、「ああ、確かにドライだもんね」と呟く。

「まぁ、どのラインでヤキモチ焼くかっていうのは人それぞれだし。でも、たとえきちんと相手を信じてたって、嫌なもんは嫌だと思うわよ」

　まるで、授業でも受けているような気分になりながら、「そうなんですか」と感心して聞いていると、石田さんが「例で言うと……あ、ほら」と明るい声を出した。

「一之瀬さんは、森野が塩澤に帰り道を送ってもらっただけで、嫉妬してたじゃない。まぁ、その沸点は低すぎだけど、あれだって森野のことを信じてるけど、嫌だったってことでしょ」

　なるほど……と思いながら、食後に運ばれてきた杏仁豆腐にスプーンを入れる。

「ちなみに、石田さんの沸点はどこですか？」

　それぞれ違うっていう話だし、だったら石田さんは……と思い聞くと、難しい顔で考え込まれてしまう。

「沸点……若い頃は、ほかの女とふたりで出かけた時点で頭にきてたけど……今はどこだろ。難しいわね。三十超えた辺りから、付き合うこと自体が面倒臭くなっちゃって、それから誰とも付き合ってないしなぁ」

　頭を抱える石田さんに「最近の若い子のこと言えないじゃないですか」とツッコむ。

　石田さんはやたらと『今の子はドライで草食』みたいなことを言うけど、どう考えたって人のことを言える立場じゃない。

「私は十代、二十代の頃はガンガンだったのよ。もう、男切らしたことなんてないくらい、いろんな人と付き合ってたんだけど……なんか、そのせいか〝やり切った感〟っていうか、もう充分だなってなっちゃって。今は仕事のほうが楽しいわね。多分、結婚のタイミング逃しちゃったのよ」

「タイミング……なんとなくわかります」

　石田さんは代理って立場についているし、今、結婚して出産するとなると、そういったものを一度は手離さなきゃいけなくなる。一年なり二年なり、産休をもらって戻ってきた時、また同じポジションで復帰できるかどうかはわからないし……。

　そんなことを考えていると、石田さんが「でしょ？　でも森野は逃さないようにね」と、ニヤリとして言う。

「話に聞く限りだと、一之瀬さんのほうはかなり入れ込んでるみたいだし。そういう話、出たりしないの？」

「付き合ってまだ四ヶ月ですよ。そんな話出されたら引きます」

「え、森野は考えてないの？」

　意外そうに言われ、私のほうが面食らってしまう。付き合って四ヶ月っていう時間でそこまで考えるほうが珍しいと思っていたけれど、一般的にはそうじゃないんだろうか、と世間と自分とのズレが不安になる。

「考えてないですけど……おかしいですか？」

　探るように聞くと、石田さんは少し考えてから笑って首を振った。

「いや、考えてみればそうよね。玉の輿に乗るチャンスなのに、がっつかないのが見てて焦じれったくなって急せかしちゃったけど、森野はまだ二十一だもんね。それくらいの年齢なら、結婚なんて考えているほうが珍しいかも」

　友達がいないだけに、周りがどれくらいから結婚を意識し始めるのかわからなかったけれど、石田さんに言われて安心する。

　でも、湊さんは来年で確か三十歳になるし、考え始めたりもするんだろうか。

　ふと疑問が浮かんだ時、石田さんが言う。

「一之瀬さんのお父さんとかには、紹介されたりしたの？」

「いえ。でも……軽井沢のホテルからいつ戻ってくるかわかりませんし、家にお邪魔してたら、いずれ普通に顔合わせることになりますよね……」

　なんだか気が重たい。湊さんの話では、気難しくはなく明るい人らしいけど……なんていったって、イチノセ株式会社の社長だ。いくらフランクな態度でこられたって緊張する。

「今、面倒臭い……とか思ったでしょ」

　楽しそうな声で図星を指され、「まぁ……」と白状する。

「正直、面倒だとは思います。でも、湊さんが置かれている立場はそれなりに理解しているつもりですし、それを知ったからって離れようとか、逃げようとは思いません」

　コップの周りについた水滴を指先で触りながら言うと、石田さんは私をじっと見たあと、感心したように言った。

「なんか、やっぱり森野、変わったわね」

「そうですか？」

「だって、今までだったら、そんなこと思ってても言わなかったでしょ」

「石田さん相手にごまかしても、時間の無駄だってわかったからですかね」

　すると、石田さんは楽しそうに「ああ、諦めたってことね」と笑った。

　その通りだ。視野が広く、そのくせひとつのことをしっかりと見ている石田さんを相手に、嘘をついたってすぐにバレる。〝広く浅い〟なんて言い回しがあるけれど、石田さんの場合は〝広く深い〟だ。逃げられない。

　石田さんだけじゃなく、湊さんや藤さんにたいしても、もうごまかしたり取り繕つくろったりしたところで、無駄だなって諦めているところがある。

　そんな関係は、自分にとって気を張る必要がなく、とても心地いい。石田さんや湊さんたちには、そんなことわざわざ言わないけれど。

　空になったコップの中で、氷がからりと音をたて、バランスを崩す。

　それを眺めていると、石田さんが「でも、丸井っていう子、裏のありそうな女よね」と嫌悪感を滲ませた声で言った。

「だって、どう考えたっておかしいじゃない。ホテル用意するって言ってるのに、家に泊めてほしいって粘ねばるなんて。しかも、そんな親しいわけでもないのに」

「でも、ボロボロ泣いてましたし」

　石田さんは『それ本気で言ってんの？』とでも言いたそうな顔をして……それから、呆れたような笑みを浮かべた。……いつかの藤さんと同じ表情だ。

「嘘泣きか本当かなんて、わからないじゃない。ちょっとしたたかな女は、取り入るためなら涙くらい平気で流すわよ。そんなお嬢様なら余計に」

「……疑えなかった私がおかしいんでしょうか」

　湊さんも藤さんも、そして石田さんも同じことを言うから、自分が変なのかなと思えてきてしまう。

　敵意を向けられたら、同じだけのものを返す自信はある。少しでも引っかかりを感じたら、私だって警戒したと思う。

　でも、丸井さんはただ泣いていただけだ。泣いている、自分よりも年下の女の子を追い返すなんて……と、そこまで考えて、小さく首を振った。こんなことを言えばきっと、またチョロいだなんだって言われてしまうのがわかるから。

「まぁ、私には怪しく思えちゃうけど、まだ何もされてないんじゃ、手の出しようもないしね。もしかしたら、本当にお見合いさせられそうになって、飛び出してきただけなのかもしれないし。もし、何かされたら、やり返すくらいできるんでしょ？」

　お水の入ったコップを持ちながら、口角を上げた石田さんに「得意分野ですから」と言うと、「ハハッ」と笑われる。

「あまりにひどいこと言われたら、森野も泣いてみたら？　そしたら過保護な彼氏が黙ってないでしょ」

「それは……苦手分野ですね」

　おかしそうにからかってくる石田さんに、眉を寄せて答えた。




　石田さんと居酒屋に行った翌日の木曜日は、珍しく定時上がりだった。

　支店を出て、大通りに向かって歩きだそうとした時、数メートル先で道を塞ぐようにして立っている人影に気づいて……驚いた。

　十二月の第二週。十七時半の空はもうすっかり夜色に染まり切っていた。

　支店の裏口から大通りまでを繋ぐ細い路地は、車一台が通れるほどの幅しかない。

　そこに、こちらを見ている丸井さんが立っていた。

　キャラメル色のダッフルコートに、白いニットのミニ丈のワンピース。そしてピンヒールの黒皮ブーツ。

　むき出しの太ももから膝にかけてが寒そうだけど、丸井さんはそんな様子は見せずに笑顔を浮かべていた。

「お疲れ様ですー。私と歳変わらなそうだし、まさか働いてるなんて思いませんでした。短大出てから働いてるんですか？」

「……いえ。高校卒業してからです」

「えっ、そんな歳から働いてるなんて……大変ですね」

　同情するような眼差しを向けられて、答えに困る。

　学びたいこともないのに大学に進学しても……と就職を選んだことに後悔はしていない。そのことが、他人から見て、同情されるようなことだとは思いもよらなかったから、〝かわいそうに〟とでも言いたそうに『大変ですね』と言われても困る。

「ところで、なんでここに？」

　湊さんか藤さんが教えたんだろうか……と考えながら聞くと、丸井さんはニコリとして言う。

「実は今日、友達とここを通ったんです。その時、たまたまここから森野さんが出てくるのを見かけて。お昼頃です」

　お昼頃……と考えて、ひとつ思い浮かんだ。

　ＡＴＭの操作に困ったお客様に呼ばれて、外からしか入れないＡＴＭコーナーに移動したのだけれど……多分、その時見られたんだろう。

　私が湊さんの家にいる時も、丸井さんと話すことはもちろん、顔を合わせることだってほとんどなかった。

　それなのに、よく私の顔を覚えていたな……と考えていると、丸井さんがニッコリ微笑む。

「森野さん、キレイな顔してるからすぐわかりましたよー。その顔でピシッとした銀行員の制服とか着てたら、モテまくりじゃないですか？　お客さんに声かけられたりしません？　どっかの社長とか。そういう時って、どうするんですか？」

　一気にたくさんの質問をされたせいで、頭がこんがらがる。聞き返すのも面倒だから、とりあえず、最後の質問にだけ「もしそんなことになっても、きちんとお断りするだけです」と答えた。

　すると、「えー？」と半笑いみたいな声が返ってきた。

『信じられない』とか『まさか』というようなトーンで言われ、短く息をついてから口を開く。

「あの。何か話があって待ってたんじゃないんですか？」

　意味のない会話をしても時間の無駄だから、単刀直入に聞く。丸井さんの口調に、なんだかイライラしてきてしまって、あまり会話を続けたくない。

　お見合いがどうのって泣いてたけど……もう立ち直ったのかな。

　そう思っていると、丸井さんは少し悩んだような表情を見せたあと、「ハッキリ言うと……」と私をチラッと上目遣いで見た。

「私……湊さんのことが好きになっちゃったんです」

　思わず黙ると、丸井さんはハッとしたような顔をして「あ、違うんです！」と慌てながら、胸の高さまで持ち上げた両手をパーの形で振る。

「もちろん、こんなのはダメだって思ったんです。だって、湊さんには森野さんがいるし……でも、好きになっちゃダメだって思うほど、気持ちが膨らんできちゃって」

　徐々に小さくなっていった声。

　そのボリュームと比例するように下がった丸井さんの視線は、私の足元辺りを見つめていた。ぐっと、眉間にシワが寄っている。

「でも、ダメだとは思っても、彼女がいるからって諦めるのはおかしい気がしちゃって……だって、恋愛って早い者勝ちじゃないでしょ？　森野さんよりも先に私と出会ってたら、湊さんも私を選んでくれてたかもしれないし」

　語尾を上げる口調にイライラするものの、言っている内容は間違ってはいない。

　想像でしかないけれど、私は、もしも好きになった人に恋人がいたら、多分、奪おうとは思わない。でも、それは性格の問題だし、丸井さんみたいに考える人がいてもおかしくはないと思う。

　だから黙っていると、丸井さんは、さっきまで伏せていた目で、私をまっすぐに見つめた。

「私、頑張ってみようと思うんです。諦められないから。いいですか？　森野さん」

　挑発にも思える瞳に問われ、「私に聞くことじゃないですし……丸井さんがそうしたいなら」とすぐに答えると、丸井さんはパッと笑顔になる。

「ありがとうございます！　じゃあ、頑張っちゃいますね」

　そう明るく言う丸井さんに、引っかかりを覚えたのはなぜだろう。落とした視線だとか、眉間に寄ったシワだとか……今の丸井さん全部が、まるで実体のないもののように、軽々しく感じられた。

　駅に戻るため、私に背中を向けて歩きだした丸井さんの背中を眺めながら、そんなことを考えて……ああそうか、と思った。さっきの丸井さんの態度が、嘘だったからだって。

　わざとらしく表情を変える目元に、チラチラと動く視線。挑発を含めた、私を誘導するような言葉。どこまでが偽りかはわからないけど……そこに真剣じゃない想いが潜んでいたのは確かだ。藤さんや石田さんがあまりに怪しい、って言うのを聞いたあとだからかもしれないけど、直感でわかった。すべてが軽いって。

　特に胸に響くこともなかったから、私も戸惑うことなくいつも通りの調子で返せたのか……と腑に落ちていた時、バッグの中でスマホが鳴った。

　取り出したスマホの画面には、藤さんの名前が表示されている。電話に出ると『急にすみません。お仕事は終わりましたか？』と聞かれたから、頷いた。

「はい。さっき終わって、これから駅に向かうところです。どうかしました？」

　藤さんが私に電話をかけてくるなんて珍しい。

『いえ。珍しく丸井さんが帰ってきていないので、少し気になりまして』

　すごい勘だな……と驚くと同時に、藤さんは丸井さんの湊さんへの気持ちに気づいていたのかな、と思った。

　だって、そこに気づいていなかったら、丸井さんが私に接触してくるなんて考えつかない。

「いつ、気づいたんですか？　丸井さんの気持ちに」

『気持ちというか、魂胆のようなものには最初から気づいてましたよ。だから追い返そうとしてたんです』

　魂胆、という言葉に少しの引っかかりを感じながら、苦笑いを浮かべて言う。

「今、吹けば飛ぶような軽い宣戦布告をされたところです」

　駅に向かうために大通りに出る。広い歩道は見通しがいいけれど、もう丸井さんの姿は見えなかった。

『へぇ。丸井さんもよくやりますね。あれだけ毎日、若社長に冷たくされててよくめげないな』

　意外そうな声を出す藤さんに、確かになぁと思う。藤さんもだけど、湊さんの態度もなかなか冷たいものだから。

　日曜日の朝、四人で朝食を一緒に食べたけれど、その時もひどかった。

〝昨日の夜、眠れないからお話したいって部屋を訪ねたのに、迷惑だって断られちゃったんです〟みたいなことを、丸井さんが笑顔で話題に上げると。

　藤さんは視線を合わせることなく『当たり前でしょう』と言い、湊さんは『昨日も言いましたが、もうああいうことはやめてくださいね。迷惑なので』と釘を刺すように言った。

　もしかしたら、湊さんも丸井さんの気持ちに気づいていたからこそ、わざと冷たく接していたのかもしれない。

　そんなことを考えながらトボトボ歩き、駅が近づいてきた頃、藤さんが言った。

『で、森野さんはどうするつもりですか？　宣戦布告をされて、そのままにしておくつもりはないでしょう？』

　楽しんでいるような声に、『他人事だと思って……』と心の中で文句を呟いてから考えてみる。

　宣戦布告されたからといっても、丸井さんは明後日には一之瀬邸を出ていく約束だ。それ以降も湊さんに近づいてくるなら考えるけど、とりあえずは経過観察が一番かな。

　そう思い、口にしようとした時、丸井さんの姿を見つけた。

　場所は駅前のロータリーにある、噴水近く。アートとして立っている大きな柱に背中を預け、誰かと電話しているみたいだった。ブーツのつま先で地面をいじりながら、髪をクルクルと指先に巻きつけている。

　楽しそうな笑い声とともに「え？　そうだって。だから、あのイチノセだって。すごくない？」と聞こえてきたから、藤さんにはまたかけ直すことを告げて電話を切る。

　そして柱の裏側に近づき、立ち止まった。

「うちよりもすごい豪邸だし、将来ああいう家に住めたらいいなーって感じ。それに、ホテルとかそこら中に建ててるから、旅行とかにもいいよねー。やっぱり自分の会社が建てたホテルだと、スイートとか泊まってもタダなのかなー」

　噴水の水が流れているっていうのに、それでもしっかりと声を聞き取ることができるのは、丸井さんの声が大きいからだ。

　助かるな……と思うけど、こんな話、そんな大声でするべきじゃないと呆れてしまった。社長令嬢だって話なのに、あまり自分の立場をわかっていないのかもしれない。

「うん。……そう。だってパパってば、頭にくるんだもん。だらしないとか恥だとか言って超うるさいの。途中で『もうよくない？』って言ったら、そんなんじゃ社会に出てからどうの～とかうるさいからムカついちゃって。それで、家出って感じ」

　電話の相手は、口調からして友達っぽい。

　丸井さんが、なんでそんなに怒られたのかはわからないけど、『あれっ？』と思う。

　家出したのは、お見合い話がきっかけだって言ってたのに。お見合いの話からそういうケンカが始まった、ってことなんだろうか。

　駅前の道を、たくさんの通行人が過ぎていくのを見ながら、耳を澄ます。

「んー、パパが謝るなら帰ってもいいけど……でも、今回は多分、相当怒ってたし謝らなそうだから、違う計画を立ててるとこ」

　弾んだ声で話す丸井さんが続ける。

「実はね、イチノセの御曹司を捕まえて帰ろうかと思って。ほら、イチノセってうちの取引先の最大手だし。手土産にそこの息子連れて帰ったら、パパも私に頭上がらないでしょ？　それ、よくない？」

　静かに驚きながら……さっきの電話で、藤さんが言っていた単語を思い出した。

〝魂胆〟って、そういうことかって。

「え？　ああ、全然嫌じゃないよ。だってイチノセの御曹司、すっごい美形だもん。あれなら超自慢できるし、隣歩いてるだけで『優越感～』って感じ。今は彼女に義理立ててるのかなびいてこないけど、時間の問題でしょ。強引に迫ればどうにでもなるし。既成事実作っちゃえば、あとは泣くだけで大丈夫。『無理やりひどい～、責任取って～』って」

　キャハハって下品な笑い声があまりに不快で、いつの間にか奥歯をギリギリ噛みしめていた。静かに溢れ出てくるイラ立ちを感じながらも、頭の中は冷静だった。

　さっきの、湊さんを好きだとか、諦められないとか言っていた茶番。あれは、こういう本心が隠れていたから、ペラペラにしか感じなかったのか。

『泣けば大丈夫』なんて自信満々に言っているところを見ると、きっと今までもその手段で切り抜けてきたんだろう。そして……それに、私も引っかかったってことだ。

　嘘泣きなんて考えもしないで、同情してしまったのが悔しい。

　藤さんに『チョロい』と言われた時の数百倍もの怒りが込み上げてきて、喉の辺りを押し上げる。それでも、ぐっとこらえて柱から離れた。

　今、問いつめたって意味がない。私と丸井さん以外の証人がいない限り、シラを切られるだろうし、『ひどい言いがかりだ』って、湊さんに泣きつかれるかもしれない。

　湊さんがそれを信じるとは思わないけど、それはやっぱり面白くないから……話をするなら、湊さんや藤さんがいる前でのほうが無難だ。

　そう結論を出しても収まらない怒りに、どうしようかと眉間にシワを寄せたまま歩いていると、手の中でスマホが震える。

　着信は藤さん。さっき急に切ったから、心配してのことかもしれない。

「そんなに気にしていただかなくても、大丈夫ですよ」

　電話に出てすぐに言うと、『そうもいかないでしょう』と苦々しい声で言われる。

『もし、丸井さんが森野さんに何かした場合、若社長が黙ってない。個人の問題で済むなら俺も何も言いませんが、あのお嬢さんはしたたかそうですし、丸井社長に大げさに告げ口するかもしれない……そう考えると、会社同士の話になる可能性もゼロではないので、できるだけ把握しておかないと』

「……ほんと、お疲れ様です」

　先読み力をねぎらったあと……一拍開けてから「さっき、丸井さんが誰かと電話してるところを見かけたんです」と告げる。

　駅の構内に入り、隅っこの壁際で立ち止まる。十八時を回った駅は、帰宅する人たちで賑わっている。

「藤さんが言ってた、〝魂胆〟っていうのがわかりました」

　藤さんはそれだけで察したのか、『そうですか』と落ち着いた口調で答える。

『俺のほうも、若社長に頼まれたので、いろいろ調べてるところですが……森野さんは、どうするつもりですか？』

　さっきと同じ問いかけをされ……少し考えてから口を開いた。

　あの電話内容を聞く前なら、どうするつもりもなかった。でも、今は――。

「湊さん、確か今日は泊まりの出張で、明日の夕方戻ってくるんですよね？」

『はい。出張先から直帰なので、いつもよりだいぶ早く帰宅すると思います。十八時には着くかと。……普段なら俺も出張についていくんですけど、一之瀬邸を丸井さんだけにしておくわけにはいかないので、俺は残ってますが』

　あの時の私の行動のせいで、仕事の面まで迷惑をかけてしまっているのか……と思い謝ると、藤さんは、『もういいですよ』と柔らかい声で言った。

「明日の仕事帰り、そちらに伺うかがってもいいですか？」

　明日は金曜日だから、私は普通に仕事がある。だから、それが終わってからだと、少なくとも十八時を回ってしまうけれど。

　そう説明すると、藤さんは『大丈夫ですよ』と即答した。

『車で迎えに行きましょうか？』

「いえ、自分で行きます」

『若社長を丸井さんから守るために？』

　素直に〝はい〟とは答えにくい言い回しをされてなんとも言えずにいると、電話の向こうからクスクスとからかうような笑い声が聞こえてムッとする。

「湊さんを守るのは、藤さんの役目でしょ」

『それはそうなんですけどね。〝自分で行きます〟ってハッキリと言い切った森野さんが凛り々りしく思えたので』

　そう言ったあと、藤さんが続ける。

『姫を助け出す王子みたいだなと。もっとも、大人しく待っているだけの姫でもないでしょうけど』

　最後、含みを持たせた藤さんに、もしかしたら湊さんも、丸井さんの魂胆に気づいているんだろうか……と思った。

　でも、それを聞こうとしたところで、『じゃあ、明日お待ちしてます』と電話が切れたから、諦めて息を吐いた。

　丸井さんは、明日か明後日には一之瀬邸を出ていく予定だ。でも、さっき聞いた計画を実行させるなら、きっと一之瀬邸を出ていく前に何かしら行動を起こすはず。

　何かするとすれば、湊さんとふたりきりのほうがいいだろうから、夕食後、おのおの部屋に戻ったあとだろう。仕事がきちんと終わってすぐに向かえば、私でも間に合う時間帯だ。

　何もしないでそのまま出ていくのなら、わざわざ面倒なことを言うつもりはない。でも、もしも何かしらするつもりなら……。

　私も黙っている義理はない。涙の演技に見事に騙されてしまったイラ立ちをゆらゆらと燃やしながら、帰路についた。










王子のためなら




　翌日の夜、一之瀬邸のインターホンを押すと、藤さんが玄関を開けてくれた。

　時間は十九時二十分。

　一之瀬邸の夕飯はもう済んだようで、部屋の中からはわずかに香ばしい匂いが空気に混ざって流れてくる。

　昨日藤さんに聞いた通り、湊さんはいつもよりだいぶ早い帰宅だったらしい。

「あら、紗希ちゃん！　来るなら来るって言ってくれればいいのにー。ご飯はもう食べたの？」

　玄関で靴を脱いでいると、ダイニングから顔を覗かせた木戸さんが聞く。

「あ。お邪魔します。夕飯はまだですけど、でも、大丈夫……」

「今日はハンバーグだったんだけど、いくつかあまったから冷凍にしてあるの。ご飯とパン、どっちで食べる？」

　ニコニコしながら聞かれて、「じゃあパンで……」と答える。手間を増やしてしまうのは申し訳ないけど、素直に甘えさせてもらうことにした。

「二十分くらいでできるから、ちょっと待っててね」と言う木戸さんの後ろ姿を見ていると、隣に立った藤さんが「丸井さんなら、さっき若社長の部屋を訪ねたところです」と言う。

「そうですか」

「でも、若社長の部屋にはいないと思いますけどね。若社長は、丸井さんを自分の部屋に入れようとはしないので」

　そういえば、先週土曜の夜も入れようとしなかったな……と思っていると、藤さんが続ける。

「だけど丸井さんのほうも引かない感じだったので、妥協して丸井さんの部屋で話しているかと。まぁ、彼女も必死なんでしょうね。明日には追い出されるわけですから」

　ニヤリと口の端を上げた藤さんを見て、悪い顔だなぁ……と苦笑いを浮かべた。余裕を持って楽しんでいるように思える。

　会話しながら階段を上り、丸井さんの部屋の前まで辿り着くと、中からは確かに話し声が聞こえてきた。

「よく聞こえませんね」とドアに寄って聞き耳を立てる藤さんに、お行儀悪いな……と思いながらも彼にならってそうする。

　すると、すぐに丸井さんの甘ったれたような声が聞こえてきた。

「私、森野さんには黙っておきますよ？　あの人、キツそうですもんねー。湊さんが私と何かあったりしたら、すごく怒りそうだしー。私は、湊さんに怖い思いしてほしくないから、ちゃんと秘密にします」

　藤さんが「言われ放題ですね」と小声で言うから、「でもまぁ、事実ですし」と答える。

『キツそう』なんて、私を表す言葉として一番に出てきそうな表現だし、実際そう言われ続けてきたから、『ああ、それよく言われるんです』って、すんなり受け入れられる。

　ただ、気に入らないのは……湊さんを、そんな誘い方で乗ってくるような男だと思われていることだった。

　丸井さんの、電話での会話を立ち聞きしてから、ずっと感じていたイラ立ちがゆらりと大きくなる。

『実はね、イチノセの御曹司を捕まえて帰ろうかと思って。ほら、イチノセってうちの取引先の最大手だし。手土産にそこの息子連れて帰ったら、パパも私に頭上がらないでしょ？　それ、よくない？』

『だってイチノセの御曹司、すっごい美形だもん。あれなら超自慢できるし、隣歩いてるだけで〝優越感～〟って感じ。今は彼女に義理立ててるのかなびいてこないけど、時間の問題でしょ。強引に迫ればどうにでもなるし』

　湊さんを、〝手土産〟だとか〝あれ〟だとか……〝どうにでもなる〟だとか。そんなふうに下に見て侮辱されるのが、どうしても気に入らなかった。

　湊さんは、丸井さんが使う軽い言葉の中に、あんな代名詞で組み込まれていい人じゃない。

「ね？　黙ってるってことは、揺れてるんでしょ？　だったらいいじゃないですかー。お互い楽しんじゃえば、それで。もしかすると、私とのほうが相性いいかもしれないし。キスだけでもしてみません？」

　キスだけでもって……キスってそんな軽々しく、誰とでもできるものだろうか。自分との感覚の差に驚く。

　丸井さんの甘えるような声色だけでも、イラッとしていたっていうのに。最後にもうひと押しとばかりに「……ね？」と媚びるような声が聞こえてきて、スッと気持ちが冷めていくのがわかった。

　聞き耳を立てるのをやめてドアから離れると、藤さんも同じように退いてくれたから、ドアノブに手をかけ、扉を押す。

　開いたドアの向こうでは、ふたりがソファに座っていて、丸井さんが湊さんに迫るような体勢になっていた。

　ノックもしないで入ったからか、ふたりの驚いた眼差しが私に注がれる。湊さんにも、今日来ることは言っていなかったから。

　私を見て「紗希ちゃん――」と何かを言いかけた湊さんを遮って、丸井さんが「あら、森野さん。ごめんなさい」と謝る。

　口では謝りながらも、勝ち誇ったような、そんな笑みを浮かべていた。

「ちょっとだけ、湊さん借りちゃってました」

　湊さんの腕に、手をするりと絡めながら笑いかけてくる丸井さんを見ていると、すぐさま湊さんがその手を振り払う。そして、私が何か誤解したとでも思っているのか、何か言おうとしていたけれど。

「湊さん。少しだけ、大人しくしててください」

　先に釘を刺す。そして、視線を湊さんから丸井さんに移した。

　挑発や憎まれ口なら得意分野だ。丸井さんが挑発してくるのなら、受けて立つ。

「丸井さん。まず、湊さんは物じゃないので、〝借りてた〟なんて表現はやめてください。それに、〝手土産〟だとか、〝あれ〟だとか……そういう、上から目線の言い方も不快ですね」

　淡々と言うと、丸井さんは私のセリフの後半部分に引っかかりを覚えたのか、顔から笑みを消す。

　それを確認してから「あと」と続けた。

「くだらない親子ゲンカの仲直りの材料にするのも、やめていただければ」

　おそらく、丸井さんの頭に『駅前での電話を聞かれていたのかもしれない』って考えが浮かんでいるんだろう。焦りのようなものが顔全体に広がっている。

　でも、まだ確信が持てずにいる様子の丸井さんに、わざとらしい笑顔を向けた。

「あ、ごめんなさい。お友達とずいぶん楽しそうに電話してた声が、あまりに大きかったから聞こえちゃって。会社を出た私が、駅に向かう可能性は充分考えられるのに、駅前で電話……しかも、あんな内容を話すなんて、軽率すぎません？」

　会話を聞かれていたことを知り、動転しているのか。それとも、何か言い返すための材料を頭の中で探しているのか。

　黙ったまま睨みつけてくる丸井さんに、冷笑を浴びせる。

「湊さんが落ちるのも時間の問題……でしたっけ？　それに、自分とのほうが相性がいいんじゃないかとか……ずいぶん、自信があるんですね」

　静かに言うと、丸井さんは悔しそうに目元を歪めた。

『ダメだとは思っても、彼女がいるからって諦めるのはおかしい気がしちゃって』

　支店の前でそう言われたことは、もっともかもしれない。

『私が彼女なんですから、諦めてください』なんて言える権利は、私にはない。だから、あの時の丸井さんの言葉は理解できる。

　でも、それは丸井さんが本気の場合だけだ。

　隣を歩いた時に優越感に浸れるだとか、仲直りの材料だとか。湊さんを、まるで道具みたいにしか考えていない丸井さんは、理解できないし、不快で仕方ない。

　ようやく落ち着いたのか、丸井さんが「ハッ」と笑みを吐き出す。

　じろりと向けられた眼差しには、挑発や敵意が見て取れた。

　湊さんの前だけど、もう猫をかぶることはやめたらしかった。

「森野さんこそ、ずいぶん自信があるみたいだけど、それってうぬぼれすぎじゃないですかー？　たかが銀行員が、なんで湊さんと並んで歩けるなんて考えちゃうのかわかんないですけど、湊さんと森野さんの立場の違いを、もう一度よく考えてみたほうがいいんじゃないですか？」

　すがすがしいほどズケズケ言ってくる丸井さんの口元は、ずっと余裕そうに弧を描いていて……そして、手は湊さんの肩の辺りに触れていた。

「森野さん、見た目だって私より劣るし、性格だって悪そうだし。〝森野〟なんて会社も聞いたことないし、家のレベルはうちより低いんでしょ？」

　湊さんに触れたままの手を、ただじっと見つめる。今までとは違う感情からくるイラ立ちがゆらゆらと広がりだす。

「森野さんよりも私のほうが、湊さんには合ってると思うんだけど？」

　ニヤリとしながら、語尾を上げて話す丸井さんの指先が、湊さんの肩をなぞる。

「……触らないで」と思わず声が漏れたけれど、丸井さんには届かなかったみたいだ。

「ちょうどいいから、ここで湊さんに選んでもらおうと思うんだけど、どう？　それとも、自信なくなっちゃったから辞退する感じ？　なんかずっと黙ってるし、すっかり意気消沈しちゃったんじゃ――」

「湊さん」

　丸井さんの言葉を遮り、湊さんを呼ぶ。視線を移すと、すぐに目が合った。私がちっとも言い返さなかったからか、瞳にひどく心配を滲ませている。

「ああ、すみません。大丈夫です。たかが社長令嬢って生まれ持った肩書きだけを頼りに過ごしてきた方の、あんな薄っぺらい挑発なんて、なんとも思ってませんから」

　さっき丸井さんが『たかが銀行員』って言っていたから、わざと『たかが』って言葉を織り込んでみる。

　予想通り、丸井さんの表情が険しくなったのが視界の隅でわかったけれど、湊さんに視線をとどめたまま続けた。

「ただ、その……湊さんが、ずっと触られてるのが嫌で、それが気になって黙ってただけなので」

　ヤキモチだってことは、自分でもわかっていたからボソボソと伝えると、湊さんは一瞬弾かれたような顔をしてから、柔らかく微笑む。そして、すぐに丸井さんの手を振り払い、ソファから立ち上がると、歩いて私に近づいた。

　目の前に立った湊さんが、嬉しそうに瞳を細めながら頬に触れるから、恥ずかしくなって目を逸らす。

　トゲトゲしていた気持ちが、たったこれだけで丸く形を変えてしまうから、戸惑う。自分の気持ちが、自覚している以上に湊さんにあるんだって気づかされて。

「ごめんね。あまりに紗希ちゃんを侮辱するから、言い返すなり追い出すなりしたかったんだけど。紗希ちゃんが大人しくしててほしいって言うし。衝動を押さえるのに必死で、触られてるのにも気づかなかった」

　そんな凶暴な衝動が本当にあったんだろうか。

　そう不思議になるくらい穏やかな声で言われ、湊さんにチラリと視線を移すと、声と同じようににこやかな表情を向けられた。

「どこから聞いてたの？」

「キスしてください、とかその辺――」

　聞かれたから、ただ答えようとしただけなのに。腰を折った湊さんに急にキスをされ、肩がすくむ。

　チュッと軽く触れて離れた唇が再び重なり、驚きのあまり開いたままになっていたところに舌が入り込んでくるから、慌てて湊さんの胸を押した。

『丸井さんがいるのに！』と思い睨むと、湊さんはちっとも悪びれてはいない笑顔で「ごめん」と謝る。

「紗希ちゃんの口から、そんな誘い文句言われたことなかったから、つい」

　絶対にわざとだ。聞き間違いだとか早とちりじゃない。

　ふてくされた私を見てニコリとしたあと、湊さんは「さて」と呟くように言い……私の肩を抱き寄せると、視線を丸井さんに移す。

「俺に選ばせるとか言ってたけど……まさか、紗希と同じ土俵にいるつもりだったとか？　だとしたら、うぬぼれもいいとこだな」

　発せられた低く静かな声が、今までの雰囲気をガラリと変える。私と丸井さんが言い合っていた時も、それなりにピリピリしてはいた。なのに……湊さんの圧倒的な迫力に、一瞬にして場が凍りついたような、そんな気さえした。

　丸井さんも同じように感じたのか、私にはあれだけ言い返していたのに、ただ黙って焦った表情を浮かべているだけだった。

「俺のことは、どう言ってくれても耐えられるけど、大事な子を悪く言われて我慢するつもりはない。たとえ相手が女でも」

　低く鋭い声で、湊さんが続ける。

「勘違いしてるみたいだから言っておくけど。見た目も性格も、何もかも。キミが紗希に勝ってるものなんてひとつもない。少なくとも俺にとっては」

　ハッキリと言われた丸井さんは、信じられないとでも言いたそうな顔をして、拳こぶしをギュッと握りしめる。

　そして、わなわなと震えながら、何か言おうと口を開いた時。「俺にとってもそうですね」と、後ろから聞こえてきた。

　振り向くと、開けっ放しのドアのところに立っている藤さんが、コンコンと軽くドアをノックした。

　そして、部屋に一歩入ってから湊さんに言う。

「若社長。頼まれていた詳細をお持ちしました」

　詳細ってなんのだろう。今はどう見ても取り込み中だ。その中に入ってくる必要があるほど、急ぎなんだろうか。

「ああ、頼む」と湊さんが言うと、藤さんが手に持っていた書類を見ながら言う。

「丸井和葉の家出理由について、報告させていただきます」

　淡々とした声に、ああ、そういうことか……と驚きながら聞く。

「親子ゲンカの理由は、丸井さんの男女交際のだらしなさですね。丸井さんが三股をかけていたのが男にバレて、殴り合いのケンカになり、警察沙ざ汰たになって……それを、お父様が叱責したところ、気に入らないからと家を飛び出したと」

　すらすらと説明された中に、聞き逃せない単語を見つけて「三股……」と呟くと、藤さんが「ハッ」と笑いを吐き出す。

　それを見て、あ、この顔知ってる……と思った。人を蔑さげすむ時の顔だ。

「事情にも股の緩さにも呆れますね。さっき、森野さんの立場がどうのと言ってましたが……まず、ご自分の立場を考えて行動なさったほうが、いいんじゃないですか？　でないとお父様の恥にしかならない」

　どんなに素行が悪くても、女の子相手なんだから、普通の男性ならあまりズケズケ言うのは気後れしてしまいそうなものなのに……。

　そう思いながら眺めていると、藤さんが間髪いれずに続ける。

「聞いていた事情と違いますし、泊める必要もありませんので、先ほどご実家に電話を入れさせていただきました。すぐに迎えに来てくださるそうです」

「え……」と驚き、声を漏らした丸井さんに、藤さんがニコリと笑う。

「お父様が迎えに来てくださるそうですよ。よかったです。……ああ、よかったっていうのは、もちろんこの家にとって、という意味ですが」

　営業スマイルを作りながら言った藤さんに、丸井さんは目を見開き……それから、諦めたように目を伏せた。

　きっと、悔しいんだろうなぁと思う。湊さんを落とす自信だってたっぷりあったみたいだし、こんな展開は想像もしていなかったんだろう。

　選ばれるばかりの人生だったのかなぁ……と思うと、免疫がないところに、ここまで言葉でボコボコにされてしまうのは、かわいそうだとも少し思ったけれど。

　残念ながら私は、再び助け船を出すほどお人よしでも優しくもない。早急に帰ってほしい。

　私の肩を離した湊さんが、つかつかと歩き、丸井さんの前に立つ。そして彼女の腕を引っ張って立たせると「お引き取りを」と、冷たい笑顔と温度のない声で告げた。




　そのあとは、忙しかった。丸井さんのお父さん……つまり、丸井産業の社長が迎えに来て何度も何度も頭を下げ、丸井さんにも頭を下げさせて。

　湊さんは、「いえ、いろいろ事情もあるようですし、怒らないであげてください」と笑顔で言った。

　どうやら丸井産業には、丸井さんがここに来た日のうちに、連絡を入れていたらしい。心配しているだろうからって。そのうえで、一週間預かりますからって話をし、今日に至った……ということらしかった。

　丸井さんの家出の理由は、その時にお父さんから、男女交際が問題ってことだけ聞き出し、詳しくは藤さんが調べたらしい。

　でも、昨日には調べ上げていたって話だから、さっきの藤さんのわざとらしい報告は、タイミングを見計らって行われたものなんだろう。

　それから、この一週間のことを聞きながら、木戸さんの作ってくれたハンバーグを食べて、ほとんど強引に決められてしまったお泊まり。

　お風呂を借りてから湊さんの部屋に行くと、湊さんはベッドの上で胡坐をかいていた。手に持っているのはタブレット。何か仕事をしていたのかもしれない。

　湊さんは、私が入る前にお風呂を済ませていたから、もうパジャマ替わりの黒に青いラインの入ったスウェットを着ている。

　一方の私はといえば……突然のお泊まりだったから着替えがなくて、湊さんに借りた服に身を包んでいた。

　白いロンＴにベージュのカーディガン、そして黒いジャージ。どれも緩いから、ダボダボしていて非常にだらしない感じになっているのは、お風呂上がりに見た鏡で確認済みだ。

「お風呂、ありがとうございました」

　ドアを閉めながら言うと、湊さんはタブレットから目を放し、私を見て微笑んだ。

「丸井さんとの一件をさっき父親にメールしたんだけど、笑われたよ。『丸井さんとこのお嬢さんも、ずいぶんしたたかになったもんだな』って」

「……そんな笑い話で済む話なんですか？」

　藤さんがいつだったか、『会社同士の問題になりかねない』みたいなことを言っていたし、さっきだって迎えに来たのは丸井社長だ。いくら父親とはいえ、社長が出てきた時点で、そんなに軽い問題とは思えない。

　だから聞くと、湊さんは「大丈夫だよ」と軽く言う。

「まぁ、ハッキリ言うと、うちにとっては問題じゃないってだけだから、丸井産業にとってはヒヤヒヤする出来事で、今も不安はあるかもしれないけど。今回の件に対しては、丸井さんが一方的にうちにお願いして上がり込んでいたわけだし、うちはそれを了承したにすぎない」

　ベッドのそばに立ったままでいる私の手を引きながら、湊さんが続ける。

「たとえ丸井さんが、俺や藤に『ひどいことを言われた』って騒いだところで、事実として残ってるのは、丸井さんが夜にアポなしの訪問をしてきたってことと、ホテルを用意するって提案を断って、うちに一週間泊まったってことだけだから」

「でも丸井さん、あの性格ですし、ひどいこと言われたって泣いたりしたら……」

　周りだって騙されたりしないだろうか。悔しいけれど、私みたいに。

　そう思い聞くと、湊さんは「だからだよ」と答える。

「丸井さんの性格はご両親が一番よくわかってる。たかが一週間過ごしただけの俺たちが気づいたことを、知らないはずがない」

「あ……丸井さんが大げさに騒いだところで、誰も相手にしない……？」

　手を引かれるまま、ベッドに膝から乗って聞くと、ニコリとされた。

「正解」

　湊さんはベッドの上を少し移動してから身体を伸ばし、タブレットをベッドサイドのテーブルに置く。そして、座ったまま私の後ろから手を回してきて、ギュッと抱きしめてきた。

　この体勢は、正直、あまり得意ではない。耳元で話す湊さんの声が、くすぐったいから。

　ふたりきりの部屋。

　湊さんがリモコンで照明を薄暗くするから、胸がドキッと高鳴る。

「さっき、親父に丸井さんのことをメールした時に、紗希ちゃんの話もしたんだ」

　ドキドキしていたのに、そんなことを言われ……別の意味で胸が跳ねた。

「え……湊さんの、お父さんに？」

　思わず振り向いて聞くと、湊さんと至近距離で視線がぶつかり、微笑まれる。

「折りを見て言うつもりだったんだけど、父親に『もう来年三十だし、もしも誰もいないようなら、見合いの席を設けるか？』って聞かれたから、そういう相手ならいるからいい、って言っておいた」

「あの……私のこと、詳しく言ったんですか？」

　湊さんは、家柄の違いなんか気にしないって言うけれど、お父さんはやっぱりそれなりにこだわるかもしれない。あんな大きな会社の社長なわけだし……と思い、恐る恐る聞くと「軽くなら」と言われる。

「意地っ張りで、なかなか素直にはならないけど、いい子だって。何にも流されないような態度を取るくせに、案外騙されやすいし、そこは心配だって話もした」

　騙されやすいって部分に関しては、今回もすっかり騙されただけに何も言えない。

　黙ったまま口を尖らせた私に、湊さんはおかしそうな様子で言う。

「うちの父親は相手に家柄とか求めてないから。紗希ちゃんが心配するようなことはひとつもない。銀行に勤めてるって言ったら、『うちにまだ金融部があったら呼べたのになぁ』って残念がってたくらいだし」

「あ……そうなんですか……」

　どこぞのお嬢様ってわけじゃないことはきちんと伝わっていて、しかも反対されなかったっていうことに安心する。

　だけど「今度会いたい、って言ってた」という言葉に、また顔が強張ってしまった。

　湊さんと出会った時には、〝イチノセの副社長〟っていう立場を知らなかったから、普通に接することができたけど……最初から〝社長〟と知っていてお会いするのは緊張する。

　湊さんと付き合っていく以上、避けては通れないとわかっている。それでもすんなり受け入れることができずに、ただ眉を寄せていると「〝そのうち〟の話だから」と柔らかい声で言われた。

「紗希ちゃんの気持ちの準備ができてからでいい。まぁ、正直に言えば、俺は早く紹介したいけどね。予定は紗希ちゃんに合わせるから。ただし、逃げるのはダメだよ」

　微笑んでいるのに、探るように向けてくる瞳をじっと見つめる。

　湊さんは……お母さんが出ていってしまったことを、もうなんとも思っていない、って言うけれど。

　こういう時、過去から引きずってきた不安の欠片みたいなものがたまに見えて、それを感じるたびに、胸が苦しくなる。

　笑みを浮かべた口元で、穏やかな声で、不安の入り混じった言葉を言われると、苦しくなる。

「逃げるなんてもったいないこと……するわけないじゃないですか」

　緊張から目を逸らしたくなるけれど、怯おびえているような瞳を必死に捕らえながら、続ける。

「私、意地っ張りですけど、正直、意地張るのも疲れるんです。こういう、誰に対しても突っかかる性格は、自分でも面倒臭いんです。それでも直らないから、自己嫌悪することばっかり繰り返してて……でも、そういうの、湊さんの前ではもう半分くらい、いいかなって思ってるんです」

　こんなこと、言うつもりはなかった。わざわざ口にすることじゃないと思っていたし、言葉にするのは苦手だから。

　でも……湊さんが少しでも安心できるなら。そう思い、口を開く。

「この家にいると……湊さんと一緒にいると、楽なんです。もう取り繕ったところで仕方ないって諦めてる部分もあるし、素直になっても拒絶されないっていう安心もあって……そういうの、すごく楽で、私にとって特別なんです」

　じっと見つめる先で、湊さんの瞳が揺れる。

　震える声で、いつだって優しい瞳を見て告げた。

「私が湊さんのそばにいるのは、自分のためです。ここが一番好きで、特別な場所だから。だから……逃げるなんてもったいないこと、しません」

　私が望んでここにいるってことを、しっかり言葉にして伝える。

　湊さんが、ずっと誰にも入れ込めなかったってことは、それだけお母さんとのことで、ついた傷が根深いってことだ。それはきっと、どれだけ時間が経ったって、たまに疼うずいてしまうんだと思う。

　私が、高校時代の彼とのことを忘れられなかったみたいに。きっと、それよりもずっと深く、痛く。

　過去の傷が痛んで不安を作り出してしまうなら、そんな時、そばにいたいと思った。ずっと、そばにいて、湊さんをひとりにさせたくないって。

　そのためだったら、日本有数の大企業の社長に会うくらいなんだと、ぐっと両手を握りしめ、覚悟を決める。

「お父さんの好きなもの、あとで教えてください」

「ん？　好きなもの？」

　不思議そうに聞いてくる湊さんに、目を伏せてからもごもごと言う。

「ご挨拶するのに、手ぶらってわけにはいかないですから。あと……そういう時に着る服とかもわからないので、今度、買い物に付き合ってください」

　前を向き、膝を抱えながらボソボソ言う。

「マナーとかも、おかしなところがあったら教えてください」

　普通に暮らしている中で、大きくマナー違反しているところはないと思う。接客業をしているから、言葉遣いとかもそこまでおかしくはないはずだ。

　でも、湊さんのお父さんが相手となれば話は別だ。

　だから真面目にお願いしたのに……湊さんは後ろから私を抱きしめると、私の肩に顎を置いて「そうだなぁ」とやたらと色っぽい声で言う。

「ベッドの上で、ほかの男の話をするのはマナー違反だって知らなかった？」

「今はそういう話じゃなくて。それに、お父さんの話を出したのは湊さんじゃ……」

　理不尽な言い分に口を尖らせて振り向くと、からかうような瞳と目が合い……そのまま抱きすくめられ、唇を奪われる。

　入り込んできた舌がすぐに重なり、口内を撫で、静かな部屋に水音が響いた。

「ふ……ぅ」

　後ろを向いているような体勢が苦しくて、腕の中でもぞもぞと動くと、それに気づいた湊さんが「ごめん。苦しかった？」と言い、唇を離す。

「いえ……」と答えながらも、そのまま目を合わせているのが恥ずかしくてうつむくと、湊さんの手が私の髪を耳にかけた。

　そして、露わになった耳に唇を押しつける。

「ん……っ」

　後ろから抱きしめられた体勢のまま、湊さんの手が服の首元から入り込み、鎖骨から肩へと触れていく。そして、露出した肌の上を彼の舌が這っていき……ぞわぞわとたまらない感覚が湧いてくる。

　首元から入り込んだ手とは反対の手が、裾すそから入り込み上へと上ってくる。お腹を撫でるようにして移動した手が胸に触れ……そこで湊さんが唇を離す。

「あれ、下着は？」

　言われてから、そういえばそうだったと気づき、恥ずかしさに襲われた。

　突然のお泊まりだったから、着替えは湊さんに借りた。でも下着はそういうわけにもいかないから、近くのコンビニで買ったのだけど……それも下だけだ。今日、洗濯に出した物を明日の朝には乾くようにしておいてくれるってことだったから、寝るだけなら……と思い、しないで来てしまったけれど。

　湊さんに気づかれてしまったことが、恥ずかしい。

「あの……替えがなくて……」

　かあぁって熱くなった頬を隠すようにうつむくと、うなじに唇を寄せた湊さんが、クスッと笑ったのが空気の動きでわかった。

「ああ、そっか」

　言葉足らずの説明でわかってくれたようで、ホッとしていると、胸を包んでいた手が動きだすからビクッと肩が跳ねた。

「服を買いに行く時、ついでに下着も買おうか。うちに置いておくやつ」

　胸に大きな手を、耳に舌を這わせながら言われても、答えられない。口を開けばおかしな声が漏れてしまうから、ぐっと口を引き結んでいると、湊さんが続ける。

「俺だけが見るならこのままでもいいけど、うちには藤もいるし。着替えと一緒に少し置いておかないと。これからも、突然泊まることはあるだろうし」

「ん……っ」

　後ろから伸びてきた手に、少し強引に振り向かされると、すぐに唇が塞がれる。もう、半分以上溶けた脳内。目を閉じ、キスに応えながら、ゆっくりと押し倒される。

　ギシリと軋んだベッドに、期待から胸が高鳴っていた。




　翌朝七時半、湊さんとダイニングに下りると、テーブルの上にはすでに料理が並んでいた。トマトサラダに、スクランブルエッグにハム、ポタージュスープ。

　相変わらず、彩りがいい。

「トースト、今持っていきますからー」と言う木戸さんの声を聞きながら、椅子に座る。間もなくしてやってきた藤さんと挨拶をしているうちに、木戸さんがトーストの載ったお皿を運んできてくれたから、お礼を言って受け取る。

「紗希ちゃん。イチゴジャムあるから使う？　好きでしょ」

「あ、はい。いただきます」

「湊さんと藤さんは？　いらないかしら？」

　ふたりとも、いつもトーストはそのまま食べるから、私だけ渡されたイチゴジャムをトーストに塗ぬる。

　一之瀬邸で出されるトーストはおいしいから、そのままでも充分っていうのもわかるけれど、私はイチゴジャムを塗って食べるのがお気に入りだ。

　いつも出してくれるイチゴジャムとはパッケージが違うなぁと思いながら食べていると、立ったまま私を見ていた木戸さんが、ニヤニヤしていることに気づいた。

「なんですか？」と首を傾げると、「実はね」と木戸さんが笑顔で話しだす。

「そのイチゴジャム、藤さんのお土産なのよー。この間、栃木に行った時に買ってきてくれてね。でも、湊さんも藤さんもイチゴジャム使わないのに、って不思議に思ってたんだけど、そういえば紗希ちゃんは大好きだものね」

　ふふーっと笑う木戸さんを見てから藤さんに視線を移すと、彼はもくもくと食事を続けていて、湊さんはそんな藤さんを睨むように見ていた。

「藤、餌え付づけとかやめろよな。紗希ちゃん、案外そういう隠れた優しさにコロッといく――」

「いきませんから」

「コロッときてもらっても、かまいませんよ」

　すぐさま否定したところに言われ、湊さんを煽あおるのもいい加減にしてほしいとムッとしていると、藤さんは憎たらしい笑みを浮かべながら私を見る。

「そういえば、昨日はよく眠れましたか？」

　よく……は、多分、眠れていなかった。でも、藤さんが意地悪で聞いているってことはわかっていたから、こちらも笑顔で応戦する。

「はい。おかげさまでぐっすりでした」

　完璧な微笑みで答えたっていうのに。タイミング悪く欠伸あくびが出そうになってしまい。

　それを噛み殺していると、目ざとく気づいた藤さんに笑われる。

「だから『大人しく待っているだけの姫でもない』って言ったでしょう」

　藤さんの言葉に、そういえばそんなようなことを言っていたっけ、と思い出す。

『姫を助け出す王子みたいだなと。もっとも、大人しく待っているだけの姫でもないでしょうけど』

　あれは、丸井さんのことをこっそり調べさせていた……ということを言おうとしたのか、それとも、昨夜のことを言いたいのか。

　どっちの意味だろう……と考えながら、また出そうになる欠伸を我慢していると、湊さんが「姫って？」と聞く。

「いえ。なんでもありませ――」

「丸井さんから若社長を取り戻そうとする森野さんが凛々しかったので、森野さんが王子で、助け出される若社長は姫みたいだって話です」

　ごまかそうとした私の言葉を遮り、すらすらと言ってしまう藤さんをじろっと見ていると、湊さんが笑う。

「ずいぶん可愛い話してるな」

「いえ。藤さんがひとりで勝手に言ってただけですし。大体、王子だとか姫だとか、柄じゃありませんから」

　藤さんが勝手に言っていたのは事実なのに、いまだに信じていない様子でクックと笑われ、ふてくされていると。

「柄じゃなくても、今日は大人しくエスコートされてくれないと」

「え……」と、声を漏らすと、湊さんがふっと表情を和らげる。

「困ると思って、昨日、跡つけるのはやめたから。今日は思う存分、試着してもらえる」

　湊さんの言葉に、昨日の約束を思い出す。

　面倒なことは嫌いだけど……湊さんが隣にいるなら、逃げるつもりはない。

「望むところです」と答えると、湊さんが「頼もしいな」と明るく笑った。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。ｐｉｎｏｒｉです。この本をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　担当編集さんから「書き下ろし作品を書いてもらえませんか？」とお話をいただいた時には、嬉しさが先行し「私でよければぜひ」とふたつ返事をしたのですが……。いざ書き始めてみると、私なんかが書き下ろし作品を出したところで読者さんは買ってくれるのかな……と不安や緊張に襲われながらの作業でした。正直、あとがきを書いている今も、そんな感じです。

　それでも、下を向かずにいられたのは、いつも応援してくださる読者様や、支えて背中を押してくださる編集さんがいてくださったからです。ありがとうございます！

　そして、この物語に登場するキャラたちが好きだから、というのも大きな理由のひとつでした。いつもクールなくせに、人にちょっと真剣な態度を取られると急にうろたえてしまう紗希。そんな紗希の本当の性格を見抜き、今までの淡泊な恋愛スタイルなんて嘘のように、気持ち全部を注ぎ込む湊。そして、意地の悪い態度ばかり取るけれど、本当は頼りになる藤。

　一番最初、プロットを提出した時には、藤はいませんでした。でも、なんとなくもの足りなさを感じ、試行錯誤の末、藤を投入してみたらサクサクと話が進み……終わってみれば、紗希や湊と同じくらい登場していたかもしれません。紗希の気の強さを表すためにも、そして放っておけば甘さしか生み出さないような湊を抑えるためにも、必要なキャラで、書いていてとても楽しかったです。

　今はまだふたりのお守りで大変そうですが、そのうち自分の幸せもつかんでくれるといいなぁと思っています。

　今回、書き下ろしの話をいただき、この物語を書けたことを、とても幸せに感じております。文庫化にあたり、ご協力してくださったスターツ出版様、担当編集の額田様。ムード溢れる素敵な表紙を描いてくださった駒宮十様。そして何より、いつも応援してくださっている読者様。この本をお手に取ってくださった方々。この作品に携わってくださったすべての方々に感謝しております。

　本当にありがとうございました。





ｐｉｎｏｒｉぴのり
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